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花祭りの日




「ミルザ！」

「きゃっ！」

　勢いよく開いた扉の音で、ミルザは今まさに持ち上げようとしていた鍋を危うく落としそうになる。暗緑色の目を見開き振り返った先には、肩で息をしている義妹いもうとの姿があった。

「おかえりなさい、サーザ。でもあなたももう十六になるんだから、もっと落ち着いてっていつも」

「それより！　ミルザ、修道院に入るって本当!?」

　ミルザはぎくりと息をのむが、何事もなかったかのようにかまどに向きなおると、今度は気をつけてゆっくりと鍋を火から下ろした。

「どこで聞いたの？」

「い、今、エルムと一緒に教会にいたら、たまたま、司祭様が修道女の……ノーラ様だと思うけど、話しているのが聞こえて……」

　そう言われて、サーザとエルムが、結婚式の打ち合わせを兼ねて教会に行くと言っていたことをミルザは思い出した。一応、口止めはしておいたのだけれど……知られてしまったのなら仕方がない。

「本当よ。サーザの結婚式が終わってから言おうと思っていたの」

「なんで!?　どうして、そんな……」

「とりあえず、座って。ちょうどお夕飯ができたところよ。冷めないうちに食べましょう」

　鍋をテーブルの真ん中に置くと、戸棚からふたり分の器を出してミルザは先に席に着いた。

「今夜はシチューにしたわ。空豆を入れたの。サーザ、好きでしょ？」

「好きだけど……」

　まだなにか言いたそうにしながらも、サーザはおとなしく席に着く。食欲をそそる香りに、驚きのあまり忘れていた空腹を思い出したらしい。外はもう真っ暗だ。

「あんまり遅いから、先に食べちゃおうかと思ったわ。いくらエルムと一緒だからって、夕飯の時間を忘れないでちょうだいね」

「あ……ごめんなさい。つい、彼と話し込んじゃって……」

　恋人と離れがたくて遅くなったことを指摘されたサーザの頬が、ほんのりと羞恥に染まった。そんな彼女に、ミルザは小言も忘れて微笑んでしまう。

　子供だ子供だと思っていたけれど、いとしい人を思って頬を染める姿はすっかり大人びて見えた。

　この秋、サーザはかわいらしい花嫁になることが決まっている。

「で、どういうことなの？」

　半分ほどシチューを空にしたところで、サーザはあらためて聞いた。ミルザは、にっこりと笑って卓上にあったバスケットをサーザのほうへと押しやる。その中にあったバゲットは、シチューと共にもう残り少なくなっていた。

「バゲットのおかわりは？　今日のは特別うまく焼けたでしょ」

「それは、いいから。ミルザ」

　じーっと睨みつけられて、ミルザはとうとう観念した。

「修道院に入るのは本当だけど、そんなにすぐのことじゃないわよ。サーザが結婚してから、と思ってたから」

「まだジェイドのこと気にしているの？」

　その質問に一瞬手を止めてから、ミルザは微笑んで首を振った。

「ジェイドのことは関係ないわ。私が修道院に入るのは、本当は生まれたときから決まっていたことなのよ」

　幼い頃から、自分はそうやって生きていくものだとミルザは知っていた。けれど、恋も知らずに尼僧となり義務で子供を持つことになる娘を不ふ憫びんに思った両親は、仲のよかった幼なじみとの結婚を早々に決めてくれていたのだ。ミルザも彼を憎からず思っていたので結婚を承諾したが、その話がなくなった今、ミルザが修道院に入ることを躊躇する理由はなかった。

　穏やかに笑うミルザを見て、サーザはため息をつく。

「ミルザったら、相変わらず人がよすぎるわよ。あんな奴、もっと文句言って恨んでやればいいのに。なんでそんな……修道女になんかなっちゃったら、もう恋愛とかできないじゃない。別に、ノーラ様たちを不幸だとは思わないけれど、ミルザはまだ十八なのよ？　もっと、娘らしいときを過ごしてから、聖女様に身を捧げても遅くはないと思うわ」

「あら、別に尼僧だからって恋愛ができなくなるわけじゃないわよ？　フォリストリア教ではほかの宗教のように処女性は重要視されないし、聖女様に仕えた後でも還げん俗ぞくすれば結婚することも可能だし。私だって、結婚をあきらめたわけじゃないんだから」

　誰かと結婚して子供を残す。それはミルザの義務でもある。いずれ遠くない将来に、自分にふさわしい人を教会で紹介してもらって、ミルザは結婚することになるだろう。

「同じことよ。毎日祈って過ごすだけでしょ？　出会いなんかないじゃない」

「いいの。きっとなんとかなるわ」

　のんきなミルザの言葉に、サーザはため息をつく。

「ミルザだって、ちゃんとした格好をしたらそれなりに美人なんだから、紅のひとつも塗ってみたら？」

　サーザは、無造作に束ねたミルザの淡い金色の髪をスプーンで指し示す。その仕草に眉をひそめながら、ミルザが言った。

「こんな辺ぴな場所で化粧して、いったい誰が見てくれるのよ」

　言われてサーザは窓に視線を向ける。外はすっかり暗くなってしまってなにも見えないが、たとえ見えたとしてもそこにあるのは、山に空に雲に畑。否定しようのない田舎だった。

「ごめん。私が間違っていたわ」

「わかればいいのよ。それより、今夜は早く休みましょう。明日の朝は、早いわよ」

　とたんに、サーザの顔がぱっと明るくなった。

「明日の納品、私も一緒に行っていいの？」

「ええ。明後日はパレードもあるし、ゆっくりと見てきましょう。そのかわり、花を運ぶのを手伝ってちょうだい。思ったよりたくさん咲きそうだから、私ひとりじゃ運べないわ」

「持つ持つ、いくらでも！　きゃー、嬉しい！　ミリィ、大好き！」

　浮かれるあまり、サーザはテーブルに手をついて立ち上がってしまうが、行儀が悪いとミルザに注意されて慌てて腰を下ろした。

「何日泊まってくるの？」

「一泊だけよ」

「えー？　ミルザ、いつもパレに行ったら、二、三日は帰ってこないじゃない。ひどいときは一週間も帰ってこないくせに、どうして今回に限って一泊なのよ」

「文句言うなら……」

「いえっ！　言いません！　ねえねえ、せっかくの花祭りなんですもの。思いきりおしゃれして行こうよ！」

「私は別にこのままでも」

「なに言ってんの！　もしかしたら、運命の出会いが待っているかもしれないじゃない！」

「あら、エルムはいいの？」

「私じゃないわよ。ミルザのこと」

「それは……まあ、ご縁があれば、ということで」

「あるといいわね。なにを着ていくか、今夜のうちに決めちゃおうっと！」

　そう言って、サーザはすごい勢いでシチューを平らげた。その様子に声をあげて笑ったミルザは、自分も器へと視線を戻す。

　修道院に入る話はサーザの頭から消えてしまったようで、ミルザは安堵の息を小さく吐いた。

　婚約破棄をされたことやミルザの傷のことなど、ミルザ以上にサーザは気にしているらしい。余計な心配をさせるつもりはなかった。

　ちらりとサーザを見れば、やはりそんなことは忘れたように、スカートはあれでブラウスはこれで、と嬉しそうにはしゃいでいる。この後サーザのおしゃれの用意に付き合わされることを予想して、ミルザは苦笑した。

　サーザほどではないにしても、気分が浮き立つのはミルザも同じだ。長い冬が終わり、春がやってくる。草木の芽吹く季節は、いつだってわくわくするものだ。

　早く休まなければ、というミルザの思いとは裏腹に、その夜はいつまでも部屋の明かりは消えなかった。




　レギストリア王国の首都パレは、新春の花祭りにわいていた。

　雪が解け新しい命が芽吹くこの季節に、国のあちこちで、この世界を安寧へと導き豊穣をもたらすとされている癒やしの聖女『セイクレッド・フォリストリア』に感謝を捧げる祭りが開催される。中でもパレで行われる春祭りは、別名〝パレの花祭り〟とも呼ばれ、国中で一番華やかに行われるのだ。この祭りを見るために国内外から人が集まり、新春のパレの都はいつにもまして賑やかだった。

　そのパレの都を、ミルザとサーザは大きな花の束を担いで歩いていた。サーザは、きょろきょろともの珍しそうにあたりを見回している。

「サーザ、ちゃんと前を向いていないとぶつかるわよ」

「だって、一年ぶりのお祭りですもの。見て見て、あの花かご！　あんなにたくさんのお花をそろえて、すっごくきれい！」

　都は、色とりどりの花で埋め尽くされていた。

　都の中心にある広場には、この祭りのために癒やしの聖女をまつる祭壇がつくられている。そこに祈りを捧げる人々が思い思いの花を手向けて、今年一年の作物の豊穣と心身の健康を祈るのだ。そのためにこの時期は、都の中のどの店でも、多くの種類の花を売っている。〝花祭り〟といわれる所以ゆえんである。

　普段は毛織物や縫い物で生計を立てているミルザも、この時期には花祭りのための花をつくって毎年納品していた。




「サーザ、行くわよ」

「待って、ねえ、ちょっとだけあれ……」

　賑わう街の装いに目を奪われ、サーザの足はなかなか進まない。めったに街に出てくることのないサーザの気持ちもわかるミルザは、先にひとりで行くことにした。目的の店はもうすぐそこだ。サーザも幼い頃から世話になっていて迷わずたどり着けるだろうし、パレは治安も悪くないのでひとりにしても心配はない。

　ある一軒の雑貨屋の前で、ミルザは足を止めた。店の名前は『ウェール』。親の代からのなじみの店だ。

「おはようございます」

「おや。おはよう、ミルザ！」

　奥から出てきた恰幅のいい年配の女性は、挨拶を返すとミルザの顔をまじまじと覗き込んだ。ミルザは、肩から荷物を下ろして彼女に挨拶を返す。

「またお世話になるわね、セルマ。……私の顔、なにかついてる？」

「今日はやけにめかし込んでいるじゃないか。どこのお嬢様かと思ったよ」

　結局ミルザも、盛り上がるサーザのおしゃれに付き合わされたのだ。いつも化粧っけのないミルザのほんのりと赤く染められた唇や結い上げられた髪に、セルマは嬉しそうな顔になる。ミルザは、居心地悪そうにもじもじとしながら視線を逸らした。

「サーザに無理やり化粧させられたのよ。おかしくないかしら？」

「おかしくなんかないよ！　どうだい、今年こそ『セイクレッド・フォリストリア』に申し込んじゃ？　あんたほどの器量なら、絶対聖女様になれるよ」

　セルマが言っているのは、一週間ほど続く祭りの中でも最大の見せ場、パレードにおいて花形となる少女のことだ。毎年国中の未婚の娘の中から、その年の聖女役がひとり選ばれる。

　聖女に選ばれた少女はきれいに着飾り、明日行われるパレードで花神輿みこしに乗せられパレの都を練り歩く。最後に広場へ到着すると、少女は『セイクレッド・フォリストリア』として国の安寧と豊穣を宣言する。レギストリアどころか、ブリア＝バート地方五カ国すべての少女が夢見る一番の大役だ。

「今年の『セイクレッド・フォリストリア』なんてとっくに決まってるわよ。冗談はやめて」

「冗談なもんか。レギの少女なら誰だって一度は憧れるもんなのに、あんたときたらちっとも関心がないんだからねえ」

『セイクレッド・フォリストリア』を選ぶ際には、家柄や出自などはまったく問われない。そして一度『セイクリッド・フォリストリア』に選ばれた少女は、現在の身分に関係なくどこへ行っても聖女として優遇される。

　また、美しい姿で街中を練り歩くことで多くの人の目に触れることとなり、そこで貴族に見初められることもある。そうして実際に裕福な家に嫁ぐことになった少女も多いことから、みんなその聖女役に憧れるのだ。

「もったいないねえ。選ばれれば後の幸せは約束されたようなものなのに。なにも王妃を狙えとは言わないけどさ、ここで顔を売っておけばそれなりにいいところへお嫁に」

　言いかけて、セルマは言葉を切った。触れてはならない話題になってしまったことに気づいたのだ。そのことに気づかないふりをして、ミルザは話を逸らした。

「それより、今日は少し多めに持ってきてしまったけれど、買い取ってくれるかしら？」

「もちろんだよ！　あんたのつくる花は、評判がいいんだ。とびきりきれいに咲いているし長持ちするからね。丁寧につくっているのが、よくわかるよ。多く売ってくれる分には、こっちが大助かりさ」

「そう言ってもらえると嬉しいわ。あと、ミモザでサシェを作ってみたの。それと、香油が五本。お願いできる？」

「あいよ。ところで、サーザちゃんは？　今日は彼女も一緒に泊まっていくんだろ？」

「ええ。あちこち見ていて遅いの。そろそろ来るんじゃないかしら」

「ああ、サーザちゃんがパレに出てくるのは久しぶりだしね。……そういやさ」

　声をひそめて、セルマはミルザに顔を近づけた。

「例の事件、まだ犯人捕まってないんだろう？」

「ええ」

　セルマの言っているのがなんのことかわかったミルザは、眉をひそめてうなずく。

「若い娘さんばかりが殺されるなんて、嫌な事件だね。やっぱり田舎のほうは治安がよくないのかねえ。あんたらも気をつけたほうがいいよ」

　本気で心配しているのがわかる目をして、セルマはミルザを見つめた。

「そうね。まだラートで被害者が出た話は聞かないけれど……サーザもいることだし、なにかあったらこちらに頼らせてもらってもいいかしら」

「ああ、いいとも。なんだったら、このままずっと、うちにいてくれてもいいんだよ」

　セルマとは、両親が生きている頃からの付き合いだ。ミルザの両親も、細々と作物や織物を作ってはセルマの店に卸してきた。ミルザがパレに出てくるときには、いつもここに泊めてもらっている。ミルザとサーザのことを小さい頃から知っているセルマは、彼女たちを自分の娘のように思ってくれていた。

　親のいないミルザにとっては、頼れる大人のひとりだ。

「あれ？　ミルザちゃんが来てるのかい？」

　ひょっこりと店に顔を出した中年の男が、ミルザに気がついて声をかけた。ミルザも見たことのある常連の男性だ。

「こんにちは」

　客の来訪に、ミルザは慌てて店の奥に隠れようとする。その様子を見て男はからからと笑った。

「おや、相変わらず内気なんだね。そういう奥ゆかしいところ、うちのかみさんにも見習わせたいよ。セルマ、いつもの油、あるかい？」

「あいよ。ちょっと待っとくれ」

「おや、ミルザちゃん！　久しぶりだね」

　今度は、セルマと同じくらいの年配の女性が声をかけてきた。極力人と関わることを避けているミルザだが、『ウェール』との付き合いが長い分、この店の常連たちの中には少なからずもなじみができていた。

「こんにちは」

　小さく答えたミルザに、女性が破顔する。

「まあまあ、しばらく見ないうちに、すっかりきれいになっちゃって。ちょうどいいところで会ったわ。実は私の知り合いに、今年二十歳になるいい男がいるんだけど……」

　ずいずいと迫ってくる女性に笑顔を向けながらも、ミルザは少しずつ後ずさりする。

「あの、そういう話はまた……」

「いいじゃないか。例の幼なじみは、パレのお嬢様と結婚しちまったんだろ？　だったら……」

　ずきり、とミルザの胸に痛みが走るが、顔には出さなかった。

「ちょいと、あんたにはデリカシーってもんがないのかい」

　勢いよく話し続けるその女性を、油の缶を手にしながら出てきたセルマが止めた。

「失礼だね、セルマ。あたしはミルザちゃんのことを心配して……」

「そういうのを、余計なお世話っていうんだよ」

「なに言ってんだい。そうやって花の盛りを逃しでもしたらもったいないだろ」

「だからって……」

「あのっ」

　自分が原因でふたりの雰囲気が悪くなってきたのを察したミルザは、この場を離れようと慌てて話題を変えた。

「セルマ、ゲルダは奥？」

「ああ。いつもの部屋だ。寄ってっとくれ」

　逃げ腰になっているミルザに、セルマは店の奥を示す。まだ話を続けようとする女性と苦笑いをしている男性に軽く会釈をして、ミルザはそそくさと奥へと入っていった。店内が見えなくなったところで、ミルザは大きくため息をつく。

　本当なら、この花祭りに合わせて、ミルザは花嫁になるはずだった。

　幼なじみのジェイドとの結婚が決まったのは、一年ほど前のことだ。幼なじみではなく婚約者として付き合い始めてから、ミルザは徐々にジェイドに恋をしていった。そうして、花嫁となる日を心待ちにしていたのだ。

　だがほんの数ヶ月前、年が明けてすぐのことだ。そのジェイドに別の縁談が持ち上がった。パレの貴族が、自分の娘とジェイドの結婚を望んだのだ。その貴族は没落しかけており、鉄鋼所の経営が軌道に乗っていたジェイドの家の資産に目をつけた。それに対しジェイドの親は、貴族とのつながりが持てるという願ってもない話に、あっさりとその結婚を認めた。

『ごめんな、ミリィ。父さんたちがどうしてもって言うから……本当に、ごめん』

　今でも、別れるときのジェイドの言葉と、申し訳なさそうな顔が浮かんでくる。親の言葉を言い訳にはしていたが、ミルザは、ジェイドがその娘に惚れ込んでしまったことを知っていた。

　婚約破棄を言い渡されても、ミルザの両親はすでに亡くなっていて抗議する術もなかったし、心が離れてしまった彼にもうなにを言っても無駄なこともわかっていた。だからミルザは、黙ってその別れを受け入れた。破談を聞いて怒り狂ったのは、サーザのほうだ。

　もう過ぎたことだ、とミルザは気を取りなおして顔を上げる。

　廊下の一番奥の扉が、ミルザの目指す部屋だった。気持ちを落ち着けるように大きく深呼吸をして、そっと扉を叩いた。

「ゲルダ。ミルザよ。いる？」

　短く返答があった。重い扉を開けて中に入ると、そこにはしわくちゃの小さい老婆がひとり、座っていた。隣にミルザが座ると、編み物をしていた手を止めて老婆は顔を上げる。

「花祭りを見に来たのかい？」

「サーザと一緒に、花を卸しにきたのよ。それ敷物？　ずいぶんと大きなものね」

「ベッドカバーじゃ。はてさて、これができあがるまで生きていられりゃいいがの」

「ゲルダ」

　自虐的な言葉に、ミルザは柳りゅう眉びをひそめる。ゲルダは、わざとらしく大きなため息をついた。

「わしも年を取った。せいぜいあと四、五十年しか生きられまい」

「……ゲルダって、本当はいくつなの？」

「さてな。七十あたりから数えるのをやめちまったよ」

　ミルザは、しわくちゃのその顔を見ながらくすくすと笑う。

「きっとゲルダなら、あと百年は生きると思うわよ？」

「長く生きればいいってもんじゃないさ。あたしには、役目があるからね。それを誰かに渡すまでは死ねないよ」

　その言葉を聞いて、ミルザは表情をあらため、ささやくように硬い声を落とす。

「今回はサーザが一緒だから一泊で帰る予定だけど、私の役目は、ある？」

「ない」

　今までの声とはまったく違う、厳しい声でゲルダは短く言った。それを聞くと、ほっとしたようにまた表情を緩めて、ミルザは立ち上がる。

「サーザが街を見ているの。無駄遣いをしないうちに、つかまえなくちゃ」

　再び編み物に視線を落として、ゲルダが独り言のように言った。

「気をつけなよ。得体の知れない闇が、少しずつ蔓延し始めておる。それでも必要なときには来てもらわねばならんが……嫌な、感じじゃ」

「……ありがとう。気をつけるわ」

　わずかに微笑むと、ミルザは重い扉をくぐった。




「あ、ミルザ！」

　店に戻ろうとしたミルザに、青い顔をしてセルマが駆け寄ってきた。

「大変よ！　サーザちゃんが！」

「え!?」

　セルマに連れられて急いでミルザが表に飛び出すと、店の前に一台の馬車が止まっており、御者が興奮した馬をなだめている。その豪華なつくりからして、馬車の中にいるのはかなりの身分の者だとひと目でわかった。路上には、持っていた花をあたりに散らして座り込むサーザの姿があった。

「サーザ！」

　慌ててミルザはサーザに走り寄る。だが、サーザは真っ青になってカタカタと震え、まったく動けない。

「いったい、なにが……」

「お前は、その者の関係者か」

　馬車についていたらしい従者が、馬にまたがったまま不機嫌そうに声をかけてきた。

「はい。この子がなにか……」

「その女は、こともあろうにドルズ様の馬車の前に飛び出したのだ。危うく、馬が暴走するところであった」

「ドルズ様……」

　そう言われても、ミルザには誰のことだかとっさに思い浮かばない。その様子が、その従者の怒りをさらに煽あおった。

「無礼者！　ナトリア国外務大臣クーバ・ドルズ様に対して失礼であろう！」

　ナトリア国。それを聞いて、ミルザの顔から血の気が引いた。

　ナトリア国は、近隣の国の中でもレギストリアと一、二を争う強国で、長年対立し続けていた国だ。だが、今の国王がついにナトリアとの講和を結ぶことに成功した。正式な条約締結はまだ数ヶ月ほど先のことだが、講和が決定した時点で、それはブリア＝バート地方にとって有史以来の重大な出来事と大騒ぎになった。今年のパレの花祭りにも、その講和を祝っていくつもの記念行事が予定されている。

　その大事なときに、ナトリア国の外務大臣相手にいざこざを起こすということがどういうことなのか、一瞬にしてミルザは悟った。

「申し訳ありません」

　ミルザはその場に伏して謝罪する。

「外務大臣様のお車とは知らず、ご無礼をいたしました。どうか……どうか、お許しくださいませ」

「ならん」

　言うなり、その従者は馬上で剣を抜いた。周囲から短い悲鳴があがる。

「これから長きにわたり講和を結んでいこうという矢先に、これがレギストリアの歓迎の仕方か。二国の邪魔をする女、この場で切り捨ててくれるわ！」

　とっさに、ミルザはサーザを背にかばう。

「ミルザ！」

「行って！　サーザ！」

「でも……！」

「私のことはいいから、早く！」

「なんの騒ぎだ」

　その時、ミルザの背後から太い声が響いた。

　けっして大きな声だったわけではない。だが、重みのあるその声に、そこかしこでざわめいていた人々がにわかに静まった。ミルザは、背後を振り返る。

　ミルザたちを取り囲むように見ていた群衆の一画が、道の両側に別れて場所を空けていた。そこにいたのは、馬に乗った数名の男たちだ。そろいの制服は、レギストリア王国近衛騎士団のもの。その中心から声をかけた若い男に、周囲の視線が集中する。

　ひと際強い存在感を放っているその青年は、ひとりだけ騎士団の制服ではなく略式の鎧よろいをつけ、落ち着いた様子でミルザたちを見下ろしていた。顔の下半分を覆い隠す髭をたくわえた顔に、厳しい表情を浮かべあたりを強く威圧している。

　その青年と目が合ったミルザは、言葉を失う。

　兜かぶともかぶらずに意図的に人目にさらしている髪は、紫がかった珍しい色をしていた。その色が支配階級であるシャラガの一族のみに表れる特殊な色だということを、レギの人間ならだれでも知っている。

　ミルザは、彼が誰なのかを瞬時に察した。

「これはどうしたことでしょうか」

　低い声で、もう一度その青年は問うた。

「この女が、ドルズ様の馬車の前に飛び出してきたのです」

　鋭い目つきで睨まれたナトリアの従者は、ミルザを怒鳴りつけていた様子とは打って変わっておどおどした声で答えた。

「それは、失礼をした。ドルズ様にお怪我はないだろうか」

「はい。幸い、ご無事です。ですが……」

「このパレの都は今、春を迎え、一年のうちでもっとも賑やかな聖女の祭りで浮かれているところ。どうか、取るに足らぬ端女はしためのことと、広い心でお許しください」

　青年は、淡々と低い声で言った。

「シャラガ殿がそう言うのでしたら……」

　従者は、しぶしぶ剣を収めた。それでようやく、ミルザは小さく息を吐いた。そんな様子を苦々しく見た従者は、さらに言葉を重ねる。

「だが、我々を手間取らせたこの者たちには、厳正な処分をいただきますよう」

「もちろんです。だがそれはこちらに任せていただきましょう。よいですね」

　ぐ、と従者が言葉に詰まる。言葉は丁寧だが、その青年の持つ迫力におされ、従者はそれ以上の言葉をのみ込んだ。

　場が収まるのを待って、今度は青年のうしろにいた若い近衛兵が声を張った。

「ナトリア国外務大臣、クーバ・ドルズ殿。レギストリア王国へようこそ。国王シャラガをはじめ、わが国民すべて、心より貴殿を歓迎いたします」

　ミルザたちの様子を息をつめて見ていた民衆たちは、その声で、ほっとしたようにそれぞれに散っていった。

「ミルザ……」

　気の抜けたようなサーザの声に、ミルザが笑みを返そうとしたときだった。

「シャラガ殿」

　ふいに馬車の中から声がした。

　するりと馬車の窓が開いて、そこからでっぷりと太って脂ぎった中年の男が顔を出す。

「その者たちに罰を与えるというなら、どうです。酌のひとつでもさせてみては。その娘たち、なかなかよい器量をしているではありませんか」

　ねばりつくような視線を受けて、ミルザの背に冷たいものが走る。

　しばらく黙っていた青年は、うしろに控えていた近衛兵に向けておもむろに口を開いた。

「連れていけ」

　振り向いて顔を上げたミルザは、再びその青年と目を合わせた。

　レギストリア王国、第八代目国王、ザジール・シャラガ・ド・レギストリア。二十六歳の若い王は、ミルザを鋭い目で射ぬいた。

　そうしてつかの間ミルザを見つめると、国王は馬をひるがえして彼女に背を向けた。










拘束




　ミルザたちが連れていかれたのは、街の中央にある石造りの城、パレ城だった。国の象徴としてそびえ立つその城を遠くから眺めることはあっても、ミルザたちが中に入るのは初めてだ。

　そこでミルザとサーザは、城の一室に通された。応接の間らしく豪華な調度品がそろえられているが、ふたりにはそんなところに目を向ける余裕はなかった。

「ミルザ……」

「大丈夫よ」

　不安そうに震えるサーザに寄り添い、ミルザは微笑んでみせる。だが、サーザはミルザを見上げると震える声で言った。

「でも、王様ってすごく残酷な方なんでしょう？　兄弟すら平気な顔をして皆殺しにしたって、みんな噂してるわ。見た？　あの恐ろしげな顔。私たち、どうなるの？」

　ミルザは、先ほど目にした国王の冷たい視線を思い出す。近隣の国に比べても格段に若い王だが、彼が持つその雰囲気にはどの王にも負けないほどの威圧感があった。

　冷酷な鉄仮面。国王に関して、そういう噂があるのはたしかだ。王家の三男だった彼は、今の地位に就くために、兄弟や親戚にいたるまで、邪魔な人間をことごとく己の手にかけたという。国王になってからの近隣諸国との交渉が異様にスムーズなのも、その残虐性でほかの国々を震え上がらせているからだとも。

「噂は噂よ。レギの王位継承制度は、長男だからといって王位を継がなければならないというものではないわ。たしか、国王のご兄弟で議員を務めている方もいらっしゃると聞いたことがあるから、殺しただなんて嘘に決まってる。それに、さっきはあの場を収めてくださったんだもの。きっと、大丈夫よ」

「そうかしら」

　きょろきょろと落ち着かないサーザを、ミルザはぎゅっと抱きしめる。

　本当はミルザにも、この先どうなるのかなんてわからない。ただ、サーザの不安を取り除くためには、自分が動揺してはいけないと虚勢を張っただけだ。

　それに、ミルザにはひとつの希望があった。近衛兵に連れられてくるときに、道の向こうに知った顔が見えた。あの場で自分を連れ戻すことはできなくても、きっと彼がなんとかしてくれる。それまでの我慢だと、ミルザはサーザに向けて笑顔をつくった。

「ね、それより、お城なんて初めてでしょ？　後で見学させてもらえるといいわね。うまくいけば、サーザの言っていた運命の出会いがあるかもしれないもの。ちょっと楽しみじゃない？」

　わざとはしゃいでミルザが言うと、サーザは少しだけ頬を緩めた。ぎこちないながらも、ミルザの話に乗ってくる。

「そうね。今日のミルザ、きれいだもの。きっと、見初めてくれる殿方だっているわ。小さい頃はミルザだって、男の子に決闘をさせるほどもてたんでしょ？」

　思わぬ話題が出て、ミルザが目を丸くした。

「違……もてたわけじゃ……だいたい、それってサーザがまだうちに来る前の話じゃない。なんでそんな昔の話、知ってるの？」

「修道院のノーラ様が、こっそり教えてくれたの。誰か、ミルザにいい人がいないかなあ、って聞いたら、以前こんなことがあったのよって。ジェイドと誰かがミルザを賭けて勝負したんだって？」

「それ、ずいぶん違う話になってるわ。もう、ノーラ様ったら……」

　少しでもサーザの気を紛らわそうと思っただけなのにとんでもない話が出てきてしまったと、ミルザは頭を抱えながらため息をついた。

　ふたりは、血のつながった姉妹ではない。サーザは、ミルザの父の遠縁にあたる娘だ。幼い頃に両親を事故で亡くしたサーザを、ミルザの両親が引き取ったのだ。そしてそのミルザの両親もまた、数年前に相次いで病気と事故で亡くなった。

「そういえば、その男の子って誰？　私の知ってる人？　ジェイドとその子、どっちが勝ったの？」

「その話、ジェイドには言わないでね」

「言わないわよ。そもそもあの馬鹿になんて、もう会いたくもないし。でも、言っちゃいけないってことは、ジェイド、負けたの？」

　あくまでその話を続けようとするサーザに、ミルザは苦笑しながら、片手で自分の背中を指し示した。

「サーザには話したことなかったわね。ほら、私の背中の傷。その時のことが原因でできた傷なの。ジェイド、そのことずっと気にしてたから」

「え……」

　ミルザがその傷を気にしていることを知っているサーザは、言葉を失った。彼女が修道院に入ることを聞いたときも、もしかしたらその傷のせいなのかとちらりと思ったほどだ。女性にとってあまりにもむごいその傷のことは、仲のいいサーザでさえも口に出すことがためらわれる話題だった。

　ミルザの恋愛話を聞くつもりで話を振ったサーザも、まさかその傷の話につながってしまうとは思わなかった。

「ごめん、ミルザ」

「いいのよ。その男の子はタジルっていってね、私が八つの時に、近所におじいさんとふたりで越してきたの」

　うなだれてしまったサーザに、ミルザは朗らかに続ける。

　それほどおもしろい話でもないのだが、とにかく今は、なにかを話していたかった。サーザの気が紛れるのなら、どんな話でもよかったのだ。

「たしか、私より五、六歳上だったかしら。穏やかで笑顔がきれいで、ものすごく博識な少年だったわ」

「もしかして、ミルザが前に言ってた初恋の人？」

「それは……そうだったかもしれない、って言ったのよ」

　ミルザは頬を染めながら、うなずいた。

　あの頃は、ただ話をしたい、一緒にいたい、としか思わなかった。それが初恋といわれる感情だということに気づいたのは、ずっと大人になってからの話だ。

「でも、その傷って、たしか木から落ちてできたって言ってなかった？」

「ええ。あれは、タジルが越してきて半年くらい経った頃だったかしら。ジェイドがタジルに決闘を申し込んだの」

「決闘!?」

「子供のすることだから、そんなたいしたものじゃないわよ。教会の裏に二本のすずかけの木があるでしょ。あそこで、どっちが高くまで登れるかを競争したの。結局タジルが勝ったんだけど、高く登りすぎて下りられなくなっちゃったのよね。助けようとして登ったら、私だけ落ちちゃったの」

「ミルザ、昔はお転婆だったものねえ。どんくさいところは相変わらずだけど」

　その両方を否定したかったが、それも言い返されそうな気がしたのでミルザは話を続けることにする。

「だから、あの時のことは、ジェイドともあまり話題にはしないわ。結局、なにが理由で決闘なんてことになったのかも教えてもらえなかったし、タジルはその後すぐ引っ越しちゃったし。別に、ふたりが私を取り合ったとかじゃないのよ。その時手あてしてくださったのがノーラ様だったから、覚えていらっしゃったのね」

「そっかあ。せっかくミルザの相手が見つかったと思ったのに、もういないのかあ。ほかにこの村に若い男なんて残ってないわよね。だったらやっぱり……」

　普段の調子に戻ったサーザが言いかけたときだった。静かに扉を叩く音がして、返事もしないうちにそれが開くと、そこからひとりの近衛兵が顔を出す。

「来い」

　ミルザの話で気が紛れていたふたりは、再び緊張して手を握り合う。そんなふたりを追い立てて、近衛兵は部屋を出た。




　ふたりが連れていかれたのは、城の一角にある広間だった。

　そこでは、先ほどのドルズをはじめ、数人の男たちが床に敷かれた異国風の豪奢な敷物の上に座って、ゆったりとくつろいでいた。レギストリアではそのように直接絨じゅう毯たんの上に座るということはあまりない。それは、ナトリア風の宴だった。

　めいめいに贅沢な料理や果物を口にし、かなり酒も進んでいるようだった。その中央に、鎧を脱いだ国王がいた。淡い灰色の瞳で、怯えるふたりをじっと見ている。

「女、こちらへ来て酌をしろ」

　すでに酔っているらしいドルズが、杯を示しながらサーザを呼んだ。サーザは、ミルザを振り返る。ここで逆らうわけにはいかない。ミルザは、ゆっくりとうなずいた。

　その顔を見て、サーザは覚悟を決める。恐る恐るドルズのわきに座ると、その場にあった壺を取って震える手で差し出された杯へと酒を注いだ。

　ふいにその手をドルズが取った。

「おお、やわらかいのう」

　とっさに引こうとしたサーザの手を、ドルズは握って離さない。そしてその手をさらに引きつけて、サーザを自分の膝へと抱え込もうとした。サーザは短く叫ぶと、反射的に逃げ出そうとする。壺がその場に転がって絨毯を濡らした。

「や……！」

　だが、サーザはすぐドルズに引き倒されて、その場へ横倒しにされてしまう。でっぷりと太った自分の体を半ばサーザにのせるようにして、そのまま押さえつけた。

「サーザ！」

　駆け寄ろうとしたミルザを、控えていた近衛兵が引き留める。

「わかっているか、女」

　震えながら見上げるサーザに、ドルズはにやりと笑って言った。

「私が今日この国に赴いたのは、講和書の最終的な調整のためだ。これをシャラガ王にご確認いただき、秋の終わりに行われるレギストリアとナトリアの記念式典で締結する。その使者となる私の命を脅かしたお前を本来なら強く断罪しなければならないところだが、私はこう見えて慈悲深いからな。命まで取ることはしない。その代わり……」

　言いながらドルズは、押さえつけられて動けないサーザの腰のあたりをぶよぶよとした手でなで回した。サーザの喉から、声にならない悲鳴が漏れた。

「お待ちください！」

　ミルザは、腕を捕らえられながらも、必死に声をあげる。

「その子の保護者は私です。彼女の愚行は私が責任を取ります。なんでもいたします。私がなんでもいたしますから、どうかその子だけはお許しください」

　ミルザに視線を移したドルズは、上から下まで舐めるようにミルザの全身に視線をはわせた。

　たしかにサーザも、華やかな顔立ちをしたかわいらしい少女だが、ミルザのほうが年頃なだけあって、美しさだけでなく艶つやめいた色気も兼ね備えている。はんなりと化粧を施した顔に、ふくよかな胸。なだらかな肩に丸みを帯びた腰つき。それを視界に入れながら、ドルズは無意識のうちに生唾をのみ込んだ。

「まあ、そこまで言うなら、特別にお前の相手をしてやってもいいがね。だが、よく覚えておけ。私に、失礼な態度を取るとこの国との講和が……」

「この者たちの処分は、こちらに任せていただくようにお願いいたしましたが」

　笑いながら言ったドルズに、静かな国王の声がかぶさった。

　穏やかな言葉だが、その言葉には否、と言わせないだけの迫力があった。ドルズは、それを聞いて黙り込む。しかし、視線だけはちらちらとミルザたちに向けたままだ。

　まとわりつくようなその視線を感じて、ミルザはぞっとする。けれど、それ以上であろうサーザの恐怖を思うと、考えるより先に口が開いていた。

「お願いです、お大臣様。その子はまだ十五です。どうか、お情けをくださいませ。その代わり、私をお好きにしていただいて結構ですから、その子だけは……」

　必死なミルザの様子になにを思ったのか、国王は、近くに控えていた近衛兵に言った。

「その女だけ残して、若い娘のほうは帰せ」

「シャラガ殿？」

　いぶかしげな声をあげたドルズを、国王はひたと睨みつける。

「この者が責任を取ると申しております。慈悲深いドルズ大臣のことですから、罰を与えるのはひとりでも問題ないでしょう。よろしいですね」

「ああ、まあ、そうですね……」

　ドルズは名残惜しそうにサーザを見ながら起き上がる。倒されたまま恐怖のために動けないでいるサーザをひとりの近衛兵が立たせると、そのまま彼女を連れて部屋の扉へと向かった。

「ミルザ……」

　不安げに振り返るサーザの視線に、ミルザは大丈夫、というように笑ってみせた。本当は声をかけたかったミルザだが、震えてしまいそうで口を開くことができなかった。

　サーザが出ていってしまうと、ゆらりと国王は立ち上がった。その様子を、ミルザは蒼白な顔で見つめている。うしろで近衛兵が彼女の腕を掴んでいなければ、そのまま倒れてしまいそうなほど、彼女の足は震えていた。

　国王はミルザの前まで歩いてくると、彼女を捕まえていた近衛兵の腰から、すらりと剣を抜く。

　思わず息をのんだミルザの目の前に、国王は剣の光る切っ先をつきつけた。

「お前が責任を取る、と？」

　鋭い目つきで言われて、ミルザは声を出すこともできない。それでもようやく、小さくうなずいた。その鋭い刃で自分が今にも殺されるかもしれないという恐怖に、ミルザは気が遠くなりそうになる。

「シャラガ殿」

　国王の気迫に気け圧おされつつ、ドルズが声をかけた。

「その娘、殺してしまうのですかな？」

「さて」

　ひやりと剣先の冷たい感触が、ミルザの頬をなでる。息もできないまま、ミルザは震えることしかできなかった。

「どうせ殺してしまうなら、その前に私にぜひ……」

　ドルズが言い終わらないうちに、国王は勢いよく剣をひらめかせた。ミルザの頭上から足もとまで、一瞬の閃光が走る。

「ひっ……！」

　固まったままのミルザの服が胸もとから足もとまで、一気に裂けた。はらりと豊かな胸がこぼれて、衆人の目にさらされる。甲高いミルザの悲鳴が、部屋の中に響いた。

　ミルザは反射的に体を隠そうとしたが、近衛兵に腕を掴まれていてそれもできない。ドルズが身を乗り出すのが、ミルザの目に微かに映った。

「騒ぐな。なんでもするのだろう？」

　冷たい声で国王に言われて、ミルザは歯を食いしばる。だが、こらえきれない涙がその両目からはらはらと伝い落ちた。

　そのために自分は残ったのだ。サーザを守るためなら自分はどうなってもいいと言った言葉に嘘はない。ミルザは覚悟を決めて目を閉じた。

　と、国王は持っていた剣を、無造作にその場に放り投げた。そしてミルザの腕を乱暴に引くと、そのまま自分の肩に担ぎ上げる。

「シャラガ殿……？」

　どうするつもりかと疑問の声をあげたドルズに、国王はちらりと視線を向けた。

「どのような凶器を隠し持っているのかわからない庶民に、大事な国賓の相手をさせるわけにはいきません。私がこの身をもって、隅から隅まで検分してまいります。もちろん、私が楽しんだあとは貴殿に回しましょう。これも、罪を犯したこの女への罰」

　国王は、同席する自国の大臣に後を任せて、扉へと向かう。それを見たドルズは、あきらめ悪くつぶやいた。

「では、さっきの女を……」

「私の領地の者に、勝手に手を出すことは許さない」

　振り返ってぎろりと睨んだその眼光に、ドルズはあきらめざるを得ないことを悟った。和平の使者として赴いている国で、国王との関係をこじらすのは得策でない。ましてや、乱暴と噂の国王に逆らうとどうなるのか、考えることは興ざめ以外のなにものでもなかった。どういう形にしろ、国王が罰を与えたというならドルズにはこれ以上の口出しはできない。

「公衆の面前でこのようなか弱い女性を辱めるなど……やはりあなたは噂通りの冷酷な王でしたな。これからこの女にはどんな罰が待っているのやら。おお、恐ろしい」

　自分のことを棚に上げてしゃあしゃあと皮肉めいた言葉を吐いたドルズに、国王はちらりと視線だけを返すと、ミルザを担いだままその部屋を出た。ミルザは、ただぼんやりとそのやり取りを耳にしていた。

　ひたひたと冷たい足音が、石の廊下に響く。

　しばらく城の中を歩いて、国王はある部屋に入った。その奥のとばりをくぐると、国王はミルザをそっと、そこにあった大きなベッドへと下ろす。

　シーツの上で体を硬くしたミルザだが、国王は相変わらず表情のないまま静かに言った。

「ここは俺の部屋だ。誰も入ることはないから、安心して休むがいい」

　先ほどまでの冷たい様子とはあきらかに違う穏やかな言葉に、ミルザは目を見開く。それ以上なにをするでもなく、寝室を出るためにとばりに手をかけた国王は、つかの間足を止めた。

「乱暴なことをしてすまなかった」

　小さいがはっきりした声で言うと、静かに国王は部屋を出ていった。戸惑いながらミルザは体を起こす。だが、頭の中が混乱してそれ以上動くことができない。

　あのまま殺されるのだとミルザは覚悟していた。それなのに、なぜ自分がここにひとりで放っておかれているのか。ミルザにはなにが起こっているのかわからない。

　しばらくすると部屋の扉を叩く音がして、ひとりのメイドが入ってくる。

「お召し物をお持ちいたしました」

　彼女はそれを中央のテーブルの上に置くと、すぐに部屋から出ていった。

　再びその扉が開いて先ほどの男たちが来るのではないかという不安に、ミルザは生きた心地もしなかった。しかし、かなり長い時間が経っても、あたりは静けさに包まれたままだ。誰も来る様子がないと判断したミルザは、そろそろとベッドから下りる。そうして、部屋の中を見回した。

　そこは国王の私室と言っていたが、一国を統すべる王が暮らしているとは思えないほど簡素な部屋だった。真ん中に低いテーブルと、それを囲むようにソファが四つ。あとは、チェストがふたつ。無駄な装飾はなにもなかった。

　ミルザはさらにしばらく迷ってから、テーブルの上に置かれた衣にそっと手を伸ばした。それは、ミルザが触れたこともないような上質の布で作られた服だった。

　どうやら自分のために持ってきてくれたようであったし、あられもない姿のままでいることも落ち着かなかったので、ミルザは着替えることにする。

　切られた服を脱ごうとして、ミルザは気づいた。服は切られていたが、ミルザの肌にはひと筋の傷も見られない。見事な腕前だった。急いで服を着替えて身支度を整えると、ようやくミルザは息をつくことができた。

　不安で仕方のないミルザは、窓から外を覗いてみる。その向こうには手入れの行き届いた庭が広がっていた。普段のミルザならその美しさを楽しむこともできるだろうが、今はそれどころではない。

　頭に浮かぶのは、国王の冷たい視線や殺されかけた恐怖、なにより先ほど別れたサーザのことだ。

　無事でいるだろうか、ちゃんと『ウェール』に戻れただろうか、ただただそんな心配ばかりが胸にあふれる。

　あたりが暗くなる頃、ミルザは気づいた。もしかして今なら部屋から出て帰れるのではないだろうか、と。

　そう思うと、居ても立ってもいられず、ミルザは扉へと向かう。だが、期待をして手をかけたノブは、鍵がかかっているらしく動かなかった。がくりと脱力した瞬間。

　――ガチャ。

　鍵の開く音がして、ミルザは小さく叫び声をあげて扉から離れる。

「失礼します」

　だが、入ってきたのは先ほどとは別のメイドだった。わずかに安堵しながらも体を硬くしたままのミルザにかまわず、彼女は部屋のろうそくに灯ひを入れていく。そのメイドが部屋を出ていくと、また別のメイドたちが、それぞれに料理をのせた皿を持って現れた。目の前に置かれていくそれらを見て、ミルザはメイドのひとりに声をかける。

「あの……これは？」

「お食事です」

「食事……私の？」

「そうですわ」

　それだけ言って、メイドたちは皿を置くとさっさと部屋を出ていった。最後のひとりが出て扉が閉まると、また微かにがちゃりと鍵のかかる音がした。

　残されたミルザは、テーブルの上に並べられた料理を見つめた。どれも、庶民のミルザが食べたこともないような豪華な食事だった。とてもひとり分の量とは思えないが、ほかに誰か来る様子もない。ぽつんと広い部屋のテーブルに座ったミルザは、とりあえず食事に手をつけようとする。だが、ほとんど喉を通らなかった。




　夜も更けた頃、国王が部屋に戻ってきた。ソファの肘掛けに体をもたせかけてうとうとしていたミルザは、その姿を見てはっとして体を起こす。無意識のうちに、着衣の前をかき合わせた。国王はミルザの前へやって来ると、低い声で言った。

「どけ」

　慌ててミルザが立ち上がると、国王は今まで彼女の座っていた長いソファにごろりと寝転んで足を肘掛けへと投げ出した。

「お前は向こうのベッドを使え」

「え？」

　使えということはベッドで寝ろということだろうかと、ソファで目を閉じた国王を見てミルザは戸惑う。

「あの……」

「明かりを消せ」

　ミルザはわけがわからないまま、言われた通りに部屋にある明かりを一つひとつ消していった。

「あの少女は、ラートに戻った」

　最後の明かりを消すと同時に、国王が言った。

「サーザのことですか……？」

「名前は知らん。どこかへ身を寄せるように近衛の者が言ったが、あの家でお前を待つと答えたそうだ」

　自分になにかあったときにはセルマを頼るようにと、ミルザはサーザに言ってあった。だがそれでも村に戻ったのは、おそらくエルムがいるからだろうとミルザは察する。村の教会の司祭や修道女たちにサーザのことを気にかけてくれるようには頼んであるのだが、それでも、たったひとりでサーザがあの家にいることを思うと、ミルザの胸は苦しくなった。

「お前の家には、しばらくは近衛の者をひとりつけておく。安心しろ。誰もあの少女に手出しはさせない」

　ミルザの沈黙をどう解釈したのか、国王はつぶやくようにそう言った。

「疲れた。寝る」

　そうして本当に国王は寝てしまったらしく、すぐに規則正しい寝息が室内に静かに響き始める。

　ミルザはその姿をぽかんとして眺める。

　ベッドを使え、と言われたときには国王も同じベッドに入るのかと思ったが、この様子ではどうやらそれもないようだ。この状態でナトリアの使者に呼び出されるとも考えにくい。

　一日が終わったことを知って、ようやくミルザの体から緊張が解けた。大きくため息をついて、その場にくたくたと座り込む。

　さてどうしよう、と考えるミルザだが、これほど暗いと不慣れな城の中を逃げることもままならない。今夜はここで寝るしかないようだ。だが、ベッドで眠っているところに忍び込まれることを考えると、ミルザは恐ろしくて素直にそこで眠る気になれなかった。

　少し考えてミルザは、国王が眠るソファの隣にある小さな一人掛けのソファに座り込んだ。膝を抱えて丸くなると、ミルザは目を閉じる。けれど、いつ国王の気が変わるかもしれないという不安や緊張が渦巻いて、なかなか眠気は訪れてはくれなかった。




　次の朝、目が覚めるとミルザはベッドの中にいた。どうやら、寝ている間にベッドに移されたようだった。慌ててミルザは自分の着衣を確かめるが、その体に触れられた形跡はない。

　釈然としないままミルザはベッドを下りて寝室から部屋の中を覗くが、どこにも国王の姿はなかった。

　することもなくぼんやりしていると、部屋の扉を叩く音が聞こえて、ミルザの体に緊張が走る。

「お食事をお持ちしました」

　だが、その言葉と共に入ってきたのは昨日のメイドたちだった。彼女たちは、テーブルの上にまた見事な朝食を並べ始めた。

　ミルザは、忙しく食事の支度をするメイドのうちのひとりに声をかける。

「あの、シャラガ様は……」

「陛下は、朝早くにお出かけになられました」

　きつい口調で聞こえた声に、ミルザは扉のほうを振り返る。

　答えたのは、赤い巻き毛を高い位置でひとつにまとめて垂らした若い女性だった。ひとりだけ、メイドたちとは違う服を着ている。鋭く突き刺すような視線でミルザを見つめるその姿は、凛々しく美しかった。メイドたちにあれこれと指示を出しているところを見ると、どうやら彼女が皆をまとめる女官らしい。

「そう……ですか……」

　ミルザはため息をついた。

　メイドたちはミルザを見ないようにして黙々と朝食の用意をすると、次々に部屋を出ていく。

「失礼いたします」

「あの……」

　最後に出ていこうとした女官に、たまらずミルザは声をかけた。

「陛下は、私についてなにか言っておられましたか？」

「ナトリア国の使者様が滞在している間は、この部屋で過ごすように、との仰おおせです」

　感情のない声で、女官はそう告げた。その言葉に、ミルザは再び緊張する。

　彼らの前に引き出される可能性がまだ残っていることに、ミルザは恐怖と共に落胆した。

　蒼白になったミルザにかまわず、その女官も部屋を出ていった。鍵のかかる音が、鈍く心にのしかかる。じわりと涙を浮かべたミルザは、力尽きたようにソファに座り込んだ。

「私は……どうなるんだろう……」

　ミルザは小さいつぶやきとため息を、誰もいない部屋に落とした。




　その後も、時間になれば豪華な食事が運ばれてきたが、ミルザはほとんど食べることはできなかった。

　そうして夜が更けた頃、国王が部屋へと戻ってきた。緊張したままその姿を追うミルザにかまわず、昨日と同じソファに寝ころんだ国王は、またミルザに明かりを消すように言って目を閉じた。

「なにをしていた」

　ろうそくを消していくミルザに、国王はひと言だけ聞いた。

「なにを……とは」

「今日一日、お前はここでなにをしていたかと聞いているんだ」

　言葉はきついが、責めるような口調ではなかった。単純に疑問に思ったのだろう。

「なにも……」

　いつ、部屋の扉が開けられて乱暴な目にあうかもわからない。そんな緊張は一日中、ミルザの中から消えることはなかった。時間が過ぎるのがこんなにも遅いと感じたのは初めてで、なにもしていないのにミルザは疲れきっていた。皮肉なことに、国王が目の前にいる今のほうが、緊張はいくらか緩んでいる。

「その部屋」

　最後のろうそくを消そうとしたとき、国王は顎でその明かりの隣にあった扉を指した。

「開けてみろ」

　言われるがまま、ミルザはその扉を開く。

　暗くてうっすらとしか見えないが、そこはどうやら書庫らしかった。高い天井へと続く壁の一面が、本で埋め尽くされている。

「お前、字は読めるか」

「はい」

「では、明日はそこを自由に使うといい」

「え……？」

　自由に使っていい、ということは、これらの本を読んでいいということだろうかと、ミルザはあらためてその本の山を見上げた。これほどたくさんの本を見たのは初めてだ。

　書物を読むのは好きだったが、ミルザの家はそれほど裕福ではなかったので、本を買ったりする経済的な余裕はほとんどなかった。

「ここは……」

　ミルザが振り返ったときには、すでに国王は寝息を立てていた。

　眠っている国王を見て、ミルザはようやく一日続いた緊張を少しだけ解いた。どうやら、今夜も国王はミルザをどうこうする気はないらしい。

　つくづくミルザには、国王がなにを考えているのかわからなかった。

　部屋の扉は閉ざされたまま、ナトリアの大臣たちが来る気配もミルザが連れ出される様子もない。

　考えても仕方ない、とミルザは書庫の扉を閉めると、寝室から毛布を持ってくる。まだ夜は冷える季節であり、夕べは少しだけ寒かったのだ。ふと、ソファで眠る国王が目に入った。

　国王も、やはり寒いのだろうか。

　別に、王が風邪を引こうが熱を出そうが、ミルザにとっては知ったことではない。一度はミルザを傷つけようとした男など、王といえどミルザが気にかける必要はなかった。

　そう思いながらミルザは、そっと国王に近づいた。危害を加えられるということなど、まったく考えていなさそうなその寝顔をまじまじと見下ろす。

（……腹いせに、踏んでみようかしら）

　そんな馬鹿なことを考えてしまうくらい、ミルザにとってその姿は無防備だった。

　つかの間その姿を眺めた後、ミルザは小さくため息をついて持っていた毛布を国王へと静かにかける。規則的な呼吸は、まったく乱れることはなかった。

　ミルザはもう一枚毛布を持ってくると、最後のろうそくを消して自分も別のソファで丸くなる。

　一日続いた緊張はミルザにかなりの疲労をもたらし、今夜は彼女は目を閉じるとすぐに深い眠りへと落ちていった。










光景




「なにをしているのです」

　きつい声に我に返ったミルザは、読んでいた本から慌てて顔を上げた。女官が入ってきたのにも気づかないほどに、読書に没頭していたようだ。

「陛下のものに、勝手に触れないでください」

　部屋の入口で仁王立ちになっているのは、あの赤い髪の女官だった。

　この城に来て、一週間が経っていた。ナトリアの大臣たちはもう帰国の途についている頃だ。けれど、国王は相も変わらず、深夜に部屋に帰ってきて、早朝ミルザが目を覚ます前には出かけるという日々を繰り返していた。ミルザもなにも聞くことができずに、結局状況はよくも悪くもならず、なにも変わっていなかった。

　睨んでくる女官に、ミルザは正面から視線を合わせる。

「勝手ではありません。陛下がここを使ってよいとおっしゃったのです」

「陛下が？」

　怪訝な顔になった女官は、ミルザの読んでいた本に視線を落とした。

　ミルザが読んでいたのは、レギストリアの歴史書だった。

　国王が示したその書庫には、難しい理論書から子供向けのような架空の物語まで、ありとあらゆる種類の本がひしめいていた。しかも、ただ本棚に並べられているだけではなく、あきらかに読んだ形跡がある。それを見てミルザは、これは国王がすべて読んだということだろうかと意外に思った。

　最初こそ、びくびくと扉を気にしながらページをめくっていたミルザだが、もともと本を読むことが好きだったために、日が経つにつれ、多様な書物に夢中になっていった。今日はたまたま手にした歴史書に引き込まれてついその場で読みふけっているうちに、昼食の時間になってしまったらしい。

「本当かしらね。ああもう、どうして陛下は、こんなぶしつけな女をいつまでも囲っておくのかしら。それほど女に困っているわけでもないでしょうに」

　わざとらしくため息をつきながら、その女官はずけずけと言ってのける。

　ミルザの世話をするメイドたちは一様に口をきかなかったが、この若い女官だけは、ミルザのことがよほど気に入らないのか、ことあるごとに嫌みを口にしていた。最初は聞き流すだけだったミルザも、あまりの言いように最近は少しずつ言い返すようになっていた。

「あんな無愛想な国王など、きっとどんなにお金を積んでも相手にする女性なんていないでしょう。だからこんな田舎娘にまで手を出す羽目になるんじゃないのかしら」

「な……」

　カッと顔を赤くしたその女官は、腹立たしげに眉をひそめる。

「娼婦なら娼婦らしく、男にその尻でも振ったらどう？　この城に入り込んだのをいいことに陛下を籠ろう絡らくするつもりなんでしょうけれど、そう簡単にいくもんですか。あんたが相手をしたナトリア国の使者たちは、とっくに国へ帰ったわ。あんたも、とっとと尻尾を巻いて逃げ帰ることね」

　ミルザは、その言葉に目を見開いた。

　城の中では、ミルザのことはそのような噂になっているらしい。予想もしなかった事実にさすがにショックを受けて、ミルザは一瞬言葉を失う。その様子をどう取ったのか、女官はふふんと鼻で笑った。

「あれでも、陛下は人を見る目があるお方ですからね。こんな尻軽女に騙されたりしないわ」

「だったら……帰ります」

「へ？」

「帰れというなら帰ります。もう私には用がないんでしょう？　ナトリア国のご一行も帰国したというなら、私がここにいる必要などまったくないではありませんか」

　なにも好き好んでこの場所にいたわけではない。ミルザを連れてきたのも帰さないのも、ひとえにあの国王の一存だ。あんな目にあって、その上どうしてここまで言われなければならないのか、とさすがにミルザも憤慨したのだ。

　本を戻して部屋を出ようとしたミルザの行く手に、女官は慌てて立ちふさがった。

「いえ……それには、陛下の許可がいるから私が勝手に決めるわけには……。追い出したいのはやまやまだけど、残念ながらまだそうしろとは言われてないし」

　それを聞いた瞬間、それまで張りつめていたミルザの緊張の糸が切れた。目に涙が滲んで、そこに映る女官の姿がぼやける。

「陛下は……いったい、なにを考えているの？　必要ないなら、私をさっさと追い出してちょうだい。私だって帰りたい……帰りたいの。家に、帰してよ！」

　ミルザはその場に座り込むと、大声をあげて泣き始めた。

　この一週間というもの、ずっとなにが起こっているのかわからないまま、ただ時間だけが過ぎていった。国王の慰みものになるのかと思っていたのに、手を出されるわけでもない。かといって、帰されるわけでもない。ここにいる必要がないのなら、ミルザはサーザの待つ家に帰りたかった。

　女官は、驚いたようにミルザを見下ろす。

「あなた……」

「何事だ」

　その時、低い声が響いた。

　はっとふたりが振り返ると、部屋の扉が開いて国王が立っていた。

「陛下」

　あたふたと女官が膝をつく。

「どうした」

　感情のこもらない声で、国王がミルザを見下ろした。

　だが、突然のことにミルザは声が出ない。まだ日のあるうちに国王がこの部屋に戻ってくるのは初めてだった。驚きのあまり、ぴたりと涙も止まってしまった。

「来い」

　そんなミルザを見つめると、国王はひと言だけ告げてふたりに背を向け、さっさと歩き去ってしまった。視線からして、どうやらそれはミルザにかけられた言葉らしい。

　ミルザはその背と女官を見比べた後、立ち上がってとりあえず国王の後を追う。

　早足で歩く国王に小走りについていくと、ふたりは人ひと気けのない城の裏口へと出た。そこには、馬が一頭用意されている。

　近づくミルザを振り返って、国王は彼女を抱き上げるとその馬上にひらりと飛び乗った。

「きゃ……」

「つかまってろ」

　短く言うと、国王は馬を駆けさせた。言われなくても、ミルザは彼女を横抱きにしている国王に必死でしがみつく。その激しい振動に舌を噛まないようにするのが精いっぱいで、どこへ行くのか問うこともできなかった。

　パレの裏道を抜けしばらく駆けていくと、街を出たらしく、あたりは次第にごつごつとした岩山になってくる。足もとが悪いにもかかわらず、その馬は駆ける足を緩めることはなかった。さらに荒くなった乗り心地の中でミルザは、行く先に視線を向けて目を見開く。

　空に向かって伸びているように見えたその向こうは、崖のようにざっくりと足もとが途切れていた。

「きゃー！」

　きつく目を閉じて国王にしがみついた瞬間、馬がひらりとその崖から飛び出した。

　ふわりとした浮遊感は、ほんの一瞬。軽やかに着地すると、馬はやっと走る速度を緩めた。足取りが落ち着いたことを感じて、ミルザは恐る恐る視線を上げる。すると――。

　視界いっぱいに、青い海が広がっていた。

　ふたりがいたのは、海を見下ろす断崖の上にある岬だった。背後の山からせり出した大きな岩が、ちょうどひさしのようにその岬の上に張り出している。城の中庭ほどの広さのその岬には、青く短い草が敷き詰められたように生えていた。

「きれい……」

　ところどころにきらめきを返す波頭を見て、ミルザは無意識のうちにつぶやいていた。ミルザの住む村は、レギの中でも内陸の山沿いにある。海を見たことがないとは言わないが、目の前に現れたその美しい色合いはミルザが初めて目にする光景だった。

　ミルザを腕に抱いたまま、国王は静かに馬から下りた。そして、馬の背にくくりつけてあった布袋をミルザに渡す。

「これは？」

「開けてみろ」

　ミルザが開けてみると、野菜とハムを挟んだバゲットと、ワインの瓶が一本入っていた。

　馬をそのままに、国王はその壁のような岩へと向かって歩いていく。その下は内部に向かってえぐれていた。洞穴というほど深くはないが、二、三人は楽に入れそうな広さがある。うまい具合に陸地からも見えないし、正面は一面の海だ。

　隠れ家。そんな言葉がミルザの頭に浮かぶ。

　乗ってきた馬は、慣れているのかおとなしく近くで草を食はんでいた。

　どかりとその場に腰を下ろして、国王は手を出す。どうすればいいのかわからずミルザが立ち尽くしていると、国王が言った。

「よこせ」

「は、はい」

　ミルザは布袋を国王に渡すと、彼はバゲットを取り出し、それをばきりとふたつに割ってひとつをミルザに渡した。自分は勝手に食べ始める。

　どうやら渡されたバゲットは自分のものらしいと判断したミルザは、国王をまねてその場に腰を下ろすと、ゆっくりとそれを食べ始めた。

　城で出される食事は豪華ではあったが、なにを食べてもミルザには砂を噛むような味しかしなかった。だが、その時口にしたバゲットは、いつもに比べれば格段に質素な食事であるにもかかわらず、ミルザにとっては城に来て初めておいしいと思える味がした。

　ミルザは、時折バゲットを食べる手を休めて海の彼方へと視線を送る。

　雄大な景色と開放感が、ミルザを包んでいた。

　国王はあっという間にバゲットを食べ終わり、ワインを半分だけ残して飲みくだすと、それをミルザに渡してごろりとその場に横になった。どうやら、そのまま眠ってしまったようだ。ミルザはバゲットを食べ終えると、少しだけワインを飲んで、その横顔を眺める。

　毎晩、体を求めることもなくただソファからベッドへと移してくれるこの王がなにを考えているのか、その寝顔からは読み取ることはできなかった。

　ミルザはまた視線を海に戻して、サーザのことを思い浮かべる。今頃どうしているのか、ミルザには知るすべがない。ただ心の中で彼女の無事を祈るだけだ。

　静かに風が吹いていった。繰り返される微かな波の音だけが、時が流れていることを教えてくれる。

　穏やかな時間だった。

　ミルザの頬を、ひと筋、涙が流れる。

「帰りたいか」

　眠っていると思っていた国王が口を開いたので、ミルザは飛び上がらんばかりに驚いた。

「家に、帰りたいのか」

　国王は起き上がりながらもう一度聞いた。

「はい」

　ミルザは涙を拭いながら素直にうなずいた。心の中は、目の前の海のように凪いでいた。

「そうか」

　言ったまま、国王はさっきまでミルザがしていたように海に視線を移す。

「あのような無体を働いて悪かった。だが、あの場はああでもしなければ、お前もあの少女も守ることができなかった」

「え……？」

「表向きはようやく講和にこぎつけたが、おそらくナトリアは、今でも理由さえあればレギに攻め込もうと狙っている。あの男は、ああ見えてかなりのくせ者でな。ナトリア国王に対して発言力も強い。あの時の交渉次第では、まとまりかけたナトリアとの関係が崩れてしまう可能性があった。……だからといって、お前につらい思いをさせていいという理由にはならない。恨んで楽になるなら、いくらでも俺を恨むといい」

　そう言われて、ミルザは気づいた。

　あの時、ミルザはサーザの身のことしか考えていなかった。だがあれは、非公式とはいえたしかに外交の場に違いなかったのだ。

「申し訳……ありませんでした」

　わずかに頭を下げたミルザを振り向いて、国王は眉を上げた。

「なぜ、お前が謝る」

「あの時……私の義妹がナトリアの大臣を危険な目にあわせてしまったことは、同時にこの国をも危険にさらしてしまったということになるのですね」

「そうだが……少し、違う」

　ミルザは顔を上げた。

「後であたりにいた者に確認したのだが、どうやら先にあの従者のほうが、お前の義妹にちょっかいをかけたらしい」

「……は？」

「花売り娘をからかったあげく邪険にあしらわれたので、あの従者は腹いせにあの少女に絡んだそうだ。それで従者から逃げようとして、彼女は馬車の前に飛び出してしまった。そうなるように、あの従者が仕向けたのだ」

「な……！」

　さっとミルザの頬が怒りで紅潮した。国王は感情の読めない顔でそれを見つめる。

「だから、本来ならお前たちはなにも悪くない。だが、事が起こってしまった以上、ナトリアの使者を納得させるためには、お前たちをそのまま帰すわけにはいかなかった。巻き込まれたのは、運が悪かったな」

「じょ、冗談じゃありません！」

　ミルザは、手もとのスカートを強く握りしめた。

「運が悪かった、なんて言葉で済むことですか？　私はいったい、なんのためにあんな……！」

「すまなかった」

　羞恥に顔を赤くしたまま怒るミルザを、国王は静かに見つめている。謝ってはいるものの、悪びれている様子はまったくない。かといって尊大な態度でもなく、彼はただ静かにミルザの怒りを受け止めていた。

　真摯な国王の瞳を見つめていたミルザは、しばらくしてため息をひとつ落とした。

「ナトリアの使者はもう帰国されたと聞きました。私も野良犬に噛まれたと思って忘れます。どうか……私を家に帰してください」

　それを聞いた国王は、視線を再び海へと向けた。

「一国の王を野良犬扱いか」

「申し訳ありません」

「別に、かまわない。……もう少しだけ我慢してほしい。時が来たら、必ず家に帰してやる」

　我慢とは言うが、部屋を出られないこと以外は、食事も着るものも十分に与えられている。今のミルザの待遇は、賓客扱いに近い。どちらかといえば、ミルザが気にかかるのは自分のことよりも、家にひとり残してきたサーザのことだ。

「陛下、お聞きしたいのですが……」

「……ザジだ」

　ミルザは一瞬なんのことかわからなかったが、国王のファーストネームが〝ザジール〟だったと思い当たる。

　国王は、海を見たまま続けた。

「呼んでみろ」

「でも……」

　ミルザは国王がなぜそんなことを言いだしたのかわからず、言いよどむ。国王という身分にある人物を愛称で呼ぶなど、通常ではありえない。

「かまわない。お前にはそう呼ぶことを許す」

「ザジ、様……」

　重ねて言われれば、逆らうことも下手をすれば不敬にあたる。ミルザは戸惑いながらその名を口にした。

　すると、呼ばれて視線をミルザに戻した国王がわずかに微笑んだ。

　それは笑顔と呼ぶにはあまりにも微かなものだったが、普段が普段だけに、ミルザにとっては驚くほどやわらかい印象を与えた。

　その衝撃に、ミルザはなにを問おうとしたのか思い出せなくなった。

「なんだ」

「ザジ様は……どうして私をここに連れてきたのですか」

　苦し紛れに口にしたミルザの問いに、国王――ザジはわずかに驚いたような表情を浮かべた。そんな表情もミルザにとっては新鮮だ。どうやらこの場所では、ザジも気が緩むらしい。ザジにとってここは、そういう場所であった。

「……今日は、天気がよかったからだ」

　ザジはまた海へと視線を戻して、それきり黙ってしまう。

「そう……ですか」

　ミルザも同じように海へと視線を向けた。だが、その鼓動は少しだけ速くなっている。

　なぜザジがそのようなことを言いだしたのか、そしてなにを考えているのかは、わからないままだ。けれど、ミルザの中には、この場所に着いたときとは違う感情が芽生えていた。

　今までただ冷酷で不可解だった男が、笑顔も驚いた顔も持つ、自分と同じ血が通った人間であることに、ミルザは気づいたのだ。そう思うと、ふたりの間に横たわる沈黙も、いつの間にかミルザにとって居心地の悪いものではなくなっていた。

　そうしてふたりは黙ったまま、長いこと共に海を見ていた。




「あら……ポリッジですね」

　数日ののち、いつものように用意された朝食に、ミルザは明るい声をあげた。城の食事でポリッジが出たのは初めてだ。オートミールを牛乳で煮込んだ温かいそれは、庶民の食事としてよく食べられている。ミルザも家ではよく作って食べていた好物のひとつだ。

「好きなの？　少しジンジャーを強くしてあるからいつも食べてるものとは違うかもしれないけど、体が温まるわ」

「え？」

「ミルザ、夕べ咳をしていたらしいから、今朝の食事は薬膳にしたの。口に合うといいのだけど」

　顔を上げたミルザに微笑んで、赤毛の女官――レイラが言った。

　ザジとミルザが馬で出かけた日、城へと帰ってきたザジを、彼女は有無を言わせずどこかへと引っ張っていた。そこでザジとなにを話したかはわからないが、彼女はようやくそれでミルザの今の状況を理解したらしい。
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　ザジと岬から帰ったその日の夕方、遠乗りで疲れたミルザは、ひとりでザジの部屋で休んでいた。

『ごめんなさい！』

　突然、勢いよく部屋に入ってきたレイラが、その場でミルザに向かって深く頭を下げた。ソファに横たわりぼおっとしていたミルザは、慌てて体を起こす。

『あの……？』

『あなたのこと、ひどく誤解をしていたのね。今、陛下を締め上げて白状させたわ』

『締め上げる……』

　その様子を想像して、ミルザは絶句した。自分の主君を、しかもあの国王を締め上げるとは、思った以上にこの女官は気が強いらしい。

『陛下ったら、あなたのことなにも言わないんですもの。あなたを連れてきた近衛の連中もなんだか口が重いし……だからてっきりあなたのこと、あの嫌な使者たちにあてがわれた娼婦なんだと思っていたの』

　近衛兵たちは、ミルザがこの城に来てどんな仕打ちを受けたのかを知っているだけに、彼女のことを口にするのはためらわれたのだ。自分たちが、ミルザを辱めたことに加担してしまったという事実は、彼らに深い罪悪感をもたらしていた。

『実際、国王妃の座を狙って陛下に近づいてくるあさましい女は、結構いるんです。この部屋まで入り込んだのはあなたが初めてだけど、しおらしい演技に陛下が騙されているのかと思って……なにも知らないできつくあたってしまいました。許してください』

　再び頭を下げたレイラに、ミルザは立ち上がって駆け寄る。

『あの、もういいですから……誤解だったとわかってもらえたし、私自身も、自分の置かれている状況がわかっていなくてうまく説明することもできなかったんです』

　レイラは顔を上げると、にっこりと笑った。

『あらためてご挨拶しますね。私はレイラ。レイラ・フェルトン。この城の女官長です。あなたのお世話をするように、陛下に仰せつかりました。どうぞよろしくお願いします』
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　レイラが女官長であったことにも、ミルザは驚いた。女官であることはわかっていたが、城内のメイドをはじめとする女官たちをまとめる女官長という重役は、もっと年配の女性がなるものだと思っていた。その彼女が一庶民のミルザの世話をするというのは、異例の扱いだ。

　ミルザの聞くところによると、現在この城には女性王族がおらず、その世話をする侍女もいないという。加えて人手不足ということもあって、結局、メイドたちをまとめているレイラがミルザの世話もすることになってしまった。気位の高い女官なら馬鹿にするなと怒るところだが、当のレイラは、それを苦にするでもなく年の近いミルザの身の回りの世話を毎日楽しげにしている。

「陛下が今朝出がけに厨房に立ち寄られて、そのようにおっしゃっていったの。ここ数日雨が続いたから、風邪でも引いたのかもしれないわね」

　気づかれていたのか、とミルザは少し驚いた。

　そういえば昨日は少し冷えたせいか、眠りにつくまでに数度咳をしていた。けれど、それほど激しいものでもなかったから、レイラに言われるまで自分でも忘れていた。カップに温かいミルクを注ぎながら、レイラが微笑む。

「そういう方なのよ、陛下は。あの風貌で口下手でいらっしゃるからよく誤解されるけど、本当はとてもよく気がつかれる方よ？」

　温かいカップに手を出そうとして、そういえば、とミルザはもうひとつ気づいた。

　今日用意された服は、少しこの季節にしては厚手のものだ。きっと、レイラが気を回してくれたのだろう。そのことが嬉しくなって、ミルザの顔には自然と笑みが浮かんだ。

　この城へ来てからずっと怯えた表情をしていたミルザも、レイラやメイドたちと次第に打ち解け始め、最近では時折笑顔を見せるようになった。

　その笑みは、女性のレイラでさえ見惚れるほどに、美しい。

「レイラ……？」

　不自然に手を止めたレイラを、ミルザは不思議そうに見上げる。レイラはつい見惚れてしまったことを隠すように、慌てて食事の用意を続けた。

「ううん、なんでも……ああ、そうだ。食事が終わったら、一緒に庭を回らない？」

「お庭……よろしいのですか？」

　思いがけないレイラからの誘いに、ミルザは目を見張った。パレ城に来てからというもの、この部屋から出たのは、あの岬に行ったときだけだ。

　部屋の扉にもう鍵はかけられてはいない。

　あの鍵は、ミルザを閉じ込めるものではなく、守るためにかけられていたのだと後からレイラに聞いて知った。だが鍵がかけられていないとわかっていても、あの時のように逃げ出そうとは、今のミルザは思っていない。

　レイラたちの態度が柔和になって落ち着いたせいもあるが、なによりザジに『もう少しだけ我慢してほしい』と言われたことが気になっていた。

　あの時の彼は、今まで国王に対してミルザが抱いていた『冷酷な王』という印象とは違う雰囲気を持っていた。もしかしたら、なにか理由があったのかもしれない。ならば、それがわかるまでもう少し待ってみよう、とミルザは腹をくくったのだ。

「ええ。ミルザの調子がよければ、城内だったら自由にさせてやってくれって」

「城内……ということは、まだ城の外には出られないのですね」

　ミルザが少しだけ悲しみの交ざった声音で言うと、レイラも困ったような顔になる。

「そうね、陛下にはなにかお考えがあるのでしょうけれど……まだ、だめみたい」

「そうですか……」

　ため息をついたミルザに、レイラは笑いかける。

「バラの庭がちょうど見頃なのよ。陛下が、ミルザに見せてやるといいっておっしゃっていたの。きっといい気晴らしになるわ」

「ぜひ、見てみたいです。お願いいたします」

　丁寧に頭を下げるミルザに、レイラは明るく笑った。

「敬語なんていいって言ったじゃない。陛下に世話をするように頼まれたお客様ですもの。もっと堂々としてていいのよ？」

「でも、そんなふうに扱われる理由もないですし……それに、レイラは女官長ですよね？　本当なら、私の世話なんかするべき人じゃないです。なにより私よりも年上で」

　言いかけて、むにっとミルザは鼻をつままれた。半眼になったレイラが、ミルザの目を覗き込む。

「なによ。ばばあって言いたいの？」

「れいりゃ、いひゃい」

「敬語、やめる？」

「ひゃめる、ひゃめる。にゃから、はにゃして」

「よし」

　手を離してにっこりと笑ったレイラを、ミルザは赤くなった鼻をこすりながら見上げた。ちょっと涙目になっている。

「ばばあって……こないだ自分は二十四だって言ってたじゃない。ばばあなんて思ってないわよ」

「二十歳を超えたら、十分行き遅れよ」

「レイラの問題は、年だけじゃないと思う」

「……ホントにあんたは生意気な小娘ね」

「相手によるわ」

　憎まれ口をきいたミルザを、レイラは楽しそうに笑った。

「まあ、あんたがいつまでここにいるのかは知らないけどさ、それまでは話し相手くらいにはなれるから。ミルザも私に対して気を使うことなんてないのよ？　かといって、こないだみたいに泣かれても困るけど」

　レイラの前で号泣してしまったことを思い出して、ミルザは少しだけ顔を赤くして視線を逸らした。そして用意された食事に向かって、両手を祈りの形に組む。

「……いただきます」




　朝食後、ミルザはレイラと連れだって部屋を出た。この城に来て初めて、ミルザはゆっくりと城の中を見ることができた。

　石造りのその城は、高い天井の廊下が続いていた。古びてはいるが、手入れが行き届いているらしく荒れた感じはない。贅沢にガラスのはめられた大きな窓がいくつもつながっていて、廊下の隅々まで光があふれている。

　けれど、あたりを見回しても人の気配が感じられない。まったくいないわけではないだろうが、少なくとも広い城内を見回すミルザの視界には誰も入ってこなかった。レイラは人手不足と言っていたが、こういうことなのか、とミルザは実感する。

「本当に、人ひと気けがないのね」

「そうね」

　同じようにあたりを見回したレイラが苦笑した。

「陛下の代になってから、ずいぶん減らしたのよ。以前はこの城にひしめくほどの使用人や官僚がいたけどね」

「そうなの？」

　ミルザは目を丸くする。ミルザの住むラートは、レギストリア王国の僻地にある。首都の情報などろくに入ってこないし、ましてや国の事情など気にしたこともなかった。

「あまり外聞のいい話じゃないんだけど……前国王の時代まで国政を行っていた議会が、わいろやら荘園領主との癒着やらで、そりゃもう、ろくなもんじゃなかったのよ。今の陛下が国王になられたときに、それを全部あばいて首にしちゃったの。その大臣たちに手を貸していた侍従たちも一緒にね。おかげで、さっくりとこの人数になっちゃったってわけ。残されたほうは、そりゃもう大変よ」

　レイラは実によく話す女性だった。あまり口数の多いほうではないミルザは、彼女といるときには相づちを打つくらいしか口を挟む隙がない。だが、その話はけっして押しつけがましいものではなく、むしろミルザは聞いていて楽しかった。さばさばしたレイラの性格も、ミルザにとっては好ましいものだ。

　さらに彼女は、自分の仕事が一日にどれだけあるのかということについて、愚痴のような話をおもしろおかしくミルザに話してくれた。そうしているうちに、ふたりは件くだんのバラ園へとたどり着く。

「まあ」

　庭一面に咲き誇る色とりどりのバラに、ミルザは感嘆の声をあげた。

「ね、すごいでしょ？」

　まるで自分のことのように、レイラが胸を張る。

「実は、これ、みんな陛下の趣味なのよ」

「陛下の？」

「ええ。あの顔からは想像できないでしょうけど、バラとかユリとか、きれいなお花が好きなの。この庭も、陛下の提案で作られたものなのよ。『皆が喜ぶだろう』とかおっしゃってたけど、一番喜んでいたのはきっと陛下だわ。あ、私が言ったってことは陛下には内緒にしておいてね」

　いたずらっぽく片目をつぶったレイラに、ミルザは苦笑する。レイラは本当にザジに対して遠慮がない。様子を見る限り、ザジもそれをわかっていて許しているところがある。

「それにしてもきれいに咲いているわね。よさそうなところを、少しお部屋に飾っとこうか。メビィ！」

　レイラが声をかけると、庭の向こうで作業をしていた老人が振り返った。邪魔をされて気分を害しているのか、それとももともとそういう顔なのか、眉間に深くしわを刻んで立ち上がる。

「お客様のために、少しバラをちょうだい。あら、このバラは初めて見るわ」

　レイラが手た折おろうとした淡いピンクのバラを見て、はっと気づいたミルザはとっさにその手を止めた。

「待って！」

　その声と共に手を取られたレイラは、きょとんとして自分の手を掴んでいるミルザを見返す。いきなり動作を止められた理由がわからない。

「ミルザ？」

「あ……驚かせて、ごめんね。けれどこれは、勝手に折ってはいけない花だと思うの」

「でも、庭のお花は自由に摘んでいいことになっているわよ？」

　ふたりに近づいてきた老人は、ミルザの言葉を聞いて片方の眉を上げた。

「これがどういう花か、知っているのかな。お嬢さん」

　むすっとしたままの老人に、ミルザは大きくうなずいた。

「はい。美しさにひかれて私も二回ほど育ててみましたが、蕾がつく前に枯れてしまいました。とても栽培の難しいバラです」

　ミルザは、そのしっとりした花弁をなでる。慈しむようなその表情を、老人はじっと見ていた。

「珍しいバラなの？」

　レイラが興味深そうに聞いた。

「ええ、とても気難しい花なの。その花をこんなに素敵に咲かせるなんて、本当に愛情を注いでお手入れされているのですね。ここのバラたちはとても幸せですわ」

　最後の言葉を老人に向けて、ミルザは微笑んだ。ふいっと視線を逸らすと、老人はそのバラにぱちん！とハサミを入れる。

　驚くミルザに、老人は花を選んで、さらに二本の枝を切りながら不愛想に言った。

「バラを作っているなら知っているだろう。これはもう完全に咲いてしまった。株が弱る前に、どうせ今日は摘まなければならないと思っていたところだ」

「いただいても、よろしいのですか？」

「とげは自分で取るがいい。……あんたは運がいいな。初めて花をつけた株だ」

　老人はそっと花をミルザに渡した。その様子をレイラは目を丸くして見ている。

「メビィが女性に花を贈るなんて初めて見たわ」

「嬉しい。ありがとうございます」

　バラを大切そうに抱いて微笑むミルザにもう数本の別のバラを渡すと、老人はまた自分の作業へと戻っていった。




　その後、いくつかの庭を見ながら部屋へ戻ろうとレイラと歩いていたミルザは、ふとその足を止めた。レイラがミルザの視線を追うと、敷地の奥に数人の近衛兵たちが見える。その中のひとりが、ザジだと気づいたのだ。

「ああ、今日は弓の訓練をしているのね。ちょっと見てってみようか」

　そこは、館の一角につくられた訓練場だった。壁に六つの的がかけられている。

　数人の近衛兵が弓の練習をしており、ザジともうひとりの近衛兵がその指導にあたっていた。

　ミルザがレイラとふたりで見ていると、見本を示すためだろうか、ザジが手にしていた弓を構えた。

　ミルザの身長ほどもある弓を、ザジは軽々と持ち上げて矢をつがえる。きりりと弦を引き絞る腕は、服の上からでもはっきりとわかるほどの筋肉で盛り上がっていた。

　微動だにせず弓を構えて立つその姿は、まるで古いにしえの彫像のように凛々しい。その姿から、ミルザは目が離せなくなった。

　ザジの手から放たれた矢が、ばんっと音を立てて的にあたる。想像以上の大きな音に、ミルザは我に返った。

「えっと……陛下って、弓もできるの？」

　ザジのことを美しいと思ってしまったことが恥ずかしくなったミルザは、できるだけ明るい声でレイラに聞いた。

　ザジは常に帯剣していたため、ミルザは無意識のうちに剣士だと思い込んでいたのだ。だが、弓を引くザジの様子を見ていると、素人目にもかなりの腕前だとわかる。

「陛下は、なんでもできるわよ。武術はもちろん、剣、弓のほかには槍に……鉈なたを振るっているのを見たこともあるわね」

「王様って、やっぱりいろいろできないといけないのかしら」

「さあ……？　人にもよると思うけどねえ。少なくとも陛下は、強くなるための努力を惜しまない方よ。ああでも、王座を望むようになってからね。あんなふうにいろいろ始められたのは」

　ザジには、三人の男兄弟がいた。それらをすべて抹殺して自らが王座に就いたという噂をミルザは思い出す。

「まあ、陛下が王になられてからのご手腕を考えれば、先代の目に狂いはなかったと思うけどね。おかげで、冷徹仮面などと巷では噂されちゃってるけど。陛下もあえてその噂を否定しないし」

「噂だけなのかしら……？」

　うっかりつぶやいてしまったミルザは、はっと自分の口もとを覆う。レイラはそれに苦笑を返した。

「兄弟親戚を皆殺しにして国王の座を手に入れた、ってやつでしょ？　レギに限らず、ブリア＝バートでは有名な話よね」

「え……ええ、まあ……」

　曖昧にミルザはうなずく。ザジを主と仰ぐレイラの前で言うことではなかったと、後悔したのだ。

「少なくとも、次男のアルン様が亡くなったってのだけは本当だわ」

　そんなミルザの様子を気にすることもなく言ったレイラの笑顔が、少しだけ悲しげなものになる。

「生まれつき、心臓が弱かったの。長くはないとお医者様に言われてたから、みんな覚悟はしていたわ。それでも、アルン様が亡くなったときには、この城のみんなが悲しんだ。まだ十六歳だったのに……とくにザジール様はアルン様と仲がよかったから、口には出さなかったけどものすごく落ち込んでしまって……。そういえば、あの時は一週間くらいほとんどなにも口にしなかったわね」

「陛下が？」

　豪胆に見えるザジにもそんな繊細な部分があったのかと驚くミルザに、レイラは明るい顔に戻って言った。

「陛下は、そういうところは人には見せないから。もちろん、ほかのご兄弟はご健在よ。長男のカイル様は南のほうの土地で領主の娘さんと結婚されてそちらのご領地に住んでいらっしゃるし、四男のアゼル様は、現在パレ城の議員として城下の館に暮らしている。陛下は前国王からご指名を受けた、正真正銘、レギストリアの国王なの。力で奪ったわけでは、絶対にないわ」

　レギストリア王国の国王は、シャラガの血脈の中から前国王の指名で決まる。ほかの国と違って必ずしも長男に王位継承権があるわけではないので、国を任せられる力があると判断されれば、たとえ三男でも王になれるのだ。それを知っていてもザジについて冷酷な鉄仮面などと噂が流れるのは、その風貌と無愛想な雰囲気によるところが大きい。

　ミルザは、初めて会った日のザジの冷たい視線を思い出す。噂の通り、感情のない冷たい顔をしていた。その上あんな恐怖を味わわされたら、世間の噂を疑う余地もない。あの後のザジの態度を知ることなく、また今のレイラの話を聞くこともなければ、噂を真実として生涯信じていただろう。ブリア＝バートにおける大多数の人のように。

　ミルザは、ため息をひとつ落とした。

「だったら、なんであんな噂をほっとくのかしら。今まで私、国王はものすごい残虐非道な王様だと思っていたわ。たぶん、国民のほとんどがそう思ってるわよ？」

「そのほうが、貫禄がついていいんだそうよ。なにもしないで相手が勝手に怖がってくれるなら、そのほうが楽でいいんですって。顔の造作は悪くないんだから、あの髭をそってもっと笑えばいいっていつも言ってるの。小さい頃のザジール様は、そりゃもうかわいくて、笑顔の似合う美少年だったんだから」

　にこやかなザジを思い描いて、ミルザは思わず噴き出してしまう。

「レイラは王家のことに詳しいのね。いつからパレ城に？」

　ミルザは持っていたバラを持ちなおすと、笑いながらレイラに聞いた。甘い香りがあたりにふわりと優しく広がる。

「私？　そうね。赤ん坊の頃からよ」

「赤ん坊？」

「私の両親はふたりともパレ城に仕えていたの。母は城下に下りてしまっているけれど、父は今でもこの城に勤めているわ。私も小さい頃からよく母に連れられてここへ来てて、陛下たちの遊び相手をさせられてたのよ。八つになったときに正式にお城に上がって、それからはずっとここに」

「そんなに長いのね」

　だからレイラはザジに対しても遠慮がないのかと、ミルザは感心してその横顔を見つめる。

「まあ、乱暴な言い方をすれば幼なじみみたいな……」

「ミルザ！」

　突然、切羽詰まったような男の声で名前を叫ばれて、ミルザは振り向く。ぶつかるような勢いで誰かに抱きしめられて、ミルザの持っていたバラの花びらが勢いよく乱れ散った。

「怪我は、ないか？」

　なんとか顔だけあげて見上げると、それは息を切らしたザジだった。まるで怒っているような強い視線でミルザを見下ろしている。

　硬い胸にきつく抱きしめられて、ミルザの鼓動が跳ね上がった。不安定な足もとのミルザを支えていても、ザジの太い腕はびくともしない。ミルザは、あらためてザジが男性であることを意識せざるをえなかった。

　なにが起きているのかはまったくわからなかったが、ミルザはとりあえず自分が怪我をしているとも思えないのでうなずく。混乱する頭の中で、そういえば名前を呼ばれたのは初めてだと気づいた。

「申し訳ありません！」

　ひとりの若い近衛兵が、真っ青な顔で走り寄ってくる。そちらへ視線を向けようとしたミルザは、視界に入ったザジの腕から流れる血に気づいて声をあげた。

「ザジ様こそ、お怪我を……！」

「かすっただけだ」

　短く答えたザジは、振り返りざま、走ってきた近衛兵をこぶしで思いきり殴り飛ばした。その体が軽々と宙を飛ぶ。

「馬鹿者！」

　咆ほう哮こうのような怒鳴り声に、その場にいた誰もが身をすくめた。

「やる気がないのは貴様の勝手だが、武器を持った以上、いい加減な扱いはするな！　なんのためにその矢の先が尖っているのか、もう一度よく考えてみろ！　来い、一から鍛えなおしてやる！　お前たちもだ！」

　そう言ってザジは、数歩の距離を飛んで地面に転がっていたその近衛兵の首もとを掴むと、ずるずると引きずりながらほかの近衛兵たちを連れて庭の向こうへと消えていった。

「大丈夫かい？」

　呆気に取られるミルザたちに声をかけながら走り寄ってきたのは、もうひとりの指導役だった近衛兵だった。

「なにがあったのですか、ターグ様」

　レイラが聞くと、ターグと呼ばれた銀髪の近衛兵は笑って肩をすくめる。ザジより、少し年上の青年だ。

「今殴られた若いの、ガネル伯爵の長男なんだよ」

「え？　ガネル様の……」

　レイラが目を丸くした。

「この春に元服したんで、近衛に入団してきたんだ。けど、あのガネル伯爵の息子とは思えないくらい、これがだらだらした奴でさあ。悪い子じゃないんだけど、いまいち緊張感がなくて、しょっちゅうザジに怒鳴られている。さすがに、ぶん殴られたのは今日が初めてだけど。ま、あいつにはいい薬だな」

「怒鳴るって……そんなことして大丈夫なのですか？」

　ガネル伯爵は、前国王の時代から宰相を務めているレギの筆頭貴族である。議員や使用人たちからの信頼も厚く、その発言力は議会の中でもっとも強い。国王であるザジでも、おろそかにすることなどできない存在だ。

　レイラの視線が言うところを察して、ターグが陽気に笑った。

「ザジが、そんなこと気にするわけないって。ま、ガネル伯もそれを承知のうえであのぐうたら息子を近衛に放り込んだと、俺は睨んでるがね。正直、あいつの武器の扱い方には、俺もハラハラしてたんだ。その結果が今の矢だ。怖い思いをさせて悪かったな。怪我がなくてホントよかったよ」

　穏やかに自分を見つめてくるその顔に、ミルザは覚えがあった。

　ザジの命令で、ミルザをこの城に連れてきた近衛兵だ。

　ミルザはこわばった顔で軽く頭を下げた。それを少しばかり沈痛な表情でターグは見下ろす。

　するとターグは、ふいにミルザの前に片膝をついて騎士の礼の形を取り、深く頭を下げた。

「私は、ターグスト・ミリック。レギストリア王国近衛騎士団の総団長を務めております。その節は、事情があったとはいえあなた様に対する数々の非礼の段、深くお詫びいたします」

　突然の騎士の謝罪に、ミルザは驚いて目を見張った。貴族でもなんでもない自分に、近衛兵、しかも総団長がよもや膝を折るとは思ってもいなかったのだ。

「そんな……私はこうして無事でおりますし……どうか、お顔をお上げください」

　慌ててミルザは、同じようにその騎士の前にひざまずく。だがターグは、顔を上げないまま続けた。

「謝罪してあなた様の傷が癒やされるとは思っておりません。ですが、少しだけ進言させてください。あの時……あなた様を城内にお連れしたときは、かなり危険な状況だったのです。もしあの場でドルズ大臣がさらに謝罪を求めるとすれば、それはきっとあなたたちの腕一本、目玉のひとつも失う事態になっていたことでしょう。ナトリアは、まだそういう拷問の残る国なのです」

　ターグの言葉に、ミルザは絶句した。先日のザジの話では、そこまで緊迫した状況だとは思わなかったのだ。

　混乱しながらも、ミルザはたどたどしく答える。

「陛下も、そのことについては詫びてくださいました。あれからとても私に気を使ってくださっています」

　口に出すと、ふいにそれが実感となってミルザの腑に落ちた。

　あらためて、この城に来てからのことを思い返す。

　結局ナトリアの大臣にミルザを引き渡すこともしなかったし、危害を加えるどころかザジは彼女に触れたことすらなかった。彼が冷酷に見えたのは、ミルザの知る限り他国の者がいたときだけだ。その時すらも、ザジはミルザに一筋の傷もつけることはなかった。

　噂でしか知らなかった冷酷な王の像が、徐々にミルザの中でぼやけていく。代わりに見えてきたのは、美しい花や穏やかな海を眺める無口な王の姿。ただの田舎娘や城の使用人たちを気遣うことのできる、冷酷とはほど遠い男の姿だ。

　誤解されていると知りつつザジが無表情な態度でい続けるのも、もしかしたら国を背負う国王としての責任を十分感じてのことなのことかもしれない。そう思いいたると、なんて不器用な王なのだろうと、ミルザの顔には自然と笑みが浮かぶ。

「陛下にもきっと、お考えがあってのことだったのでしょう。あの時の恐怖を忘れることはできませんが……少なくとも、それはミリック様のせいではありません。それに私は、ただの田舎娘です。騎士様がそのように膝を折るような身分の者ではありません。どうか、お立ちください。そしてもう、お気になさらないでください」

　そう言うミルザを、ターグは顔を上げてじっと見つめる。そして、にこりと笑って立ち上がると、同じようにひざまずいていたミルザの手を取って一緒に立たせた。

「ありがとう。だったら、俺のことはターグと呼んでくれ。近衛団長なんかやっているけど、偉そうな肩書きって苦手なんだ」

「陛下を悪い遊びに誘うのは、いつもターグ様ですものね」

　笑いをこらえながら、レイラが言った。ターグも笑いながら言い返す。

「あいつ堅い奴だからさ、国王として庶民のあれやこれやを知ることも大切だと思うだけだよ」

　どうやらレイラとも懇意の仲らしい、とふたりの様子を見てミルザは思った。あっけらかんとした性格のふたりは、はたから見ていても気が合いそうだ。ミルザは、緊張のほどけた笑顔で聞いた。

「ターグ様も、陛下の古いご友人なんですか？」

「まあ、あいつがまだ王になる前からの付き合いかな。だから、つい遠慮がなくなる」

「王立学校時代とは違います。今は国王とその騎士なんですよ。少しは手加減していただきたいですわ」

　すまして言ったレイラに、ミルザも微笑む。

「陛下の周りには、素敵な方々がいらっしゃるのですね」

「君も、そのうちのひとりなんじゃないかな？」

　ふいにターグに言われた言葉に、ミルザは目を瞬く。

「私が……ですか？」

「いつまでも君を帰さない理由もおぼろげには想像はつくけれど……どうやら、それだけじゃないかもしれないな」

「理由……？　私がここにいるのに理由が……」

　言いかけて、はっとミルザは息をのんだ。

　理由。今まで考えもしなかったが、ミルザにはそう言われる心あたりが、ひとつだけあった。

「ま、俺も推測でしかないけどね。君、もしかして……」

　ターグが言いかけた瞬間、風を切って飛んできた剣が、高い音を立ててターグの横の壁に突き刺さった。ミルザとレイラが目をむく。

　剣の飛んできた方向にふたりが顔を向けると、そこには去っていくザジのうしろ姿があった。どうやら、いつまでも話し込んでいるターグを呼びに来たらしい。

　驚いた様子もなく、ターグは涼しい顔でそれを引き抜く。

「へいへい、余計なことは言いませんよ、と」

　抜身の剣を持って踵きびすを返すと、ターグはザジが消えた出口のほうへと向かった。

「じゃ、な。お嬢さん」

「あの！　私は、ミルザ……ミルザ・ルーティと申します」

　ミルザに軽く手を振ると、ターグは庭を出ていった。

「私たちも、部屋に戻ろうか」

　レイラに促されて、ミルザは落としたバラを拾い集めそれを手に部屋へと向かう。廊下の角を曲がる前に、もう一度ふたりの去った方角を振り返った。そこにはもう誰もいない。ざわざわとミルザの胸が騒いでいた。

　ミルザは、まさか自分の秘密をザジが知っている可能性があるとは、今の今まで思ってもいなかった。だがターグの言葉で、その可能性もゼロではないことに気づく。結局、ターグの言っていた『理由』がなにかは聞けなかったが。

　なぜザジが知っているのかはともかく、もしそうだとすれば、彼がミルザをここに留めておくのも納得がいく。

　ミルザの胸に、今までとは違う不安が広がった。










城内




「これは？」

　その夜、部屋に戻ってきたザジは、テーブルの上に飾っておいた花に目を留めてミルザに聞いた。少し花びらが散ってしまったが、メヴィからもらってきたピンクのバラをきれいに整えて、ミルザが飾ったのだ。

「庭師の方からいただいたのです」

　しばらくその花を見ていたザジは、ふっと笑んだ。本当に微かでしかないその笑みは、あの岬で見た以来だ。

「ずいぶんと苦労していたようだったが……咲いたのか」

　ぽつりと漏れたその言葉は、おそらくミルザに聞かせるためのものではない。花が咲いたことを喜んでいるらしいザジに、ミルザも嬉しくなって微笑む。

　やはりザジにも、好きなものを見ればこんなふうに笑う優しい心があるのだと、ミルザはあらためて確信した。きっと今までにもそんなことがあったのかもしれない。だが、恐怖心に駆られて気づかなかったのかと思うと、ミルザはなにやらもったいないことをしたと残念に感じた。できることならその笑顔をもっと見てみたいという欲求が、ミルザ自身も気づかぬうちに彼女の心の中に密かに根づき始める。

「あの……よろしければ、私も庭のお手伝いをしてもよいでしょうか」

　ミルザの言葉に振り向いたザジは、もういつもの無表情になっていた。

「庭の？」

　上着を脱ぎながら、ザジが聞いた。その上着を受け取って埃を払うと、ミルザはそれをチェストへしまう。放っておくとザジはそのままどこにでも脱ぎ散らかしてしまうので、なんとなくミルザがそれを片づけるのが習慣になってしまったのだ。

　ミルザが来た頃は着の身着のままでソファに転がっていたザジだが、最近は部屋の中で服や靴を脱いでくつろぐようになっていた。

　もしかしたらザジも、最初はミルザが部屋の中にいることで気を張っていたのかもしれない、とミルザは思う。

「庭師がいいと言えばかまわないが……なぜだ」

「私も、村にいた頃は花を作っていました。今日、城内のお庭をあちこちと見せていただきましたが、どこもとても素晴らしかったです。草を引くくらいなら私にもお手伝いできますから」

「退屈か？」

　率直に聞かれて、ミルザは苦笑を浮かべる。

「正直にいえば、少し。本を読むことは好きですが、今までは毎日、体を動かしていたものですから、部屋の中でじっとしていることに慣れません」

　しばらくなにか考えていたらしいザジは、ごろんとソファに寝転ぶと言った。

「好きにしろ」

　そうしてミルザに、明かりを消すように言った。

「花をつくっていたのか」

　ろうそくを一つひとつ消していくミルザに、ザジがつぶやいた。

「ザジ様？」

　ザジから話題を振ってくることは珍しい。思わずミルザは聞き返してしまった。

「ラートで、花をつくっていたのか」

「はい。この季節だけですが、花祭りに合わせて、ユリやバラ、スイセンなどを少し……。普段は、織物などで生計を立てていました」

「そうか」

　最後の明かりを消す前に、ミルザはザジを振り向く。

「どうか、ベッドでお休みください」

「お前が使えばいい」

「……私はほかの部屋で眠ってもよろしいでしょうか」

「だめだ」

　決まりきったように同じ返事を繰り返すザジに、ミルザは小さくため息をつく。

「城から逃げたりしませんから」

「だめだ」

　かたくなに言い張るザジが、ちらりとミルザを見上げた。

「それとも、俺を誘っているのか？」

「ち、違います！」

　真っ赤になって叫んだミルザを、くっと喉で笑って、ザジは目を閉じた。

「冗談だ。早く寝ろ。庭のことは、メビィに伝えておく」

　その言葉にミルザは目を丸くする。

　冗談。あのザジが、冗談。しかも笑いながら。それ自体が冗談のようだとミルザは呆気に取られた。どうやら今日のザジは、すこぶる機嫌がいいらしい。

「……はい」

　ミルザが答えると、すぐに寝息が聞こえてくる。素晴らしく寝つきがいいのは、もう見慣れた。

　最近のザジは、時々こうして表情を緩めるようになった。話しかければきちんと返事は返ってくるし、まれにだが今日のように自分から話しかけてもくれる。言葉は多くないが、それらはけっして冷たいものではなかった。

　なぜか熱くなった頬をぱたぱたと叩くと、ミルザはいつものようにベッドから毛布を持ってきて眠っているザジにかける。

　その時、ザジの腕の一部が少しだけ膨らんでいるのに気がついた。おそらく、そこに包帯を巻いているためだ。ミルザは腕に視線を落とす。ミルザを守るために、怪我をしたザジの腕。

　あんな必死な顔は初めて見た。息を切らして、放たれた矢よりも早くミルザにたどり着いた。怖いくらいに真剣なその顔を思い出すと、またミルザの頬が熱くなる。

　ザジから受けた恐怖や羞恥を忘れたわけではない。けれど、そのザジに守られたという実感は、それらを越えてミルザの心を温かいもので満たしていた。

　ミルザはゆっくりと手を伸ばすと、その傷にかぶせるように自分の手を置いた。ザジが目を覚ます気配はない。

　だがすぐに我に返ると、ミルザは慌てて伸ばした手を戻して身をひるがえした。最後のろうそくを消して、そそくさと寝室のとばりの内側へと入る。

　城へ連れてこられたばかりの頃、ミルザはいつもソファで丸くなって眠っていたが、朝、目を覚ますのは必ずベッドの上だった。どこで寝てもベッドへ運ばれるなら、運ぶ手間をかけさせるだけ悪いと思い、ここのところミルザは自分からベッドで寝るようになっていた。それほど眠りが深いわけでもないだろうに、いつ移動させられているのかまったく気づかないのが不思議だった。

　横になったミルザは、ザジのいるほうへと目を向けた。無意識のうちに手が出てしまった自分の行動に、動悸がまだ止まらない。

　気づかれてはいけない。そう思いながらミルザは、ザジに背を向けて無理やり目を閉じた。




　庭師の元締めであるメビィは、ミルザの申し出を受け入れてくれた。

　城の中にはいくつもの庭があった。ミルザが最初に見たバラの庭をはじめ、見事な彫刻のある庭や芝だけの広い庭などそれらは多種多様の様式にあふれており、中でも一番大きく見事なのは、噴水を備えた中央庭園だった。それぞれの造形の美しさに、ミルザはただ感嘆するばかりだ。

　二、三日手伝っただけですっかりミルザは手入れを覚えてしまって、メビィに驚かれた。庭を回りながらメビィは、多様な植物の手入れの仕方を教えてくれた。それはミルザにとって、目新しい知識ばかりだった。




　そうして今日も朝食を終えてバラの庭へと向かいながら、ミルザは仏頂面の国王の顔を思い浮かべていた。

　あの事件から一週間ほど経つが、夕べ見たときには、もう腕の怪我は治っているようだった。本人が言ったように、それほど傷は深くなかったのだろう。

　そこまでして自分を守ってくれる理由について考えてみると、やはりザジは自分の秘密を知っているのではないかとミルザには思えてくる。根拠はないが、一度その可能性に気づいてしまうと、それはミルザの頭からなかなか離れてくれなかった。確かめたいが、問いただして藪蛇になることだけは避けたい。

「あら……？」

　考えごとをしていたせいか、気づけば見覚えのない場所をミルザは歩いていた。自由に歩くことを許されたとはいえ、広い城の中はまだミルザの行ったことのない場所のほうが多い。上の空で歩いていて、どうやら迷ってしまったようだ。人ひと気けのない城の中では、行く先を聞く人すらもいなかった。

　とりあえず踵を返そうとしたミルザの目に、小さな建物が映った。初めて見る庭の片隅にあるそれは、小さいながらも立派な礼拝堂だ。城の中に礼拝堂があるのは珍しいことではないが、ミルザはザジがきちんと礼拝をするとは意外な気がした。

　少し迷った後、ミルザは庭へと足を踏み入れた。そこも丁寧に手入れがされている。誰か担当の者がいるのだろう。さくさくと芝を踏んで背の高い礼拝堂に近づくと、開け放たれている扉の中をそっと覗いた。

　中には作り付けの長椅子がいくつかあり、二十人ほどが座れるようになっている。ミルザはあたりを見回しながら無人のそこへと入り、正面に飾られた聖女の像を見上げた。

　まつられているのは、花を抱いて微笑むひとりの聖女。『セイクレッド・フォリストリア』と呼ばれる女性だ。ブリア＝バート地方において一番大きな宗派は、彼女を主と崇めるフォリストリア教である。

　はるか昔、まだこの地方がひとつの国だった頃。

　人々をまとめていたのは、『癒やしの聖女』と呼ばれるひとりの女性だった。その女性には傷を癒やす力があり、その血を飲めば不老不死になれるとまでいわれていた。その力を人々のために施していた彼女の周りにはいつの間にか人が集まり、フォリストリアという安らぎの国ができあがっていった。その国の名前から、いつしか彼女は『セイクレッド・フォリストリア』と呼ばれるようになったのだ。

　しかし、聖女の力を権力で支配しようと、あちこちの領主が戦を始める。そうしてひとつの大国が次々に分裂していき、今に残る五国ができあがった。自分が戦の原因となったことに悲しんだ聖女は、グラキエ山脈に入って身を隠し、以後、二度と姿を見せることはなかった。それがこのブリア＝バート地方に伝わる『セイクレッド・フォリストリア』伝説だ。

　フォリストリア教の唯一の教えは、『癒やし』だ。戒律はいくつかあるが、それほど厳しいものではない。人は生きている限り傷つくもの、というのがフォリストリア教の考えで、だからこそ、他人であろうと自分であろうと、誰かが傷ついたときにはできうる限りの癒やしを施すことをその教えとしている。

　レギストリアのほとんどの人間はフォリストリア教信者だが、普段からそれを意識して生活している者はほとんどいない。

　ミルザはその像の前にひざまずくと、両手を組んで祈りを捧げた。彼女はかなり敬けい虔けんな信者だ。

（どうか、サーザが元気でいますように。ラートの風と愛する人が、彼女を癒やしてくれますように）

　どれくらいそうしていたか、ふいに背後に気配を感じてミルザは振り返った。

　そこには、白い服に身を包んだ背の高い男性がひとり立っている。慌ててミルザは立ち上がった。

「ああ、どうかそのままで。祈りの邪魔をしてしまいましたか」

　穏やかに微笑む青年に、ミルザは頭を下げる。白一色のその服は、聖職者の服装だ。

「いえ。私こそ、勝手に立ち入りまして申し訳ありません」

「謝ることはありませんよ。ここは祈りの場です。どなたでも入れるように、いつでも扉を開け放してあるのですから」

　ゆっくりとした口調が、ミルザを優しく包む。ミルザより背が高く細身だが軟弱な印象はない。優雅な身のこなしでミルザへと近づきながら、青年は笑顔で話しかけた。

「初めてお見かけするお顔ですね。どちらのお客様ですか？」

　その言葉にびくりとミルザは体をこわばらせる。服装から、城の使用人ではないと推測したのだろう。城の中に流れていたミルザの噂を、この青年も知っているのだろうか。

　青ざめたミルザの変化で、青年はミルザの立場に思いあたったようだ。

「ああ……。そんなに怯えないでください。ひどい目にあいましたね。もし私が同席していたなら、どんなことをしても止めましたのに」

　慈しむような視線を送るその青年に、ミルザはほっと息をついた。

　どうやらこの青年は、ミルザの状況を正しく理解してくれているようだ。

　そんなミルザを見て、青年ははんなりと笑う。癖のある少し長めのブラウンの髪が、ふわりと揺れた。その髪と同じ濃い色の瞳に見つめられると、ミルザの心は自然と和む。安らいだ雰囲気を持った青年だった。

「私は、ルウス・ブラエと申します。こちらの城で議員と教授を務める司祭です」

「初めまして、ブラエ司祭。私はミルザと申します」

「ルウスでよろしいですよ、ミルザ。かわいらしい名前ですね。あなたにとてもよく似合っています」

「いえ……」

　頬を染めてうつむいたミルザを、ルウスは目を細めて見ている。

「どうか陛下を、お恨みにならないでください」

　噛みしめるように言ってルウスは、聖女の像を見上げた。

「国王の座に就いてまだ四年……ですがこの四年で陛下は、わがレギストリア王国と不仲であったカルサル、バリアナスを支配下に置き、今またナトリアとの講和を結んで平和への道を開きました。もとよりトルシリアは、レギの友好国です。ブリア＝バートに、ようやく平和が訪れるのです。陛下は、今まで誰も成し遂げなかった偉業を達成されたのですよ」

　グラキエ山脈とラムシア砂漠、それにモーネリーク海に囲まれたこのあたりは、ブリア＝バート地方と呼ばれ、レギストリア、トルシリア、ナトリアの強国三国と、その間に挟まれる形のカルサス、バリアナスの二国、合わせて五つの国から成り立っている。

　レギストリアとトルシリアは古くから友好国として協定を結んでいる国だが、カルサス、バリアナスはどちらかというとナトリア寄りで、常に国境を挟んで小競り合いを繰り返してきた。

　ナトリアが狙っているのは、レギストリアの背後に横たわるグラキエ山脈から採れる豊富な鉄鉱だ。それに加えてレギストリアは、山脈から流れる清流によってもたらされる肥ひ沃よくな土地を抱えている。対してナトリアが接しているのは、海流が激しいモーネリーク海とラムシア砂漠だ。荒れた海水が川を逆流して、しばしば塩害を起こす。かといって海から離れれば反対側は砂漠という、昔から作物が育ちにくい土地だ。

　今回、鉄鋼の輸出量を増やしナトリア側の海の境界線を緩めることで、ザジはナトリアと講和を取りつけることに成功したのだ。

　ザジの成し遂げてきた偉業について穏やかな笑みを浮かべたまま語るルウスを、ミルザは黙って見つめている。

「陛下はいつでも、世界の安寧を望んでおられます。そのために強引な手法も使い、冷酷な国王と陰口をたたかれているようですが、それは常に国を思ってのことなのです。あなたを傷つけてはしまいましたが、きっと陛下もお心を痛めておられることでしょう。あなたに陛下を許してほしいなどとは申しませんが……どうか、寛容な心で受け止めてください」

「……レギは、平和になるのでしょうか」

　ミルザが子供の頃から、戦は常にどこかで行われていた。ミルザの住む村は田舎だったが、それでも何人かは戦に行ったまま帰ってこなかった。ここ数年間は戦が起きていないとはいえ、ミルザにその実感はまだない。また戦が起こるのではないかという不安は、常に彼女につきまとう。

　つぶやいたミルザに、ルウスは彼女を振り向き、優しげな微笑みを浮かべる。

「ええ。いかなる争いが起ころうとも、『セイクレッド・フォリストリア』が必ず守ってくれます。聖女はいつも、私たちを見守っていますよ」




「ミルザ」

　ミルザがルウスと取り留めのない話を続けていると、背後から声がかかった。振り向くと、背の高い青年がひとり、立っている。ミルザは名前を知らないが、見たことのある庭師だ。

「こんなとこにいたのか。いつまでも来ないからメビィが心配している」

「すみません。城の中で迷ってしまって」

　ミルザは丁寧にルウスに礼を言って、その青年とふたりで連れだって廊下を歩き始めた。

　礼拝堂が見えなくなったところで、青年がかがんでミルザにささやく。

「ミルザ様、ロイ様からご伝言があります」

「え？」

　突然出されたその名前に、ミルザは目を見張った。

「あなたは……」

「『パクス』の者です」

　それを聞いて、ミルザの表情が引き締まる。青年は口早に続けた。

「必ずお助けいたします、と」

「ありがとう。ほかにはなにか言っていた？」

「今のところ、ミルザ様のお役目が必要な事案はないそうです」

「そう」

　ミルザは心からの安堵を覚える。城に閉じ込められてから、サーザのことと共に、それがずっと気がかりだったのだ。

「わかりました。どうかよろしくお願いいたします」

「ここを出るお力になれず、申し訳ありません」

　悔しそうに唇を噛む青年に、ミルザは緩く首を振る。

「いいえ。あなたもここで庭師の立場をなくすわけにはいかないのでしょう。その伝言をいただけただけで十分です」

『パクス』の人間はあちこちに身を潜めているが、誰にもその存在を知られることはない。おそらくこの青年も普段は庭師のひとりとして、城の様子を探る役目を担っているのだろうとミルザは推測する。

　それ以上その件に関しては話をせず、あたり障りのない世間話をしながらふたりはメビィのバラ園へとたどり着いた。ミルザを送ってくれた青年は、担当の場所が違うのか、ミルザに軽く頭を下げると去っていった。その姿を見送って、ミルザは昨日の作業の続きをしようと庭に入る。

「今日は、こっちだ」

　すると、メビィは道具を手に立ち上がった。弟子ふたりに後を任せて、さらに庭の奥のほうへと歩きだす。

　おとなしくついていくと、一番奥にあった扉を開けてメビィはさらに細い道を歩いていく。突きあたったのは、鍵のかかった木の扉だった。鍵を開けると、その向こうに広がる庭へと入っていく。そこはミルザが初めて入る場所だった。

「ここは……」

　庭にはたくさんの種類の植物が一面に生えていた。庭に入ってそれぞれの植物を見ていたミルザは、それらがある特定の種類のものであることに気づいて目を瞬く。

「薬草、ですね」

「草の名前は、わかるか」

「少しなら……。これはサフラン。こちらはセンナ。これは……」

　眉をひそめて口を閉ざしたミルザの代わりに、静かな声でメビィが続けた。

「ヒヨス。使い方を間違えれば毒だが、正しく使えば鎮痛効果のある植物だ」

　ミルザはあらためて庭全体を見回す。薬草は種類ごとに大きく区画されて、場所によっては紙で覆われていた。

　その庭は、ほかとは違って高い塀に囲まれており、あたりからは見えないようになっている。

「ここは薬草の庭だが、中には毒を持つ危険な植物もある。ここの鍵を持っているのは、わしと医師のランスのふたりだけだ」

「私が入っていいのですか」

　驚いてミルザはメビィを見返した。彼は手入れの道具を出しながら答える。

「あんたは、草や花のことをよくわかっている。最近、こいつらの需要が高まっていて、毎日の手入れが欠かせない。ほかにも何人かここの手入れをやらせておるが、今日はたまたま外に出ているのでな。手伝ってくれ」

「はい」

　ミルザはメビィから革の手袋を渡される。

「これは？」

「ここにあるものは、かぶれるものも多い。草を引くなら、それをはめてやれ」

　しばらくふたりで黙ってその庭の手入れを続ける。そうして雑草を抜いていたミルザは、ある種類の薬草が広い範囲で摘まれているのに気づいた。手を止めて無言でそれらを見つめているミルザの様子を見て、メビィが体を起こす。

「気づいたか」

「どこかで、戦が起きているのですか？」

　葉がなくなっているのは、主に鎮静系、止血系の植物だ。それは、どこかで少なくない数の負傷者が出ていることを示している。さきほどルウスと平和について話をしただけに、その光景はミルザには不安に映った。

　しばらくじっと立っていたメビィは、また腰を落として手入れをしながら、ぽつぽつと話し始める。

「戦というほどのものでもない。最近、近衛の連中が怪我をする事件が続いている。どうやらナトリアの仕業らしい」

「ナトリアの？　まさか。だって、ナトリアとは講和を……」

「そうだな。ナトリアだという証拠は、まだはっきりとは掴めていないらしいが、それが本当ならとんでもない話だ。しかも、被害を受けているのは、どうやらレギだけではないらしい。トルシリアでも、同じような被害が起きていると報告されている」

「トルシリアまで？　いったいなぜでしょう」

　考え込んでいるミルザに、メビィは眉間に刻んだしわを、さらに深くした。

「癒やしの聖女」

「え？」

　メビィがつぶやいた言葉に、ミルザは大きく目を見開いた。

「数年前から、グラキエ山脈のふもとあたりに不思議な女性が現れているらしい。その女性は、伝説の聖女そのままに、人々の怪我や病気を治すことができるという噂だ。どうやら近衛とやり合っている連中……ナトリアとは表立って呼べないから、わしらは、例の組織とか闇の組織とか呼んでいるが、そいつらはその女性を手に入れようとして、めぼしい女性を襲っているようだ。グラキエ山脈に接している国は、うちとトルシリアだけだからな」

　言われて、ミルザには思いあたることがあった。

「もしかして、以前から起こっている若い女性ばかり被害にあう事件というのは……」

「知っているのか。そういえば、あんたも山のほうの出だったな」

「ラートです」

「そうか。狙われた女性は、一様にひどい傷を負わされて殺されている。ちょうど、あんたくらいの若い娘さんたちばかりだ」

　メビィの言葉に、ミルザは、思わず立ち上がっていた。

「サーザ……！」




　城内にある近衛騎士団の駐在にいるのは主に精鋭部隊といわれる第一団だ。総団長を兼ねる団長のターグのもと、騎士侍従を含む約三十名が交代で詰めている。

　メビィに場所を聞いてそこにたどり着いたミルザは、しばらく迷った後、その扉を叩いた。

　中から短く返答があって、ミルザはこわごわ扉を開ける。

「失礼します」

「おや、ミルザちゃん」

　返答をしたのはターグだった。初めて会ってから何度か顔を合わせているが、気取らないターグの性格に、すっかりミルザも慣れてしまった。

　部屋の中では、ちょうど昼食のために帰城していた数人の近衛兵がめいめいに装備を解いてる。

「どうした？」

「あの、以前陛下に聞いたのですが、私の家に近衛の方がついてくださっていると……」

「ああ、うん」

　ミルザの切羽詰まった様子に、ターグはミルザがなにを心配しているのかを察した。

「今でも、いらっしゃるのですか？　妹は、サーザは無事でいるのでしょうか」

「事件のこと、聞いたのか」

「はい」

　ターグはミルザを安心させるように穏やかな笑顔を浮かべる。

「安心しな。妹さんは今、パレの都にいる。『ウェール』っていう雑貨屋に身を寄せてるよ。あの家でミルザちゃんを待つとがんばっていたんだが、さすがにひとりでいるんじゃ不用心だし、頼れるところがあるならそっちに行けと説得したんだ」

「そう……ですか。よかった」

　ほっとしてミルザは表情を緩めた。セルマのところにいるなら、サーザのことは心配しなくてよいだろう。

　もしサーザになにかあったときに、自分がそばにいれば彼女を助けられるかもしれない。もう、助けられるはずの命を失うことはしたくなかった。自分さえいれば、父を、そして母を助けられたかもしれないという後悔を、ミルザはけっして忘れることができない。

　ミルザはもう一度表情を引き締め、ターグに尋ねた。

「もしかして、陛下は私のことも心配してここに留めておられるのでしょうか」

　ターグは、肩をすくめて苦笑する。

「まあ、それもあるな。調べたらあんたラートの出だったし。心配するといけないと思って事件のことはずっと黙ってたんだけど、逆に心配させちゃったみたいで悪かったな」

「近衛の方でお怪我をされた方も多いと聞きました」

「たいしたことはないよ。荒っぽいことには慣れてる。怪我をするのは、鍛錬を怠ってるような新米ばかりだ」

　ちらりとターグはあるひとりの若い近衛兵に視線を向けた。その言葉で、周りにいた近衛兵たちがくすくすと笑い始め、中心にいた若い近衛兵は、むっとしたように眉をしかめた。

「団長、もしかしてそれ、俺のこと言ってます？」

「自覚があるなら、もっとまじめに訓練しろ。ついでにお前、彼女になんか言うことがあるんじゃないか？」

「あ？　ああ……こないだは悪かったよ」

　ミルザの顔を見て、その近衛兵はばつが悪そうに視線を逸らした。先日、ミルザに向かって矢を射かけてしまった少年だ。

　それだけで言葉を止めた少年を、ターグがわざとらしく睨みつけている。少年は、あきらめたようにため息をついた。

「あの後、陛下にも団長にもさんざん説教されたんだ。……ごめんな。俺さ、武器が使えるって、浮かれてた」

　ちらちらとターグの様子をうかがいながら、少年はたどたどしくミルザに言った。

「剣を振り回すのも、弓を引くのも、ただかっこいいだけだと思ってた。けど、俺、あんたを危険な目にあわせるまで、武器が人を傷つけるものだなんて、知っていても、わかってなかったんだ」

　殊勝なその様子を、ミルザは黙って見ている。

「陛下直属の近衛、しかも一団に放り込まれてさ、ちょっと偉くなった気でいた。ほかの貴族のボンボンよりも格が上だぞ、って誇らしかった。でも、本当に誇るべきとこは、そこじゃなかったんだよな。ちゃんと武器が使えるように、もう少し精進するよ。今度はあんたたちを守るために。だから、なんつーか、その……本当に、申し訳ありませんでした！」

　叫ぶように言って、姿勢を正した少年は勢いよく頭を下げた。

「ま、とりあえずはよくできました」

　ぽんとターグが少年の頭に手をのせた。居心地悪そうに、少年が身じろぐ。そんな様子をミルザは微笑ましく見ていた。ターグはやる気がないと言っていたが、どうやら根は素直な少年らしい。

「だが、その口調はなんだ。ちゃんと敬語を使え」

　厳しく飛んだ別の近衛兵の言葉に、少年は口を尖らせた。

「だってその女、俺と同い年なんでしょ？　堅苦しくなる必要もないっすよ。あんただってそう思うだろう？」

　悪びれないその様子に、とうとうミルザは噴き出した。

「はい。それで結構です」

「な？　だから、あんたも敬語なんてやめろよ」

「そういうわけには……」

「いいっていいって。俺、コリン・ガネル。コリンでいいよ。ミルザ？」

「ふふ……わかったわ。コリン」

「すみませんね、お嬢さん。本当にしつけがなってなくて」

　年配の近衛兵が、申し訳なさそうにぐいぐいとコリンの頭を下げさせた。

「いえ。近衛の方々って、もっと怖い人たちなのかと思っていましたけれど、少し安心しました」

　ミルザが微笑むと、それまで様子をちらちらとうかがっていたほかの近衛兵たちが、いっせいに話しかけてきた。

「近衛って言ったって、怖くはないですよ」

「見た目はこんなだけど、俺たちみんな、気のいい奴ばかりだし」

「それ、自分で言うか、お前」

「なんだよ、嘘じゃねえだろ」

「よかったら、またここにも遊びに来てください」

「あ、お茶飲みます？」

「こらー！」

　突然に騒がしくなった駐在に、ターグの怒声が響いた。

「お前ら、なにやってる！　とっとと飯食って、午後は市内の見回りだ！」

　慌てて近衛兵たちが、わらわらと出ていった。それをミルザは笑いながら見送る。サーザの近況を知ることができて、ようやく安心することができた。

「ったく、きれいなお嬢さんを見るとすぐこれだ。王国近衛騎士団の名が泣くぜ」

「楽しい方々なのですね」

「体は鍛えているが、頭の中はもう少しだな。一歩間違うと、間抜けの集まりだ。ま、それで気晴らしになるなら、また寄りな。ただし、俺がいなかったらすぐ回れ右して逃げろよ」

　真面目な顔で言ったターグに、ミルザは笑ってうなずいた。




　昼食を終えて、ミルザがまた書庫で本を読んでいたときだった。

　乱暴に部屋の扉が開く音が聞こえて、ミルザは何事かと読んでいた本を閉じる。そっと書庫から顔を出すが、そこには誰もいない。不思議に思って部屋の中を探すと、見覚えのある上着がソファに投げられていた。

「ザジ様……？」

　それを手に取ってあたりを見回すと、寝室のとばりがわずかに揺れていた。近づいて覗き込むと、ザジがベッドにうつ伏せに倒れ込んでいる。どうやら眠っているようだ。

　ザジの朝は早い。ミルザも習慣で早く起きてしまうが、そのミルザでも目覚めたときにザジの姿を見ることはまれだ。

　しばらくその様子をうかがっていたが、起きる気配はまったくない。とりあえずミルザは、ザジの下になっている毛布を無理やり引っ張り出すと、その体にかける。ついでに、履いたままだった靴を苦労してなんとか脱がせた。その間もピクリとも動かないザジを、ミルザはまじまじと見下ろす。その表情には疲労の色が薄く表れていた。

　朝早くに城を出て、部屋に帰ってくるのは深夜だ。

　ザジは国政を大臣任せにしない。前国王の時代にいた議会の関係者は、そのほとんどが解雇された。今残っている議員は、数名の大臣と司祭、それに第四王子のみだ。議会がそうだからなのか、それとも性格なのか、ザジは自ら議会の案件に対して精力的に活動している。その上で国王としての公務もこなしているのだから、疲れるのも当然だろう。

　長めの前髪が乱れて、半分ほど枕に埋まっているザジの顔にかかっていた。

　ミルザは緊張しながら手を伸ばすと、その髪をそっとはらった。触れた髪がやわらかかったのは、ミルザにとって意外だった。ザジが起きないのをいいことに、ベッドのわきに膝をつくと、今度は試しに一房手にしてみる。

　日に当たったその黒い髪の中に、ちらちらと紫の色が光っていた。

　この紫の色は、ミルザもシャラガの一族でしか見たことがない。そのせいか、紫の髪を持つものは癒やしの聖女に選ばれた人間だというのが通説だ。真偽のほどはわからないが、たしかに王族すべてがこの色を持つわけではなく、王となり国の中心となるべき王族だけに、よりこの色ははっきり表れる。逆に、国政から離れていったものは次第に紫色が薄くなり、ほかの国民のような濃い黒や茶の髪の色になっていくのだ。

　ミルザは、眠っているザジの顔を覗き込んだ。その顔は、普段のしかめっ面と違って穏やかだ。

　ミルザは男性の顔に対して美醜を気にしたことはないが、それでも、ザジの顔が世間一般でいわれる美男子の部類に入ることはわかる。

　その表情を隠している髭がいけないのではと思いかけて、ミルザは気づいた。

　髪と同じく紫の浮いた黒い髭は、いかつい雰囲気を醸し出して彼を年よりも上に見せている。もしかして、それがザジの意図するところであろうか。

　この国の、頂点に立つ王。

　国民の多くは、一生のうちに一度だって口をきくことすらないだろう。まさかその王の寝顔を自分が見ることになるなんて、ミルザは想像もしていなかった。

　そのまま寝顔を眺めていると、ミルザはふと奇妙な既視感に襲われた。

（もしこの髭がないとしたら……この顔……）

　ミルザはシーツの上に顔をのせてザジの正面に向かい合うと、その顔を見つめた。

　規則正しい寝息を聞いていると、ミルザの瞼も自然に落ちてくる。

　うらうらと暖かい部屋の中で、いつしかミルザもその場に眠り込んでしまった。




　ザジが目を覚ますと、目の前に眠っているミルザの顔があった。

　その距離の近さに、ザジは瞬時に体を引く。ぎしり、とベッドが揺れたが、ミルザに起きる気配はない。

　鼓動が収まる頃に、ようやくザジは、自分の体にかかっていた毛布に気がついた。

　これをかけて、そのまま眠ってしまったのか。ザジはその前の夜、ミルザがうなされていたことを思い出した。夕べしっかり眠れていなかったために、うたた寝をしてしまったのかもしれない。起こすために声をかけようとして、ザジは動きを止めた。

　傾きかけた日のやわらかい光の中に、淡い金の髪がほのかに反射している。小さな寝息を立てて穏やかに眠るその頬は、透き通るほどに白い。よく見れば、小さいそばかすがいくつかあるのがご愛嬌だ。

　あきれるほど無防備に眠るその姿から、目が離せなくなる。いつも抱き上げるのは闇の中だったから、これほど間近で彼女の顔を見るのは初めてだった。

　いや……あの時以来か、とザジは思いなおし眉をひそめる。

　ミルザを助けるためとはいえ、つらい思いをさせてしまった。あの一件は今でも、ミルザだけでなく、ザジの心にも重くのしかかっている。

　あられもない彼女の姿を人前にさらすことはためらわれたが、結局、ザジにはあれしか彼女たちを救う手立てが見つけられなかった。彼女の体に傷をつけずに済んだことは、不幸中の幸いだったのだ。

　きっと自分が恨まれることになるだろうとは、わかっていた。だからといって、ほかの人間にやらせるわけにはいかなかった。ましてや、ナトリアで罪人に行われるようなひどい拷問や、体の一部を損なうような罰など、彼女に対してできるわけがない。

　だが結果的に、ミルザに恐怖を与え、消しようのない屈辱を味わわせてしまったのは紛れもない事実だ。自分が許されるとは思っていない。

　ミルザに触れないまま、ザジは声をかける。

「おい……起きろ」

　それでもミルザは目を覚まさない。ためらいながらザジは、その肩を揺らしてみる。

「ミルザ」

　小さく名前を呼ぶと、ミルザは暗緑色の瞳を半分ほど開いて顔を上げた。

「ザジ様……おはよう……ございます……」

「こんなところで寝たら、風邪を引く。起きろ」

「はあい……」

　そう言ってミルザはまた、こてんとベッドに顔を戻してしまった。それを見て、ザジは苦笑する。

　朝の目覚めはいいようだが、ミルザは一度眠ってしまうとなかなか目を覚まさない。ザジがミルザをベッドに移すときにひと言ふた言言葉を交わしていることも、ミルザはまったく覚えていないらしい。

　ザジはベッドから起き出すと、代わりにベッドからずり落ちかけているミルザを抱え上げてベッドへと移す。軽々と浮いた体は、温かくやわらかい。

　横たえた瞬間、ふわりと少女独特の甘い香りがザジの鼻先をくすぐった。

　微かに開いた唇。長いまつげ。規則正しい寝息に合わせて、胸のあたりが小さく上下している。

　その唇は、どれくらい甘いだろう。その肌はどれほどに、すべらかだろう。切なく漏れる声は、どんなふうに耳孔に響くだろう。

　ザジが抗いがたい誘惑にさらわれそうになった瞬間、眠っていたミルザが身じろいだ。

「ん……サーザ……」

　はっと我に返ったザジは、無意識のうちに伸ばしかけていた手を急いで引く。ミルザは、目を覚まさない。

　ザジは大きくため息をつくと、体の中で暴れる熱を振りきるように少しだけ乱暴にミルザに毛布をかけた。そして眠るミルザに背を向けると、身支度を整えて足早に部屋を後にした。




　その夜、ベッドに横たわったまま、ミルザは暗い天井を見つめていた。

　あの後、レイラが夕飯を持ってくるまで、ぐっすりと眠ってしまった。気がついたときにはザジの姿はなく、ザジが寝ていたはずのベッドに自分が寝ていた。昼寝というよりももう少し深く眠ってしまったらしく、夜になって明かりを消してから長い時間が過ぎても、ミルザは眠れずにいた。

　少し本でも読めば眠くなるかと思うが、向こうでザジが寝ていると思うと明かりをつけるわけにもいかない。先ほどから何度も寝返りを繰り返して、また、ごろんと壁を向く。今夜は月もなく、いつにも増して部屋が暗い。

　すると、とばりの向こうでザジが動く気配がした。手洗いにでも行くのかと思ったが、足音を忍ばせてゆっくりとミルザのいる寝室へと向かってくる。

　それに気がつくと、ミルザの心臓は急に早鐘を打ち始めた。

（まさか……）

　静かにとばりがめくられた。そのままザジは立ち止まって、中の様子をうかがっている。ミルザは毛布の下でぎゅっと両手をきつく握りしめた。

　ついに、とミルザは思った。ついにその時がきたのだ。今まで、なにもされなかったほうが不思議だったのだ。ザジがその気にさえなれば、いつだってミルザは彼の手の届くところにいた。

　ミルザとて経験がないわけではない。なにをされるかくらい、わかってはいる。心臓は痛いほどに高鳴るが、不思議と嫌な感じはしなかった。

　起きたほうがいいのか、それともザジに声をかけられるまでは眠ったふりをしておいたほうがいいのか、どうするとも決められずミルザは結局固まったまま動けない。

　だが、開けられたとばりはまた静かに下ろされた。なにも言わないまま、ザジは寝室から離れていく。

（え？）

　肩透かしをくったような気持ちでミルザが耳を澄ましていると、ザジがなにやらごそごそと動いているのが聞こえた。ひとしきりなにかをした後で、またザジがこちらへと来る気配がする。

　そのまま様子をうかがっていると、ミルザの横を通ってザジがなにか硬いものを足もとに置く音がした。ふわりと甘い香りが漂ってくる。

「ラベンダー……？」

　ついつぶやいてしまったミルザの目に、立ち上がりかけたザジが動きを止めたのが見えた。

「……起きていたのか」

「はい」

　あたりに漂う香りは、甘く眠りを誘う香りだ。ベッドの上に体を起こすと、ミルザはザジの足もとを覗き込んだ。薄暗くてよく見えないが、なにかをこんもりとのせた皿がひとつ、置かれている。匂いからして、乾燥させたラベンダーだろうとミルザは見当をつけた。

「これは、どうされたのですか？」

　ザジを見上げると、その影は珍しく落ち着かない様子でそわそわしている。

「お前が……」

「はい」

「夕べ、うなされていていたし、どうも今夜も寝つきが悪いようだったので」

　歯切れ悪くそう言ったザジに、ミルザは目を見張る。

　ラベンダーには、気分を落ち着ける作用がある。

「では……私のために……？」

「もう寝ろ」

　ミルザの問いには答えず、ザジは背を向けた。とばりを開けて、一度振り向く。

「なんだ、夜ばいでも期待したのか？」

「え……」

　おそらくそれは、ザジの照れ隠しの発言だったのかもしれない。しかしミルザは、違うと即答できなかった。できない自分に、ミルザは驚いていた。

　無言になったミルザに鼻白んだのか、やはり無言のままザジはとばりの向こうに姿を消した。残されたミルザは、ベッドの上で呆然とする。

　抱かれることなど、望んではいない。なのに、ザジに求められることを無意識のうちに期待し、違ったとなると心のどこかで失望している自分に衝撃を受けていた。

　ミルザは、ザジの置いてくれたラベンダーに視線を落とす。穏やかな香りが、闇の中でミルザを包んでいた。




「……私の顔、なにかついてる？」

　先ほどから横顔に強烈な視線を感じていたレイラが、ついに居たたまれなくなってミルザを振り向いた。ソファに座って本を手にしたミルザは、レイラと目が合うとため息交じりにつぶやいた。

「うん……レイラって、美人よね」

「はあ？」

　たしかに気の強さがそのまま表れたように、レイラは目もとのきりりとした美人だ。常に姿勢のいいその体は、ほっそりとしているが出るところは出て女性であることを強く主張している。

「どうしたら、レイラみたいな色気って身につくのかしら……」

　レイラは花瓶に活けようとしていた花をテーブルに置くと、あらためてミルザを振り返る。

「どうしたのよ、急に」

　あきれたようなレイラの声に、はっとミルザは我に返った。

「あ、ごめんなさい。なんでもないの」

　慌ててミルザは手もとの本に視線を落とした。その様子に、レイラはくすりと笑う。

「最近、ミルザ、おかしいわよ」

「そんなことないわ」

　ミルザは再び本から顔を上げると、窓の外へと目を向ける。

　今日は朝からけぶるような雨が降っていた。

　ザジはレギの中央を流れるルコール川上流の視察に行くと言って、早くに出ていった。治水に関して、なにやら決定をしに行くらしい。今朝はまだザジがいるうちにミルザが目を覚ましたので、少しそんな会話をしたのだ。

「ミルザだって十分美人よ？　そりゃ私には劣るけど。ねえ、ちょっと聞いてる？」

「んー……」

　上の空で外を眺めるミルザの顔を、花を切っていたハサミをちゃきちゃきと手遊びしながらレイラは覗き込んだ。ミルザは、深いため息をつく。

「私って、魅力ないかなあって、ちょっと思って。やっぱり男の人って、レイラみたいに大人の色気のある女性のほうがいいのかしら」

「それは好みにもよるし人それぞれだと思うけど……陛下となにかあったの？」

「なにかもなにも……別に、なにも……」

「あらあら、欲求不満？　最近、ご無沙汰なのかしら？」

　含むように笑われて一瞬きょとんとしたミルザだが、レイラがなにを言っているのかわかると、かっとその頬を染めた。

「ご、ご無沙汰もなにも、私、陛下とそんなことしてないわ」

　今度はレイラが、きょとんとした顔になった。

「え？　あの……陛下と毎晩、うふあはって……」

「してないわよ！　あの部屋に来てから、一度もね！」

「はあああ!?」

　――カランカランカラン。

　あんまり驚いたのか、レイラの手からハサミが落ちた。

「だって、じゃ、なんのために陛下はあんたをずっと自室に閉じ込めたままにしているの？　あんたがこの城に来てから、もう一ヶ月近くにもなるじゃない！　冗談はよしなさいよ！」

「私のほうこそ、理由を知りたいわよ！　とにかく、陛下は同じ部屋にいたって私には指一本触れてないんだから！」

　ついつい出てしまった自分の言葉に、はっとしてミルザは口もとを押さえる。レイラはぱかりと口を開けて絶句していた。

「あ、だからって、その、別に、なにかしてほしいってわけじゃないのよ？　けど……」

　ミルザは赤くなってもごもごとつぶやき、視線を逸らす。その様子を見て本当に冗談ではないことを知ると、レイラも大きくため息をついた。

「手を出されないっていうのも、それはそれで気になるわけね……」

　ザジの部屋に連れてこられたときは、サーザを守るためにミルザはそうなる覚悟を決めていた。ミルザの世話をしているレイラたちも、口にこそ出さないが、ミルザとザジがそういう関係だと思っていた。

　だがその思いに反して、ザジはいっこうにミルザに触れてくる気配すらない。ミルザは複雑な気持ちだった。

　その時、あわただしい様子で部屋の扉が叩かれた。

「レイラ様」

　扉を開けたのは、メイドのひとりだった。

「どうしたの」

「あの、今、大臣たちが戻ったのですが……」

　視察に行った大臣たちが戻るのは夕方の予定だった。時刻はまだ昼前。そのメイドの顔は真っ青だった。不穏な空気を察して、ミルザは立ち上がる。レイラが厳しい声で聞いた。

「なにかあったの？」

「陛下が、ルコール川に落ちて……」

　それを聞いた瞬間、ミルザは心臓がぎゅうと絞られるような痛みを覚えた。

（ザジ様……！）

「なんですって!?　すぐに行きます！」

　急いで身をひるがえしたレイラに続いて、ミルザも一緒に部屋を飛び出した。










赦し




「ターグ様！」

　転がるように駆け寄ってきたミルザに、厩舎で馬の手綱を柱にくくりつけていたターグは振り返った。

「おや、どうしたんだいミルザちゃん。こんなとこまで」

「あのっ！　ザジ様は!?」

「ザジ？　今しがたケイジ大臣と城下へ向かったところだが……」

「ああ……」

「おっと」

　息を切らしたミルザは、その場でふらりと倒れそうになる。慌ててターグはそれを抱き留めた。そのターグを見上げるミルザの目は、不安に満ちていた。

「陛下が川に落ちたと聞いて……」

「うん、堤防が雨で緩んでいて、ちょうど俺たちが歩いていたときに崩れたんだ。何人か川に落ちたけど、みんな無事だよ」

　ミルザの手を取って立たせてくれるターグも、その場にいた数人の近衛兵たちも、泥にまみれてびしょ濡れになっている。

　落ちた者を助けようと川に飛び込んだ近衛兵たちの中にも水を飲んでしまった者がいたので、急きゅう遽きょみんな城へと戻ったのだ。怪我をした者たちは、医師やメイドたちによって手あてされている。ターグは、無事だったほかの近衛たちと一緒に現場となった土手の保全を行って安全を確かめてから、ちょうど帰城したところだった。

　そのどちらにも、ザジはいなかった。

　ミルザは、ザジが着替えた後にまた外へ出たと聞いて、慌てて厩舎までやって来たのだ。

「陛下は、大丈夫なのですか？」

「水も飲んでないし、ぴんぴんしていたよ。でも、そういえば少し顔色が悪かったかな。あいつのことだから、風邪なんて引かないと思うけど。ま、大丈夫だろ」

「でも……！」

　必死な顔のミルザに、ターグは少しばかり意地の悪い笑みを浮かべる。

「それともあの顔色の悪さは、毎晩ミルザちゃんに夢中になっている証拠かな。寝不足なんじゃないか？　あいつ」

「そんなこと」

　ミルザの気を軽くするためか、ターグはわざとからかうような発言をした。その言葉の意味を察して一瞬赤くなるも、寝不足という言葉にミルザは、はっとする。

　いまだザジはミルザにベッドを譲って自分はソファで眠っている。起きているときの姿を見る限り疲れているようには見えないが、やはりしっかりと眠れてはいないのかもしれない。

　ターグはほかの近衛兵に指示を出してから、考え込んでしまったミルザを城の中へと促す。そのままでは、ミルザまで雨でびしょ濡れになってしまう。

　歩きながら、ターグはミルザに尋ねた。

「そんなにあいつが心配かい？」

「それは、もちろん」

「うらやましいね。それほどに心配してもらえるなら、俺も少しばかり流されてみりゃよかったかな」

「ターグ様！」

「冗談だよ」

　笑えない冗談に、珍しくミルザは柳眉をつり上げた。そんなミルザをからからと笑って、ターグは城の扉を開けた。

「そうか。……あいつのこと、あんたはそんなふうに思ってくれているんだな」

「……え？」

「俺さ、あいつとは結構長い付き合いだけど、それでも、あいつの寝顔ってろくに見たことないんだぜ？」

「どういう……ことですか？」

　ふいに話題が飛んだと思ったミルザが見上げたターグの顔は、存外真面目なものだった。

「俺の知る限り誰の前でも、あいつは王の顔しかしたことがない。気を緩めることがないんだ。だから、人前で居眠りなんてしたことないし、仮眠していても誰かが近づこうとするとその気配だけで目を覚ます。あいつと同じ部屋で眠れる、それだけでもうあんたは、あいつにとってほかの人間とは違う特別な存在なんだよ」

　ミルザは眠っているザジの顔を思い出した。近づこうが毛布をかけようが、転がして靴を脱がせようが、ザジは目を覚まさなかった。そんなザジを、ミルザ以外誰も見たことがないというのだろうか。

　自分だけがそんなザジを知っているという思いに、ミルザの胸が熱くなった。

　ターグは、まだ降り続く雨を眺めながら、低い声で言った。

「あいつは国王でいるために、人に対しても自分に対しても、弱みはけっして見せない。この国を守るために、自分すらも殺して戦い続けているんだ。大国の王という立場上、そうあるべきだということはわかっている。だからといって、一分の隙も見せず気を張りつめたままでいるなんて、尋常な精神力じゃない。その原動力がどこからくるのかを不思議に思ってはいたけれど……もしかしてあんたなら、それを知ることができるかもしれないな」

「ターグ様でも、陛下のことで知らないことがあるのですか」

　国王とその臣下、という立場にはあるが、ふたりの間に流れる空気はいつもやわらかい。それは、親友とも呼べる関係だとミルザは感じていた。そのターグにも、ザジのことで知らないことがあるとは思わなかった。

　ミルザの言葉に、ターグはにやりと意地の悪い笑顔を浮かべた。

「お互い、悪いところもいいところも知ってるよ。あんたに言えないようなこともたーくさん、ね。あいつ、昔から無口でおとなしい奴だったからしょっちゅういじめてたけど、あの頃の性格を考えたら、まさか王になるとは思いもしなかった。俺も、王があいつでなかったら、今ここにはいなかっただろうし」

　そのターグの前でさえ、ザジは気を張りつめているのだ。

「陛下には、心からくつろげる場所があるのでしょうか……」

　ミルザはいつか行った岬の光景を思い出す。ザジがどんな思いであの景色をひとりで見ていたのか、それを考えるとミルザは胸が苦しくなった。

　ほろりとこぼしたミルザの言葉に、ターグは優しく微笑んだ。

「俺は、それがミルザちゃんなのかと思ってた。ようやくあいつも、息をつける場所を見つけたんだなあ、って。まあ、それはあくまで俺の考えだからあんたに押しつけるつもりはないけれど……もしあんたがそれを踏まえた上であいつを支えてやってくれるなら、俺は嬉しく思うよ」

　ミルザは言葉を返せなかった。




　夕飯にはまだ少しばかり早いという時間に、部屋の扉がほとほとと叩かれた。

「はい？　レイラ？」

　ザジなら扉など叩かずに勝手に入ってくるはずだ。ほかにこの部屋を訪れる者がいるなら、それは多分レイラだろう。

　ミルザが返答をすると、やはりレイラが扉を開けて入ってきた。だがひとりではない。ミルザが初めて見る年配の男性と一緒だった。

「ミルザ、陛下お戻りになられている？」

「いいえ。まだこちらには見えていないわ」

「そう。陛下に来客なのだけれど……まだ城下から帰っていらっしゃらないのね。この時間には帰ってくるように言っておいたのに。どうしましょう、ガネル様」

　ミルザは、レイラが話しかけたその男性に視線を向ける。ミルザの父親が生きていれば、ちょうどこのくらいの年なのかもしれない。身なりのよい上品な男性だった。

　その男性は、レイラの視線を受けると肩をすくめて苦笑した。

「戻ってこないものはしょうがない。マコーリー侯爵とお嬢さんには、申し訳ないがお帰りいただくとしよう。すっぽかすつもりもあるだろうが……ケイジ大臣だけ帰ってきたところを見ると、おそらく拗すねてるんだろうな」

「さんざん、叱られましたものねえ」

　顔を見合わせて苦笑するふたりに、ミルザは目を丸くする。すさまじくザジに似合わない言葉を聞いたような気がした。

「拗ねる……？」

「そうなのよ。実はね」

　ミルザはザジが川に落ちたと思って心配していたのだが、落ちたのはザジではなく、視察に同行していた大臣ふたりと測量の技師ひとりだった。それを助けようと近衛兵が水に飛び込んだのだが、その中にザジも交ざっていたのだという。

　国王がそんな危険なまねをしてなにかあったらどうするんだと、落ちた大臣本人たちにこんこんと説教され、どうやら機嫌を損ねたらしいザジはいまだに帰城していないようだ。

「では陛下が戻り次第、つかまえて議会に連れていきます」

「頼むよ、レイラ。こうすっぽかしが続くようなら、一度しっかりと話し合わなければいけないようだな。それと、少し彼女と話していっていいかな」

　そう言って男性はミルザに視線を向けた。困惑するミルザに、男性はやわらく微笑む。

「こんばんは、ミルザ。私はこの城で宰相をしているガネルと申します」

　宰相といえば、議会の最高責任者だ。緊張したミルザに、大丈夫というように笑ってみせて、レイラは部屋を出ていった。

　この部屋にも慣れているのか、ガネルは自分でさっさとソファに座ってミルザにも座るように勧める。その正面に座りミルザが姿勢を正すと、ガネルは朗らかに話し始めた。

「先日はうちの愚息が失礼をしました」

「息子さん……？　あ」

　ガネルという名前にミルザは聞き覚えがあった。

「コリンの、お父さまでいらっしゃいますか」

「はい。父です」

　そう言いながら少し照れたように笑う顔は、あまりコリンに似ているとは思えなかった。おそらく、コリンは母親似なのだろう。

「もう少しで妙齢の女性に傷をつけるとこだったと後で聞いて、まったく肝を冷やしましたよ。ご無事でなによりでした」

　傷、という言葉に、ミルザは反射的に自分の体を抱きしめてしまう。

「……陛下が助けてくださいましたし、コリンも丁寧に私に謝ってくれました」

「そうですか。ひとり息子だからと、妻が甘やかしてしまいましてね。私が議会のことにかまけているうちに、お恥ずかしいことですが、気がついたらあんな能天気な息子ができあがってしまいました。先日、ひどい顔して帰ってきたのでどうしたのかと聞けば、陛下に一発殴られたとのこと。理由を聞いて、私も反対側にもう一発入れておきましたので、それで勘弁してください」

　豪快に笑ったその男性に、ミルザは目を丸くする。宰相らしからぬ気さくな態度に、自然とミルザの緊張もほどけていった。顔は似ていないと思ったが、大らかな雰囲気はたしかにコリンによく似ている。

「コリンは、とてもまっすぐな青年だと思います」

　つられてわずかに笑みを浮かべるミルザを、ガネルは正面から見つめた。

「思ったことをはっきりと口にするので団長や副団長たちにはよく叱られてますが……そんなところに、裏のない素直な性格が表れているように見えます。周りを笑顔にしてくれる、コリンはそんな雰囲気を持っていますね。きっと、たくさんの愛情を受けて育ったのでしょう。彼のくったくのない笑顔が、私は好きです」

　心持ち、ガネルの目が見開かれる。

「礼儀知らずも、言葉を選べば美徳になりますね」

「自慢できる息子さんだと思いますよ」

　微笑むミルザとは対照的に、ガネルは少しばかり情けない顔になる。それは国を背負う宰相ではなく、ひとりの父親の顔だった。

「そんなふうに言っていただけると、あんな馬鹿息子でもつくっておいてよかったと思えますな。けれど、私はあいつに対して始終小言ばかりを並べ立ててますし、こんな父親はうっとうしいと思われてることでしょう」

「たとえ小言でも、見ていなければ言えないことです。身近にいて自分を見ていてくれる……それがたとえようもなく幸せなことなのだと、コリンもいつか気づいてくれるでしょう」

　ミルザは少しだけ視線を落とす。

「私の父は私が十二歳の時に亡くなりました。旅先で事故に巻き込まれたのです。そのすぐ後に母も、やはり遠出した先で病に倒れ帰らぬ人となりました。家から送り出したときは、ふたりとも二度と会えなくなるなんて思ってもいませんでした。両親に伝えたいことやしてあげたいこと、してほしいことは、まだまだたくさんあったのに……だから、もし小言ばかりをコリンにおっしゃってると悔いておられるなら、たまには優しい言葉もかけてあげてください。今日と同じ日がまた明日も来るとは限らないのですから」

「ふむ」

　ミルザが顔を上げると、真面目な顔で自分を見つめるガネルと目が合った。言いすぎたかと、ミルザの頬が赤く染まる。

「差し出がましいことを申しました。お気に障りましたらお許しください」

「いや、とんでもない。あいつと同じ年とは思えないですな。しっかりしたお嬢さんだ」

「すみません……」

　なんとなく謝るミルザに、ガネルはまたからからと笑う。

「謝ることはないですよ。そうか。レイラにも聞いてはいましたが……陛下はこういうお嬢さんを選んだんですね」

「え？」

　急にザジのことを持ち出されて、ミルザは怪訝な顔をする。

「それに、あなたに謝らなければならないのは私のほうだ」

　そう言うと、ふいに真剣な眼差しになってガネルは言った。

「あの日……ナトリアの大臣が城を訪れた日、陛下にあなたを殺害するように助言したのは私です」

　はっとミルザは体を硬くした。視線を逸らすことなく、ガネルは正面からミルザを見つめている。

「あの日、どうにかあなた方を助ける方法はないかと陛下から相談されました。村娘のひとりやふたり、それでうまく収まるならナトリアの大臣にくれてやれ、と言ったのですが、陛下はそれをかたくなに拒まれました」

「陛下が……？」

「ええ。向こうの手に渡してナトリアでひどい目にあわせるくらいなら、いっそその場で殺してしまったほうがマシだとも言いました。それができないなら、娼婦のように裸踊りでもさせておけ、と。そうでもしなければ、あの変態大臣の自尊心や欲望を満たすことはできなかったでしょう。あれほど思いつめた陛下のお顔は、久しぶりに拝見しましたよ」

「そんなこと……陛下は、ひと言も……」

「誰が言いだしたことだとしても、実行する以上は、それは人のせいではなく本人の責任です。それをわかっておられるから、陛下は言い訳などされません」

　凛としたその表情を、ミルザは息を詰めたまま見返す。

「ですから、陛下の言い訳は私がします。私は宰相として、この国を守る義務がある。失礼を承知でいえば、国ひとつを守るためなら、あなたひとりくらい犠牲にしても私は仕方がないと考えていました。陛下とて同じです。国王として国の不利益になることは選べないはず。けれど、陛下はなんとかあなたたちを守ろうとした。あの仕打ちは、陛下の本意ではなかったのです。そのことだけは、私の口からどうしてもあなたに伝えておきたかった」

「そう……だったのですか」

　宰相の立場を思えば、それは当然の考え方だとミルザにもわかる。なのに、なぜ、そこまでしてザジはミルザを守ろうとしたのだろう？

　考えを巡らせるミルザの様子に、ガネルは困ったように笑んだ。

「なにを言っても、あなたを傷つけた事実は変わらないのですから、本来ならこんなことも言う必要はないのかもしれません。ですが、あなたは今、陛下のおそばにいらっしゃる。私は陛下をお小さい頃から見てきておりますのでね。彼が恨まれるようなことは、あるよりはないほうがずっといい」

　照れたように笑うその顔は、先ほどコリンのことを話しているときと同じ顔だった。

　長く前王に仕えていたガネルは、亡き王の宰相でありまた親友でもあった人物だ。当然、王子たちも生まれたときから知っている。次代の王になるべき彼らを、ガネルも当時の王と一緒に見守ってきたのだ。そこにはただの主従関係だけではない絆が存在する。

　国を守るためとはいえ恨まれなければならないザジを、少しばかり気にかけた末の言葉だった。

「もともとあなたにはしばらくこの城に滞在して療養していただこうと思っていました。まさか陛下が自室に閉じ込めてしまうとは思いませんでしたので、うまくレイラたちに伝わらずにつらい思いもさせてしまいましたが……。陛下に関してだけいえば、少し安心しました」

「安心……ですか？」

「ええ。今までどれほど条件のよいご令嬢たちを紹介しても、陛下は興味を示したことがなかったのです。その陛下が今、女性を身近に置いている。あなたの負担になっていることは重々承知しておりますが、正直、女性に興味がないのかとも思い始めていたので、議会一同安心したところです」

「はあ……」

　女性に興味がない。それは、今のミルザの状況を考えたら否定できないのではないかと思ったが、それをここで口にするのは抵抗があったのでミルザは黙っていた。

「どうやら陛下は、ことのほかあなたを気に入ったらしい。もう家に帰してあげてもいいのではと何度も言うのですが、陛下には了承していただけないのです。けれど、このままここに留まり続ければ、レイラたちがしていたような誤解をあなたの周りの人々までしてしまう可能性があります。私たちは、あなたの名誉まで傷つけるつもりはありません。あなたも早く帰りたいでしょう？」

「それは……もちろん……」

　ミルザは、自信なさそうに小さい声で答えた。

　一刻も早く、サーザのもとに帰りたいと思っていた。だがミルザは、いつのまにかそう強く言いきれなくなっている自分に気がつく。

　すると、扉の外から声がかかった。

「ガネル様、陛下がお戻りになられました」

「わかった」

　男性の声に答えると、ガネルは立ち上がった。彼を見送るために、ミルザも一緒に立ち上がる。

「あなたが早く家に戻れるように、もう一度陛下と話をしてみます。どうかそれまで、健やかにお過ごしください」

　そう言って軽く挨拶をすると、ガネルは迎えに来た近衛兵と一緒に去っていった。

　これで話がつけば、すぐにでも家に戻れるのかもしれない。だが、自分がいなくなったら、誰があの部屋でザジを待つのだろう。そう考える一方でミルザは、それが国王に対してあまりにも僭越な心配であることもわかっていた。たかが田舎娘の自分が思い煩うことではない。だが。

（ザジ様……）

　もやもやした気分を抱えたままミルザは、ガネルの出ていった扉を見つめてその場に立ち尽くしていた。




　その夜。

　いつもよりも遅く夜更けに部屋に戻ってきたザジを見て、ミルザは安堵した。少なくとも、見てわかるような怪我はないようだ。

「ザジ様、あの、お加減は……」

　心配そうなその表情からザジは、ミルザが川に落ちたことを言っているのだと悟った。どさりとザジはソファへと座り込む。

「あれくらいよくあることだ。いちいち気にすることはない」

「宰相様とお話はされましたか？」

　ザジは顔を上げた。

「なぜだ？」

「夕刻、宰相様がザジ様を捜してこちらへいらっしゃいました。宰相様と同じ苦言になりますでしょうが……あまり、無茶をなさらないでください」

「無茶などしていない」

「無茶です」

　いつもと違うミルザの口調に、ザジはわずかに目を見張る。

「あなたは……国王なのですよ。誰も代わりにはなれないのです。かけがえのない御身になにかあったら、いったいどうするおつもりですか」

　ザジは珍しく憤った口調のミルザを見つめている。

「だからといって、目の前に投げ出された命を見捨てることはできない」

「近衛の方々が共におられました。彼らを信じてはいらっしゃらないのですか」

「泳ぎは得意だ」

「そういう問題ではありません！」

　思わず声を荒らげてしまって、ミルザは口をつぐむ。そのミルザを見つめてから、ザジはソファに寝転がった。

「……心配をかけたな」

　微かに息をのんだ後、ミルザは小さくため息をついた。

「とても、心配しました」

「すまなかった。ああ、ガネルの話はまた別のものだ」

　続けてなにかを言いかけたザジだが、結局ミルザに明かりを消すように言っただけだった。

　早々と目を閉じるその様子は、やはりひどく疲れているように見える。ミルザは、おとなしく明かりを消していった。

「俺が一番近かったんだ」

　ミルザが最後のろうそくを消すと同時に、闇が落ちた部屋の中にザジの声が小さく響いた。闇の中でミルザはザジを振り向く。

「考えている暇などなかった。濁流にのまれる姿を見て、体が勝手に動いていたんだ。国王という身分を忘れたわけではないが……いや、だからこそ、見捨てるわけにはいかなかった」

「ザジ様……」

「無茶をしたということは、本当は自分でもわかっている。だが……」

　ザジは言葉を切って深いため息をついた。

「俺は戦をしてきた。平和な国を求めてのことなのに、この国の民もほかの国の民も、たくさん死んだ。直接手にかけてはいないとはいえ、結局はそれを命令した俺が殺したのと同じことだ。そうして死んでいった人々のうえに、今のレギの平和が……俺の守りたい国が、成り立っている。おかしなものだな。守りたいものがあって就いた王座なのに、この指の間からはぽろぽろと大切なものがこぼれ落ちていくばかりだ。無茶をするのも無理をするのも……これ以上、失いたくないという俺のあがきに過ぎない。それをわかっていても、まだ俺にも救えるものがあるなら……ひとつでも多く、俺は救いたいのだ」

　ミルザは、黙ってその言葉を聞いていた。

　ぽつりぽつりとこぼされる小さな声は、ミルザの心に深く染みわたっていった。

　救える命があるなら、ひとつでも多く。

　その気持ちを、ミルザは誰よりも強く知っている。そしてその願いをかなえられないときのもどかしさ、無力さも。ミルザ自身、何度自分の無力さを嘆いて涙したかわからない。

　ああ、同じだ。この人は私と同じ思いを知っている、とミルザの心が震えた。

　力を貸してくれる人はいる。けれど、ミルザと同じ立場で思いを共有できる人間は誰もいなかった。いつでもひとりだった。今初めてミルザは、同じ思いを持って心を痛めている人を見つけたのだ。

　それに気づいたミルザの胸の奥が締めつけられるように痛くなった。嬉しさや苦しさ、愛おしさがあふれて、ミルザの目に涙が浮かぶ。

「戯言だ。もう、寝る」

　ミルザは、無意識のうちに指を組んでいた手に、ぎゅっと力を込めた。

「……よろしければ、ベッドでお休みください」

「お前が使えばいい」

　いつものやり取りを繰り返す。やはり疲れているのか、ザジの声音は普段よりもなげやりだ。だが、今日のミルザはさらに続けた。

「こちらのベッドは大きいので、ふたりでも十分眠ることができます」

　小さいがはっきりと聞こえた言葉に、暗闇の中でザジは閉じた目を開いた。

　たしかに、そのベッドはふたりで横になっても余裕があるほど大きなものだった。

「俺が隣でおとなしく眠るなどと思うなよ」

「はい。……わかっております」

　ミルザからの予想外の答えをザジが認識するまでに、数拍の間があった。ザジは、体を起こして振り向く。

　闇に慣れたザジの目に、まっすぐに自分を見ているミルザが映った。髪をほどいたその顔は、夜目にもわかるほど赤くなっている。だが、ミルザはその視線を逸らさなかった。

「お前……自分がなにを言っているか、わかっているのか」

「はい」

　短いとはいえない沈黙が続いた。

　ザジに判断を委ねたミルザは、黙ってその場に立ち尽くしている。その姿に視線を向けたまま、ザジはゆっくりと立ち上がって薄闇の中を彼女へと近づいた。

「いいというのなら、俺は遠慮などしない。抱くぞ」

「思し召しのままに」

　言いながらミルザはわずかに頭を垂れる。また数拍の沈黙が続いた後、ザジはミルザの細い顎を持ち上げてその顔を仰向かせた。

　窓から、細い月の光が差し込んでいる。

　感情のない瞳を見つめながらミルザは、なにを考えているのかわからなかったザジの心に、ようやく触れたと思った。

　救いたいとザジが言う民の中には、きっとミルザも入っていたのだ。そのザジが、どんな思いでミルザにあのような恐怖を与えたのか。

　そしてミルザは決意した。

　抱かれてもいい、ではない。震える声で自分の心を吐露したザジを、ミルザは、自分の腕に抱きしめたいと思ってしまったのだ。

　ミルザは緊張に体を震わせつつも、ひたとザジを見つめている。

　しばらくその潤んだ目を見つめた後、それでもミルザに前言を撤回する気がないことを確信したザジは、きつく結ばれた彼女の唇に自分のそれを合わせた。




　ザジの手は、剣を扱う者の手だった。積み重ねた訓練の年月を物語るかのように、その手のひらは硬く、厚くなっている。

　その指先が、白くなめらかなミルザの肌をさまよっている。力を込めすぎない程度の圧力をかけながら、ザジはミルザの体のなだらかな曲線をなぞっていった。まるで壊れやすいガラスを扱うようなその手つきに、ベッドに横たえられたときの緊張は、ミルザの中から徐々に薄れていった。

「なぜ、抱かれる気になった」

　あらわになったミルザの胸をついばむ合間に、ザジは短く問うた。しなやかな舌の動きと肌をくすぐる髭の感触で、答えたミルザの息はわずかに乱れている。

「理由など……ただ私はザジ様に……穏やかに眠ってほしい……それだけです……」

「お前を殺そうとした俺を、許せるのか」

　その言葉に、ミルザは一瞬だけ体を硬くした。

　あの出来事を思い出すと今でも体がすくむ。だが。

「そうすることで、ザジ様は私を……サーザを、助けてくださいました」

　今のミルザにはわかる。あの時がどれほど危うい状況だったのか。〝賭け〟だったのだ。あの場でミルザとサーザを救うために、ザジはナトリアの大臣たちを相手に、言い方は悪いが一芝居打ったのだ。そうしてまた冷酷な王と呼ばれながらも、ふたりを救ってくれた。

　ミルザの言葉に、つかの間、ザジの動きが止まった。だが、またすぐにその舌の動きを再開して、ミルザの肌に静かなさざ波を立てる。

「ソファで眠ったのでは……疲れは取れません……ちゃんと……」

「こうなることがわかっていてか」

　ザジは、目の前に隆起するふたつの白い膨らみをやわらかく掴んだ。その指の間からは、はち切れそうな白い肌がはみ出す。ミルザは背を反らすが、痛いと思うほどの力は入っていなかった。ザジの低い声が響く。

「今さら嫌だなどと言ってもやめないぞ」

「嫌ではありません」

　はっきりと言いきったミルザに、ザジは動きを止めた。

「……なに？」

「嫌では……ないのです……」

　ミルザはもう一度噛みしめるようにつぶやくと、薄闇の中でザジを見つめた。

「だから……もう、ご自分を責めないでください」

　ミルザは、噂の陰に隠れて見えなかった、ザジの本当の姿を心に思い浮かべる。

　花を愛めで、波の音に癒やされ、命を懸けて人を救おうとする。ザジは世間でいわれるような冷酷な王ではないことを、ミルザはもう知っていた。王であるために常にひとりで立ち続けているザジを愛おしいと思い、少しでも癒やすことができるならとザジを受け入れることを選んだ。だが、ミルザのほうこそ同じ思いを持つザジに癒やされていることには、彼女自身まだ気づいていなかった。

　ミルザの頬が、さらに赤くなる。

「ふ、ふしだらな女だと……思われますか……？」

　暗闇の中に、わずかに沈黙が落ちる。ミルザが息を詰めていると、ザジはゆっくりと体を起こした。そうして自分の着衣を脱ぐと、再びミルザの上に覆いかぶさってその瞳を見下ろした。

　澄んだ薄い色の瞳が、じっとミルザを見ていた。ザジはいつものように無表情だったが、ミルザはその瞳の中にゆらりと動くなにかの感情を見つけた気がした。ミルザがそう感じた瞬間、ザジはミルザに唇を合わせる。先ほどより少し性急に、ザジは動いた。

「そんなことは、思わない」

　唇を合わせたまま、ザジがかすれた声で言った。ミルザがなにか言う隙も与えず、さらに深く口づけられる。

「……ん、ん……」

　ザジは両の手でミルザの胸の隆起を持ち上げて、焦れたように揉みしだいた。息を止めたままのミルザの体が震える。ザジはゆっくりと味わうように、その肌を舌で舐め下ろしていった。体の奥から湧き上がる甘い痺れをこらえて、ミルザの眉間がひそめられる。

　ザジは片手をミルザの背から腰へとすべらせ、その足の間へと指を進めた。

「んっ……！」

　すでにそこは、ぬるりと水気を帯びていた。ミルザが甘いため息をこぼすたびにとろりとした蜜があふれ出して、ザジの指に絡みついていく。その指の動きに息を乱されて、閉じたミルザの口からは甘いため息が漏れた。

　どれくらいそうしていたか、十分そこが潤ったことを確認すると、ザジは再びミルザの上に覆いかぶさった。ぎゅっと目をつぶってミルザは痛みを覚悟するが、ザジはミルザをなだめるようにそれをなじませるだけだった。その仕草は、慣れていないミルザが思わず腰を浮かすほどに気持ちよかった。

　ザジに触れられた腰の、その奥のほうが熱く疼いている。それはミルザが初めて感じる自分の中の性の欲求だった。

「んっ！」

　ザジを受け入れた瞬間、ミルザの全身が粟立った。覚悟していたほどの痛みはなかったが、体の奥に感じる圧迫感に、止まりそうになる呼吸をあえぎながら必死に継いでゆく。

　ミルザの中へとそれを根もとまでうずめると、ザジは細い体を抱きしめて大きくため息をついた。声が漏れそうになって、ミルザは思わず唇を噛みしめる。それでもこらえきれないくぐもった声が、ミルザの小さな唇から漏れてくる。体を起こしたザジは、ミルザの両膝裏を掴んで持ち上げると、さらに奥深くまで自身を沈み込ませた。

「……ああっ……あっ」

　小刻みに奥を突かれ、徐々にミルザの下半身には痺れるような熱がたまっていった。その甘い快感に、ミルザは背をのけぞらせる。混濁していく意識の中で、次第にミルザの意識はそこだけに集中していった。

「お前、初めてではないな」

　静かな声にミルザがきつく閉じた目を開くと、熱をはらんだ眼差しでザジが彼女を見下ろしていた。

「はい……」

「相手は、誰だ」

「ん……結婚を……約束した、幼なじみがいました……あ、あ……」

「その男だけか？」

「ザジ様……？」

　問われる意味がわからず、ミルザは息を乱したまま困惑の表情を浮かべる。

「お前を抱いたのは、その男だけなのか」

「はい……っ、あっ、ああっ……！」

　急にザジが動きを速めた。こらえきれずに、ミルザは絞り出すような嬌声を暗い部屋に響かせる。

　ジェイドには、数度抱かれた。だがその時にはまだ破は瓜かの痛みが抜けきれず、それほど気持ちいいとは思えなかった。ただ、ジェイドが気持ちよさそうにしているのを見るのが、ミルザは嬉しいと思っただけだ。抱かれるとはそんなものかと思っていた。

　全身が震えるほどの快感があるということを、ミルザは初めて知った。

「お前には、夫がいるのか」

「いえ……いいえ。私には、夫も……恋人も、おりません……」

「ならば」

　言葉を続けるザジの息も、動きと共に荒々しさを増していく。体ごと打ちつけるような激しいその動きに耐えられず、ミルザはザジの太く硬い腕にしがみついた。体中の皮膚がびりびりと総毛立つ。

「あっ！　やあっ……んっ……！」

　受け止めきれないほどの快感が急激に訪れ、ミルザの目の前がちかちかと白く光った。とろけるような感覚が腰のあたりから一気に全身に広がり、ミルザは理性も羞恥も忘れて絶叫する。

　びくびくと無意識の痙攣を繰り返しても、ザジの動きは止まらない。その胸に汗を滴したたらせながら、ザジが低く言った。

「俺の妻になれ」

「はっ、はっ……え？」

　愉悦に霞む頭に理解のできない言葉が響いて、つかの間ミルザは正気に返りそうになった。だが、その時またザジの動きが激しさを増した。まだ痺れたままの全身をさらに痙攣させながら、ミルザはあられもない声をあげて思いきり白い喉をさらした。

「……や、あっ……！」

　再びミルザの目の前が真っ白になって、なにも聞こえなくなった。

　波が過ぎるのを待ちながら荒く息をついていると、遠くなっていた音が徐々に戻ってくる。ザジの体の重みを感じてうっすらと目を開けると、同じように荒く息をつくザジが胸の上にいた。重なった胸が、どくどくと波打っている。

　絶頂の余韻が収まらないミルザだったが、先ほどなにかザジに言われたような気がしてもう一度目を閉じた。

　たしか……。

「あの……ザジ様……」

「なんだ」

　けだるそうに顔を上げたザジは、ミルザが初めて見る艶を滲ませていた。潤んだその瞳に、同じように艶めいた自分が映っているのをミルザはぼんやりと見つめる。

「今、おっしゃったことは……」

「ああ」

　ザジは汗で額に張り付いた前髪を無造作にかき上げると、ごろりとミルザの横に仰向けに寝転がって、目を閉じた。

「お前は、今から俺の妻だ」

「ええっ？　あのっ、どういうことでしょうか」

　驚いてミルザは起き上がった。息もまだ整わず体はだるかったが、それより驚愕のほうが大きかった。

「お前に夫はいないと言った。俺にも妻はいない。ならば、問題あるまい」

　たしかにそこだけなら、不道徳といわれる問題はなにもない。だが、違うところに大きな問題があった。

「でもっ……」

　ザジは、目を閉じたままだ。動揺するミルザの問いに、面倒くさそうな声が返る。

「まだ、なにかあるのか」

「わ、私なんかが、そんな……」

「問題ない」

　繰り返すと、ザジはすぐに寝息を立て始めた。残されたミルザは、呆気に取られてその姿を見下ろす。

　勝手に連れてきて、勝手に閉じ込めて。今度は、人の話も聞かずに妻になれという。

「も……問題あります！」

　叫んでも、返ってくる答えはない。脱力したミルザは枕に顔をうずめた。

　ザジは自分の立場をわかっているのだろうか。彼の妻とは、すなわちこの国の王妃を意味するのだ。妻になれ、はい、で簡単になれるものではない。第一、ミルザのようなただの村娘がなぜ王妃などになれると思うのだ。

　そんなことを考えていたミルザは、ふいに寒さに体を震わせた。汗をかいた体が、夜気で冷えてきたのだ。

　体を起こすと、ミルザは足もとに乱れて押しやられていた毛布を引き上げてザジの体にかけた。それからあたりを見回して脱がされた衣を探すが、どこへ放り投げられたものか、暗い室内で見つけることはできなかった。仕方なく、ミルザはザジと同じ毛布の端へそっと潜り込む。すると、寝ているとばかり思っていたザジがミルザを引き寄せた。驚いてその顔を見上げるが、ザジは眠ったままだった。どうやら、無意識のうちに彼女を引き寄せたらしい。

　広い胸に押しつけられたミルザは、そこから規則正しく聞こえる鼓動にようやく安堵の息をついて力を抜く。穏やかに眠るその姿がミルザには嬉しかった。

　安心すると同時に、ミルザの体のだるさも戻ってきた。腰のあたりが重苦しいが、それがひどく心地よい。

　抱かれた腕の温かさに眠気を誘われ、ミルザも瞬く間に深い眠りへと落ちていった。










王妃




「ミルザ!!」

　勢いよく、寝室のとばりがめくられた。ただならぬその叫び声にミルザは飛び起きる。

「え……レイラ……？」

　寝ぼけながら顔を上げると、目が合った瞬間、レイラはあっと声をあげて真っ赤な顔になり、慌ててとばりを下ろした。

「失礼しました！」

　なにが起こったのかわからずにぼおっとそれを見ていたミルザは、ベッドの上に体を起こした自分がなにも身に着けていないことに気がついた。慌てて毛布を巻きつけながら、レイラに負けずとも劣らないほど真っ赤に頬を染める。部屋の中はすっかり朝の光で満ちていた。隣で眠っていたザジは、もういなかった。




「あの、先ほどは失礼しました……」

　それまで無言で朝の支度を手伝っていたレイラが、背後からミルザの髪を整えながらつぶやいた。鏡の前に座っていたミルザもまた、赤い顔をしたまま小さく答える。

「いえ……あの、でもレイラ、言葉遣いが……」

「え？　あ。そうね、なんでもないわ」

　よほど動揺しているようで、櫛を操る手もとが、どことなくいつもよりおぼつかない。

「それより、さっきはなにか急ぎの用だったの？」

　普段、女官長としてレイラは、メイドや女官たちの作法にとても厳しい。そのレイラが、いくら親しげにしているとはいえ、部屋の主の返事も待たずに扉を開けるなど初めてのことだ。

「あー、うん。今朝陛下が、ミルザがお妃様になるって言ってたからちょっと驚いて」

「ええっ!?」

　ミルザは、驚いて振り向こうとするが、レイラに力づくで戻された。

「きゅっ！」

「終わるまでこっち向かないで」

「今の……痛……あの、それ、陛下が？」

「そうなのよ。それだけ言って陛下はさっさと早朝訓練に行っちゃうし、議会もいつのまにか承認しているし……昨日までそんな話は全然出てなかったから、つい慌てちゃって」

　では、夕べのあれは冗談ではなかったのか。

「陛下は、なぜそんなことを……」

　ため息をつきながらつぶやいたミルザに、レイラは目を丸くする。

「ミルザも承知した話じゃないの？」

「まさか！　たしかに、そんなことはおっしゃっていたけど……陛下のお妃様って、レギの王妃でしょ？」

「まあ、そうね」

「無理よ。そんなこと」

「そうかしら」

　こともなげに言って微笑む鏡の中のレイラを、ミルザはまじまじと見返す。

「うちの国は、陛下の言うことは絶対だからね。もともとそんなふうに陛下が独断で物事を進めるのは珍しくないけど、さすがに王妃様をこんなに急に選んじゃうのには、驚いたわ。けど、ミルザならいいんじゃない？」

「それ、どういう根拠？　陛下になら、もっといい家柄の女性がいくらでもいらっしゃるだろうに……こんな田舎娘をからかってなにが楽しいのかしら。それとも……」

　以前心に浮かんだ疑問が、再び鎌首をもたげてくる。

　やはり、ザジはミルザの秘密を知っているのではないだろうか。そうでなければ、自分のように美人でもなければ家柄やうしろ盾のない女を、王妃にしようなんて思わないだろう。議会が了承しているというなら、もしかしたらその話はもう議会に伝わっているのかもしれない。

　見えない糸がいつのまにか体中にからまっているような錯覚を覚えて、ミルザの背筋がぞくりと寒くなる。だからといって、自分がこれからどうしたらいいのかもミルザにはまったくわからない。

　途方に暮れるミルザをどう見たのか、レイラは相変わらず朗らかに続けた。

「陛下は、家柄や地位で人を判断する人じゃないわ。それはミルザもわかっているでしょ？」

「それは……そうだけど……」

「だから、陛下が必要としているのは、そんなものじゃないのよ」

「ほかに、なにがあるの？」

「それは、自分で考えることね。よかったじゃない、ちゃんとミルザにも色気はあったようよ？　はい、できたわ。こんな感じで、どう？」

　鏡の中には、細かく編んだ髪を高く結い上げたミルザが映っていた。その出来栄えを見て、自分の髪でありながらミルザはうっとりとため息をつく。

　ミルザのように白味をおびて光るような金髪は、レギストリアでは少ない。細くしなやかな髪質を気に入って、レイラは毎朝のようにミルザの髪を結ってくれる。

「ありがとう。今日もとても素敵だわ。レイラは本当に、髪結いも上手なのね」

「ほほほ、ほかにもいろいろできましてよ。ようやく、本来の仕事ができるのですもの。腕が鳴るわ」

「本来の仕事？」

「そうよ。もともと私は女官長として、王妃様のお世話をするためにいるんだもの。今までは女性王族の方がいらっしゃらなかったし、単純に人手不足だったからなし崩し的にいろいろやってたけど、これからは本格的にミルザのお世話をすることになるわ。もちろん、行儀作法の指導も含めてね。私は厳しいわよ？」

「でも……私は……」

「まあそれはおいおいと。さ、朝食に行きましょう」

　肩にかかっていた白布をほどいて、レイラはミルザを促す。

「行くって……どこへ？」

　いままで一日の食事は、ずっとこの部屋で取ってきた。レイラに言われて、今日は食事の用意をするメイドがひとりもいないことに、今さらながらにミルザは気づく。朝の騒ぎで動揺していたのは、レイラだけではないようだ。

「陛下も、朝の鍛錬が終わる頃だわ。これからはミルザも食堂で一緒に食事をするように、と」

「……でも……」

「ほら、堂々としてなさい。陛下のすることに文句をつける人間は、この城には誰もいないわ」

「あの顔に文句を言える人なんて、レギにだっていないわよ」

「そりゃそうね。でも、そうじゃなくて……」

　ミルザの憎まれ口に、レイラはけたけたと笑った。

「陛下を信じているからよ。もちろん、陛下だって人間だから間違うときもあるし、失敗することもあるはずだわ。けれど、陛下の行動には、ちゃんと理由があるし、自分の行動には最後まで責任を取られる方だということを、この城の人間なら誰でも知っている。だからみんな、陛下を信じてこの城に残っているのよ」

「レイラも？」

　見上げられて、レイラは一瞬だけ言葉を詰まらせた。

「そうよ。私も。ほら、急がないとスープが冷めてしまうわ」




　食堂に入ると、すでにザジは席に着いて彼の執事となにやら話をしていた。真剣なその横顔に、ミルザは夕べの艶めいたザジの顔を重ねてしまい、人知れず頬を染める。

　食堂に入ってきたふたりに気づいて振り向いたザジに、ミルザはわずかに頭を下げた。

「遅くなりまして、すみません」

「いや」

　短く言ったザジは、ミルザを見て少しだけ目を細めるが、とくになにを言うでもなく持っていた書類を執事に渡して座りなおす。口ひげをたくわえたその年配の執事は、書類を持つとミルザに笑顔で挨拶をしてそのまま食堂を出ていった。

「ほかに言うことはありませんの？　陛下」

　不満そうにレイラに言われて、ザジは怪訝な顔になる。

「ほら、ほら。今日のミルザの髪型、私の会心の作ですのよ？　華美にならず、さりとて地味にもならずに、さりげなくこの細い襟足と白い頬を引き立てるように苦労したんですの。どうです？　美しいでしょ？　そう思われたのなら、なにか言うことはありませんの？」

「……髪型は問題ではない」

　仏頂面でそれだけを口にすると、ザジは食事を始めるように給仕に促した。

　少しでも褒められることを期待して浮かれていた自分に気づき、ミルザは羞恥に頬を染めてうつむく。

　すると、こっそりとレイラがミルザに耳打ちをした。

「よかったわね」

「レイラ？」

　なにを言われているかわからず、ミルザは首をかしげる。

「どんな髪型をしていても、ミルザの美しさには関係ないってことよ」

「え……」

　思っていたのとは真逆のレイラの言葉に、ミルザは言葉を失った。

「あの人が口下手だって、知ってるでしょ？」

　ほくそ笑んだレイラに、ザジの鋭い声が飛ぶ。

「レイラ。今日は二ヶ所ほど領主が来る予定ではなかったか。準備は済んだのか？」

「鋭意準備中でございです。ただいま様子を見てまいりますわ」

　わざとらしく礼を取って、レイラは部屋から出ていく。扉をくぐるときに、ミルザを振り返ってこっそりとウィンクを送ってきた。

　先ほどとは違う気持ちで、ミルザは頬を染めた。

　もし本当にザジがそう思ってくれるのなら嬉しいと、ミルザは素直にそう思う。

　ふたりの前に、次々に朝の食事が運ばれてくる。その献立が、ミルザがザジの私室で食べていたのとほぼ同じようなものであることに、ミルザは驚いた。

　それらはたしかに庶民の食べる食事に比べれば豪華ではあるが、国王の食事と言われて想像するものよりもはるかに質素なものであった。だがよく見れば、贅沢ではないが幾種類もの食材を使い、栄養が偏らないようになっている。なにより体のことを考えて作られているらしい食事は、とてもザジらしい、とミルザには思えた。

　そのまま黙ってふたりで食事を進める。先に食事の終わったザジが、立ち上がった。

「先に出る。ゆっくり食べるといい」

「あの……」

　扉へと向かうザジに、ミルザは立ち上がった。気を使ったのか給仕も席をはずしており、食堂にはほかに誰もいなかった。

「夕べのお話なのですけれど……」

「なんだ」

　ミルザの顔を見ることなく、ザジは答えた。

「なぜ、あのようなことを」

　ザジが、戸惑うミルザを振り向いた。つかの間その姿を見つめてから目を逸らすと、おもむろに口を開いた。

「もともと、自室に女を閉じ込めているなど、外聞が悪いと宰相たちにうるさく言われていた。夕べは、これ以上お前を部屋に置いておくのならいっそ妃にしてしまえと言ってきたので、それでいいならそうすると言ったまでだ」

「……は……？」

　それはもしや、否定されることを前提とした提言ではなかっただろうかとミルザは首をひねる。いままでどんな女性を勧めてもうなずかなかったザジが、よもや了承するとは宰相たちも思っていなかったに違いない。

「あの……失礼ながら、宰相様たちはそれで納得されたのでしょうか？」

「しばらくなにやら話し合っていたが、アレならまあいいという結論になったようだ。早速、ナトリアとの記念式典でお披露目すると言われた」

「こ、困ります！」

　ミルザが平民だと言って反対した大臣もいたが、以前の王妃の中にも商家の娘がいたということで、最終的には問題ないと結論が出された。なにより、ザジが初めて興味を示した女性だ。これを逃したら次はないかもしれないと危惧した議会は、ザジの気が変わらないうちに急いで結婚させてしまえ、と急に前向きになったらしい。

「この年で婚約者すらいないのは、いろいろ問題があるらしい。知らん女たちの絵姿を見せられてはどれか選べと毎日言われて、こっちも辟易していたところだ。どれでもいいなら、お前ではいけない道理はあるまい」

「それだけ……ですか？」

「なにが、だ？」

　ザジは、ようやくミルザを振り向いた。それ以上を言いよどんだミルザは、力なく首を振った。

「いいえ……なんでもありません」

　うなだれたミルザを見て、ザジは少しだけ眉間にしわをよせる。そして、低い声で言った。

「心配するな。妃と言っても、お前がここにいる間だけのかりそめの妻でかまわない。これ以上、望まない未来をお前に押しつける気はないからな。とりあえず、お前が妃でいる間は、これ以上ごちゃごちゃ言われなくて助かる。ナトリアとの記念式典までには必ず家に帰してやろう」

「え……」

　はっと顔を上げたミルザにそれだけ言うと、ザジはさっさと部屋を出ていった。そのうしろ姿に声をかけることもできず、ミルザはただ茫然と立ち尽くす。

「あら？　陛下は？」

　そのまま扉を見つめていたミルザの前に、レイラがひょっこりと顔を出した。

「……今、出かけられたわ」

「あら、すれ違っちゃったか。ま、いいや。それより……ミルザ？　どうしたの？」

「どうしたって……なにが？」

「それ……自分でわかってないの？」

　レイラに指差されて、ミルザは自分の頬を触ってみる。そこには、ひと筋の涙が流れていた。濡れた指先を、不思議そうにミルザは見つめた。

「なに……これ」

「陛下に、なにか言われた？」

「……私は、かりそめの、妻だって……」

　言葉にしたとたん、涙があふれた。わけがわからずただ立ち尽くすレイラに、ミルザは慌てて涙を拭い去る。なんとか微笑みらしきものをつくると、レイラに先ほどのザジの言葉を伝えた。

「ミルザ……」

「取り乱してごめんね。そうよね、私が王妃になんてなれるわけないじゃない。それより、レイラ。用意してほしいものがあるの」




　朝食の後、ミルザはいつものバラ園で、ぼおっとバラを眺めていた。今日は、朝一番にこの庭の手入れは終わっている。庭には、ミルザのほかには誰もいなかった。

　階段の隅に座って、自分の膝に顎をのせながら、ミルザは誰にともなく小さくつぶやく。

「私が、王妃になんて、なれるわけないじゃない……」

　妻になれと言われたときには、冗談じゃないと思った。それなのに、それをかりそめのものだと言われたら、とたんに胸が苦しくなった。

　ザジに抱かれ、妻になれと言われて、浮かれていたのだろうか、とミルザは自分に問いかける。

　ザジの妻。それはレギストリア王国王妃を意味する。数々の贅沢を許される魅力的な立場は、年頃の娘なら誰でも望むものだろう。

　だが、ミルザは王妃の立場など、最初から望んではいない。王妃の座と今までの生活、どちらを選ぶかと言われれば、ミルザは迷わずに今までの生活を選ぶ。

　夕べ、ザジを抱きしめたいと強く思った。そうして褥しとねを共にしたことは、今でも後悔していないとミルザは自信を持って言える。

　自覚し始めた思いは、けれどミルザの胸をひどくさいなむ。ミルザはけっして自分が王妃になれないことも知っているのだ。

「おはようごいます。ミルザ」

　ふいに声をかけられて、ミルザは振り向く。

「ルウス。おはようございます」

　立ち上がろうしたミルザを制して、彼はバラの庭へと下りてきた。なにやら荷物を持っているところを見ると、ちょうど登城してきたところのようだ。三日ほど帰省してくると、先日会ったときに言っていた。

「おかえりなさい。ゆっくりされてきましたか？」

「ええ。ちょうどよかった。ミルザに、と思ってお土産を持ってきたのです」

　ミルザの隣に座るとルウスは、持っていた袋の中から小さい包みを取り出す。

「これは？」

「砂糖菓子ですよ。甘いものはお嫌いですか？」

「大好きですわ。わざわざ、ありがとうございます」

　ミルザは笑んでルウスに礼を言うが、その顔を見てルウスは首をかしげた。

「それはいいのですが……今朝はずいぶん、暗い顔をされてますね。なにかあったのですか」

「え？　いえ……」

　ミルザは、言いよどむ。

「もしよろしければ、あなたを悲しませている理由をお話になってみませんか。私でよければ、お聞きいたしますよ。もちろん、他言などいたしません」

「ありがとうございます、ルウス。でも、お話しするほどのことでもございませんわ」

「悩める方と一緒に悩むのが、私たちの役目です。お役に立てるかはわかりませんが、あなたのお気持ちを軽くすることはできるかもしれませんよ。それとも、あなたが木の葉をばらまいたときのお話でもお聞きしたほうがよろしいですか？」

「な、なぜそれを知って……」

　ほんのりと頬を染めて、ミルザは目を丸くした。ルウスが言っているのはおそらく、先日、いつものように庭の掃除を手伝っていたとき、たまたま敷石の段差につまずいて、集めた木の葉をまた庭にばらまいてしまったときのことだ。

　そんなミルザの様子に、ルウスはくすくすと笑う。

「誰とは言いませんが、お弟子さんのひとりに聞きました。メビィが葉っぱまみれになってもあの顔だったので、笑いをこらえるのが大変だった、と。ミルザでもそんな失敗をするのですね」

「忘れてください……メビィにも悪いことをしてしまいました」

　考えごとに気を取られて、足もとをよく見ていなかったのだ。おかげで、みんなでまた庭の掃除をやりなおす羽目になってしまった。

「失敗といえば、そうですね。私は、幼い頃に礼拝堂を燃やしかけたことがあります」

「え？」

　突拍子もないルウスの言葉に驚いて、ミルザは目を丸くする。

「親と一緒に近くの教会に礼拝に出かけたときのことです。帰りがけに気を利かせたつもりでろうそくの火を消そうとして、まだ小さかった私はあやまって燭台を倒してしまいましてね。たまたまその壁に掛けられていた織物に火がつきまして、危うく私まで燃えるところでした。後で司祭様や親にもさんざん怒られましたよ」

　くすくすと笑いながら言うルウスを、ミルザは唖然として見つめた。それは笑いごとではないだろう。

「今度一緒にその礼拝堂にまいりましょうか。まだ隅のほうには、その時に燃えた壁が残っています。あなたに見せてあげますよ」

「ルウス……」

　笑いながら話すルウスに、ミルザもつられていつの間にか微笑んでいた。

「やっと明るい顔になりましたね」

　その顔を見て、安堵した様子でルウスが言った。

「やはりあなたには暗い顔は似合いません。そのほうがずっとお美しいですよ」

　ゆったりと耳触りのよいルウスの声に、ミルザは次第に気持ちが穏やかになっていくのを感じた。

「少し……聞いていただけますか？」

　戸惑いながら口にしたミルザに、ルウスは微笑んだままうなずく。それを見てミルザは、視線を落として話し始めた。

「夕べ、陛下に妻になれと言われました」

　ルウスが驚いたように目を見開く。短い沈黙の後、ルウスは言葉を絞り出すように言った。

「それはそれは……おめでとうございます。陛下もこれでやっと落ち着きますね」

「違うんです」

　ミルザは、ゆっくりと首を振る。

「私がここにいる間だけの一時的なものです。宰相様たちから王妃を決めろと口うるさく催促されているので、私がここでかりそめの妻になれば、その間はなにも言われなくて済む、と」

「ああ」

　ルウスが、くすくすと笑う。

「なるほど、そうきましたか。私も陛下には、早く身を固めるように口うるさく言っていた側の人間ですから、耳が痛いです」

「では、お話ししてはいけませんでしたかしら」

「聞かなかったことにしましょう。先に他言無用と言ったのは私のほうなのですから。……ミルザは、陛下を愛しているのですか？」

　ミルザは、うつろな視線を足もとに向けた。

「いいえ、と言いきれないような気がしますが、よくわかりません。最初この城へ来たときには、そんな気持ちを持つなんて思ってもみませんでした。けれど、陛下は私が世間で聞いていたような方ではなかった……だから私は……いえ、なんでもありません。陛下は本気ではないのですから、私が思い悩む必要などないのですよね……」

「それで、そんな顔をなされていたのですね……少し、残念です」

「え？」

　問い返したミルザから、ルウスは笑んだままわずかに視線を逸らした。

「いえ。……それでも、陛下は、ミルザのことを愛していると思いますよ。ですから、あなたをずっと手もとに置いているのでは？」

　その問いには、ミルザは自信なさそうに首を振った。

「それこそ、わかりません。罪悪感から私を保護している、とも考えられますし……」

「それは陛下の」

　なにか言おうとしたルウスが、ふいに言葉を切った。不自然な沈黙にミルザが顔を上げると、ルウスは我に返ったような顔で聞いた。

「たしか、家はラートと言っていましたか？」

「私ですか？　はい。そうですけれども……どうかされましたか？」

「いえ……」

　そのままルウスは、まじまじとミルザの顔を見つめる。

「ルウス？」

　つかの間なにかを考え込んでいたルウスは、またもと通りの笑顔を浮かべた。

「陛下のお心を邪推するのは礼節に欠けるとは心得ておりますが、やはり、陛下があなたを家に帰さないのは、なにかあなたに対して強い思いをお持ちのことなのでしょう」

「まさか……きっと、普通の田舎娘がもの珍しいのでしょう」

「そうでもないと思いますよ」

　ルウスは穏やかに微笑んでいた。

「以前から思っておりましたが、あなたは、とても教養の深い方だ。ご両親がよい教育をなされたのでしょう。きちんと帝王学を学べば、十分王妃としての知識や所作を身につけることができると思います。なにより」

　ルウスは、すっと手を上げてほつれたミルザのおくれ毛を指で直した。

「あなたは十分に魅力的だ。陛下が男として惹きつけられる気持ちも、よくわかりますよ。私も……男ですから」

　一瞬、ぞくりとするほど蠱こ惑わく的な視線で、ルウスはミルザを貫いた。ミルザが言葉もなくその姿を見つめていると、ルウスは立ち上がって、目の前にあったバラの花にゆっくりと指をはわせる。ちょうど今、ミルザのうなじに指をはわせたのと同じように。

「あなたには、どこか懐かしいものを感じさせる雰囲気がある……人を惹きつけてやまないなにかが。あなたは、どんな秘密を抱えておられるのでしょう。してはいけないこととは思いながらも……暴いてみたいと思ってしまうのは、罪、でしょうか」

　ミルザが口を開こうとしたとき、背後から軽い足音が聞こえてきた。

「ルウス様！」

　同じ聖職者の衣に身を包んだ少年が、ルウスを呼びながら走ってきた。

「こちらにあらせられましたか。お客様がおいでです。正面の門においでください」

「わかりました。けれどレン、城の中をそんなふうに走ってはいけませんよ」

　たしなめられて、レンと呼ばれたその少年は赤くなって立ち止まる。

「申し訳ありません」

「これからは気をつけてくださいね。ですが、あなたのその元気のよさは、私はとても好きですよ」

　少年に言った後、ルウスはミルザを振り返った。

「もっと自信をお持ちなさい、ミルザ。あなたは十分に愛されるだけの魅力をお持ちだ。あなたに足りないのは、きっとその自信だけでしょう」

　頬を赤らめて言葉を失うミルザに、ルウスはやわらかく笑う。

「あなたに、聖女のご加護がありますように」

　そう言って置いてあった荷物を取り上げると、少年と共にルウスは歩いていった。その最後の言葉を口の中で小さく繰り返して、ミルザはため息をつく。

　自信など、ミルザは自分が持てるとは思わなかった。だが、たとえ形だけとはいえ、嫌いな女に妻になれとは言わないだろう。そう考えると、少しばかりはザジに好かれているのだろうかと、ミルザの胸の鼓動が速くなる。

　ただ、ミルザには、自分の思いのままに行動できない枷かせがある。このまま、時がくれば何事もなく家へと戻れるだろう。ザジはそれを約束してくれている。そして予定通りに修道院に入り、いつか誰かの妻となるのだ。

　それが、ミルザのこれからの約束された未来であり、たぶん一番の幸せなのだ。

　だから……今は気づき始めた自分の心に蓋をして、静かにその時を待つのが賢明だろう。そう結論を出して、ミルザはまたひとつため息をついた。




　気を取りなおして本でも読もうと、ミルザは部屋へと戻ることにした。

「ミルザ様」

　歩いていると、どこからか声をかけられる。声がしたのは、どうやら柱の向こうの陰からだ。不思議に思ってそこを覗き込んだミルザは、驚いた声をあげた。

「ロイ！」

　柱の陰に立っていたのは、ひょろりと背の高い中年の男だった。ミルザと視線を合わせた男は、心から安堵の笑顔を浮かべる。

「ああ、よかった。お元気そうでなによりです。あの時、お助けできなくて申し訳ありません」

「仕方ないわ。相手が近衛や国王では、どうしようもなかったでしょう」

「はい。あの場で騒ぎを起こすわけにはいかず、みすみすミルザ様を連れ去られてしまうとは……痛恨の極みです。すぐにお助けするように手配したのですが、ミルザ様がこちらに連れられてきてから、急にこの城の警備が強化されてしまいまして……今日も、あまり時間は取れません」

「いいえ、庭師の方から伝言を聞いたわ。ありがとう。それより、その格好は？」

　男は、聖職者の服装をしていた。彼は現在定職は持っていないが、少なくともミルザが知る限り、聖職関係の人間だったことはない。

「今の私は、修行中の修道僧です。こちらの司祭様のお話を聞きたいと申し出て、中に入れてもらいました」

　それで、ルウスは呼ばれていったのだ。

「ひとりなの？　城内に入るのに、誰かついていなかった？」

「まきました」

　どこまでも真面目な顔で言うロイに、ミルザは思わず笑ってしまった。久しぶりに会った旧知の相手に、緊張がほどけるのを感じる。

「私のことは心配しないで。無理やり連れてこられたのはたしかだけど、待遇はとてもいいの。それより」

　ミルザが、真剣な顔でロイを見つめる。

「わざわざあなたが来たということは、私が必要になったのね」

「ええ。ですが……ここを出ることはできますか？」

　その問いに、ミルザは悲しげに首を振った。

　この城に来て、もう一ヶ月にもなる。その間、自分の役目が必要とならないことをミルザはずっと祈り続けていた。

「ごめんなさい、今は問題なくここを出ることは無理だわ。あなたたちで、なんとかできる？」

「シャレオの村で、若い娘がひとり、傷を負いました」

　その言葉にミルザは息をのむ。シャレオは、ミルザの住むラートのすぐ隣村だ。

「もしかして、最近、癒やしを行う女性を探してるという集団に……？」

「ご存じでしたか」

　少し驚いたように目を見開いたロイに、ミルザは慎重にうなずく。

「ゲルダが言っていた闇って、そのことだったのね。ねえ、ロイ。辺境のほうで若い女性ばかりが殺されている事件は、その女性を捜している組織が関係しているの？」

　ロイは気まずそうに視線を逸らした。

「そうですね。おそらく同じ犯人のものと思われる事件は数年前からぽつぽつとはあったようですが、その活動が活発になってきたのはここ半年くらいになりますでしょうか。ミルザ様のご心痛にならないよう、ゲルダ様から口止めされておりました。申し訳ありません」

「いいえ、気遣ってくれてありがとう。それで、その怪我を負った娘さんの容体は？」

「今回は発見が早かったようで、まだ息があります。この事件に関して、被害者が生きて見つかったのは初めてなので、どうしても助けたいのです」

　ミルザは、両手を強く握りしめた。

　すぐに駆けつけたい。だが、ザジはミルザが城から出ることを許してはくれないだろう。いっそのこと自分の秘密を話してしまおうかともミルザは思うが、それが危険な賭けだということは否めない。

「具体的な傷の具合は？」

「全身に切り傷があります。とくにひどいのは腹部の深い傷で……その傷が化膿していて熱が下がりません」

「……傷なら、なんとかなるかもしれない」

　ミルザは独り言のようにつぶやくと、踵を返しながら言った。

「その角を右へ曲がったところに、この城の礼拝堂があるの。ロイはそこにいて」

「ミルザ様？」

「化膿止めの薬草を用意するわ。とりあえずは、それでしのいでちょうだい」

「わかりました。礼拝堂ですね」

　すでに城の中の構造は頭に入っているのか、ロイは迷うことなく歩きだす。その姿に背を向けて、ミルザは足を早めた。




「メビィ？」

　いくつもの庭を回って、ミルザは老人の姿を見つけた。呼ばれてメビィは、花の中から体を起こす。今日は、ほかの庭師の姿は見えなかった。

「お願い、薬草を少し、分けてください」

　息を切らして言ったミルザに、メビィは眉をひそめた。

「あの庭の薬草は、すべて王家のものだ。持ち出しは禁じられている」

「わかっています。……けれど、お願い。怪我を負ってる人がいるの。どうしても、助けたいのです。お願いします」

　ミルザは、座っているメビィの前に同じように座り込んで、必死に頭を下げた。ここの薬草は薬としてとてもよく効くものだが、庶民では手を出せないほど高値なものもある。

「さっきメイドたちが話してたが……あんたは、王妃になるのか」

　はっとして、ミルザは顔を上げた。

　ここで嘘でも王妃になるといえば、メビィは薬草を渡してくれるだろう。

　だが、真摯なメビィの視線に、ミルザは唇を噛みしめてうつむきながら、首を振った。

「いえ……王妃として頼めば、あなたが断れないことを、私は知っています。だから、それはできません。なにより、私は王妃になどなりません。ですが、どうか……どうか、お願いします」

　頭を下げるミルザをメビィは細い目で見つめていたが、やにわに彼女の手を取る。メビィの行動に、ミルザはきょとんとしてその様子を見守った。

「あんたの手は、働き者の手だ」

　言われて、ミルザも自分の手を見つめる。城に来てからは庭の手入れをする程度しか働いていないが、それでも、長年畑仕事をしてきたその手は、節くれ立ってがさがさと荒れていた。王妃には、およそ似つかわしくない手である。

「働き者は、正直者だ。もしあんたが王妃になったとしても、そのままのあんたでいてくれ」

「いえ、私は……！」

「怪我、か。化膿止めと、鎮静……止血はいらないのか」

　つぶやきながら立ち上がったメビィに、ミルザは顔を上げた。

「メビィ」

「あんたが権力をかさに頼むなら、俺は絶対に従わない。だが、かわいい弟子が必死に頼むのを無視できるほど、俺は非道な人間じゃないつもりだ」

「あ、ありがとうございます！」

　くれぐれもみんなには内緒にな、と言って、相変わらずむすりとした顔でメビィは薬草の庭を開けてくれ、いくつか薬草を選んでくれた。もう一度深く礼をすると、ミルザは礼拝堂へと急ぐ。




　礼拝堂へと着くと、そこにはロイとコリンがいた。ミルザの姿を見つけて、コリンが嬉しそうな笑顔を向ける。

「よ、ミルザ。お祈りかい？」

「え……ええ、コリンは、どうしてここへ？」

「この修道僧の案内だよ」

「こんにちは」

　ロイは、初めて会ったふうを装ってにっこりと笑って言った。ミルザもそれに合わせて笑顔をつくる。

「こんにちは、修道士様」

「ミルザ、司祭がどこにいるか知らないか？　さっきから捜しているんだが、見つからなくて」

「さっき、お客様が来たと正門のほうへ行かれたわ」

「え？　じゃあ、行き違ったのか。もう少し待っているかい？」

　ロイに向きなおって、コリンが聞く。コリンは、誰に対してもこんな感じだ。屈託のないその態度は、厚かましいを通り越していっそすがすがしくすらある。ロイもそう思ったのか、ふんわりとコリンに笑ってみせた。

「いえ、実は、今日はあまり時間が取れないので、また出なおしてまいります。お約束もなく突然押しかけてしまった私が悪かったのです」

「すまねえな。こりずにまた来いよ。うちの司祭、生まれは貴族様らしいけど、若い頃に教会に入ってからは、国内外問わずあんたみたいにあちこち回って修行を積んだそうなんだ。もしかしたら、役に立つ話も聞けるかもしれないぜ？」

「貴族の方なのですか。さぞ、よい家柄の方なのでしょうね」

　貴族の子供が教会に入ることは、珍しいことではない。教会は学校の役目を担っているため、教養や作法を身につけるために、一時期聖職に身を置く貴族は多いのだ。

　ミルザは今までルウスの生い立ちを聞いたことがなかったが、貴族出身となれば、あの優雅な物腰も納得できる。

　コリンは、視線を上げてなにやら思い出しながら話しだした。一応、ルウスに会えなかったロイに気を使っているようだ。

「ああ。なんでも、もともとはどっかの大貴族の跡取りだったんだと。小さい頃から熱心なフォリストリア教の信者で、争いの起こる世界を嘆いたあげく、一族の反対を押しきって総本山に入ったらしい」

「詳しいのね、コリン」

「俺、あいつの弟子と仲いいから。そいつは司祭のことを尊敬していたけど、そこまで思い込みの激しい奴って俺は苦手だなあ」

「立派な方ではないですか。まだお若い方とお聞きしましたが」

「若く見えるけど、もう三十に近い年だぜ」

「それは、十分若いと思います」

「俺にしたらおっさんだ」

「コリン……司祭様をおっさん呼ばわりは、ちょっと……」

　歯に衣着せぬコリンの物言いに、ミルザはついつい頬を緩めてしまう。気にする様子もなく、コリンはロイを振り返った。

「じゃあ、正門まで送るよ。今度は気をつけていろよ。さっきはたまたま礼拝堂にたどり着いたからよかったけど、迷子になったら見つけるのにひと苦労するからさ」

「はい。気をつけます」

「あ、修道士様。よろしければ、どうぞこれをお持ちください」

　ミルザは、手にしていた布袋を渡す。それがなにかを察したロイは、まっすぐにミルザを見つめてうなずいた。

「ありがとうございます」

「なんだい、それ」

　コリンが興味津々で覗き込む。

「ビスケットよ。お供えしようと思って持ってきたの」

「え、いいな」

　物欲しそうにするコリンに、ミルザは笑う。

「コリンには、こっちの砂糖菓子をあげるわ。今日は駐在にいるの？」

「いや、この後すぐ出るよ。シャレオで物騒な事件があったらしくて……」

「……事件？」

　コリンは、大きくため息をついてがりがりと頭をかいた。

「若い女性が切られたんだ。ひとり亡くなった。状況からするとどうももうひとりいたらしいんだけど、これが行方不明になってる。最近起きている事件と同じ犯人とみて、今、近衛が全力で追っているところだ。早く取っ捕まえねえと、また被害者が……」

「騎士様」

　青ざめたミルザに気を使って、ロイがやんわりと声をかけた。

「同じ若い女性に対して、あまり刺激的なことをお聞かせするのは感心しませんね」

　言われてコリンは、不安げなミルザの様子に気づいた。

「あちゃ。口が軽いって、また団長に怒られる。ごめんな、ミルザ」

「ううん。それより、コリンこそ気をつけて。近衛の中にも怪我をしている人、多いんでしょ？」

「ああ。俺はまだそいつらに会ったことないけど、すげえ強いんだと。結構すばしっこいらしくて、まだひとりも捕まえられてないんだ。俺も、ちゃんと気をつけてくよ。じゃあな。行くぜ、おっさん。あ、それと俺、まだ正式には騎士じゃないから、コリンでいいぜ」

「おっさん……」

　ロイは憮然とした顔になったが、黙ってコリンについていった。

「お願いね、ロイ……」

　ミルザはその姿を祈るような気持ちで見送った。しばらくそうしていてから、ミルザは背後の礼拝堂を振り返る。

　礼拝堂の中は、今日も誰もいなかった。ミルザはいつものように聖女の像の前にひざまずく。

（どうか、怪我をした女性が一日でも早く元気になりますように。これ以上の被害者が出ませんように……）

「ミルザ」

　控えめに声をかけられてミルザが振り返ると、そこにはルウスが立っていた。

「祈りの最中にすみません。先ほどの来客ですが、こちらにいらっしゃいませんでしたか」

「それでしたら」

　ミルザは立ち上がった。

「ルウスにお会いしたいと、旅の修道僧様が立ち寄られたのです。また来るとおっしゃって、今お帰りになりました」

「そうですか。それは申し訳ないことをしてしまいました。修行の旅をされているのですね。お泊りの宿などわかれば、私からご挨拶だけでも……」

「いえ、またすれ違ってはいけませんので、いらっしゃるのをお待ちになってはいかがですか？　そういえば、ルウスも国々を回っていたとお聞きしました」

　ミルザはさりげなく話を逸らした。ロイのことだからそつなく対応はできるだろうが、あまり込み入った話をしてほころびが出てもいけない。

「昔の話ですよ」

　照れたようにルウスが視線をはずした。

「懐かしいですね。しかし、今はなにかと物騒な事件が増えています。その修道僧の方が無事に修行を続けられるように、私も聖女に祈りましょう」

　ミルザは先ほどのロイの言葉を思い出して、ぎゅっと胸の前で手を握った。

「若い女性ばかりが狙われる事件が起こっていると聞きました」

「ええ。ですが、ここにいれば安全ですよ」

　ミルザの不安を吹き飛ばすように、ルウスは笑う。

「いずれも、辺境の地で起こったことです。パレの都は治安もいいですし、なにより城内は近衛の方々に守られています。どうか、安心してください」

「どれほどの被害が出ているのですか？」

「気になりますか？」

「……妹がいるんです。離れてしまったので、やはり、心配です」

「妹さんがいらっしゃったのですか」

　驚いたような声で言って、ルウスは目を見開いた。

「妹と言っても、血はつながっていないのですけれど。それでも、私には大切な家族なんです」

「そうなのですか。……身寄りがない、と聞いていたものですから」

　村の人々もセルマも、ミルザたちにとても親切で優しくしてくれる。だが、家族と呼べるのは、ミルザにとってはもはやサーザしかいないのだ。ミルザは軽く目を伏せた。

「ほかに、近い親戚もおりませんし……早く、犯人が捕まるといいのですけれど」

「この事件は、ほんの一端に過ぎないでしょう」

「え？」

　ミルザは顔を上げる。静かではあったが、ルウスのその声には強い意志が含まれているように感じたのだ。

「悲しいことに、ナトリアと講和を約束したとはいえ、まだ国内外には政治や待遇に不満を持つ人々が多いのです。きっかけがあれば、このような事件はまたあちこちで起こるかもしれません」

「そんな……」

　青ざめたミルザに、ルウスはふいに話を変える。

「『セイクレッド・フォリストリア』が現れたという噂をご存じですか？」

「……最近、山沿いにそのような女性がいるらしいということは……」

　ルウスは、目の前にあった聖女の像を見上げる。その目は、聖女を通してどこか遠くを見ているようだった。

「ひっそりと人々の病や怪我を治し、ほとんど姿を見せずに帰ってゆくのだそうです。人知れず行動するのは、おそらく誰かに利用されることを恐れているのでしょう。彼女の力を知れば、権力をふりかざしたい愚か者たちはこぞって彼女を欲しがることでしょうから。なんと、いたわしいことでしょう」

　初めて聞くルウスの辛辣な言葉に、ミルザはあらためて聖女に対する彼の気持ちの強さを垣間見た気がした。

「彼女は、自由でいるべきです。いや、むしろ彼女こそが世界の頂点に立つべきなのです。彼女が癒やしの力を持って治める世界……それはかつてない素晴らしい世界となることでしょう。それこそが、真に平和な世界だと思いませんか？」

　そう言ってミルザを振り向いた瞳には、強い意志がこもっていた。ミルザはその言葉にただ聞き入ることしかできなかった。










確信




「城内に、内通者がいるな」

　ターグは、ため息をつきながら言った。そのため息を受けたかのように、ひとつしか灯っていないろうそくが、ゆらりと揺れる。

　手にしていた杯を傾けながら、ザジも同意を示した。

「やはり、そう思うか。この城の中に、例の組織とつながっている人間がいるとは考えたくないが……近衛が警備する隙間を縫って被害者が出ているのは事実だ。内通者か……もしくは、本人の自覚がなく内通者にされているか」

　ターグは瓶を持ち上げると、空になったザジの杯に酒を注いだ。

　ここは、城の中にある近衛騎士団総団長の部屋、つまりターグの私室だ。ふたりが密談をするのはたいていザジの私室だったが、今はミルザがいるので、ターグの私室に場所を変えている。

　杯に満たされていく酒を見ながら、ターグが続けた。

「可能性が高いのは、近衛の動きを事前に把握している議会と、実際に動いている近衛だな。今度の定例会へのうちからの報告、簡略にしてみてもいいか？」

「それはかまわないが……なにか考えがあるのか？」

「偽の報告をしようとまでは思わないが、少し曖昧にしておこうと思う。その後の動きで、議会か近衛、どちらを疑うか判断がつけばいいんだがなあ。今残っている大臣たちは、あの頃不正がなかった連中とはいえ、お前の国政に無条件で承服している奴らばかりとは思えない。単純に金の問題ではなく動いているとしたらやっかいだ」

　ターグは、自分の杯にも酒を注ぎながら、珍しく難しい顔になった。

「あとは近衛、か。あいつらの中には世間知らずのぼんぼんも多い。気づかないうちに、どこかにいる内通者に情報を漏らしている可能性は高いかもしれないな。ただ、連中は貴族や領主の口利きの者たちばかりだ。うまくやらないと、いらん火種になることもある」

「頼んだぞ。タグ」

「軽く言ってくれるなあ。あー、面倒くさ」

　城内にいる人間の数はザジの代で大幅に減らしはしたが、それでも使用人までの数となればかなりのものだ。

　前王のバール、つまりザジの父王がもう少し生きていれば、その粛清は彼が行っていただろう。

　彼の代の議会は、ひどく腐敗していた。その前の代までに好戦的な王が続いたため、国土を広げることに夢中になるあまり、国政の内情に目を向けることがなかったせいだ。城内には賄賂や不正が飛び交い、金と高い身分を持った者が幅を利かせる政治がまかり通っていた。

　それに反発したバールは、自分が王となってから地域の平定に手をつけつつ、議会の腐敗を暴くための土台作りを進め始めた。ザジールら三人の王子たちも、若い頃からバールの指示に従い、レギストリア各地を飛び回って証拠固めをしてきた。そのバールが急な病に倒れたのは、ザジが二十一歳の時だ。

　王となったザジは、まずカルサス、バリアナスの二国を鎮圧し、それからすぐに議会の粛清に着手した。議員の半分以上を免官し、彼らの不正を手助けしてきた侍従たちもすべて解任した。結果、城に残ったのは当時の三分の一にも満たない人数だ。前王が基礎作りをしていたとはいえ、たかだか三年ほどでそれらのすべてを実行できたのは、やはりザジの手腕によるところが大きい。

「それも団長の仕事のうちだ。使用人たちのほうは、ギルに任せた。レイラと協力して、使用人たちの家族、交友関係、出入りの業者まですべてを洗いなおすそうだ」

　ザジは言いながら、年配で落ち着いた雰囲気を持つ執事を思い浮かべた。

　父王の時代から筆頭執事をつとめるギルは、ザジがもっとも信頼を置くうちのひとりであり、レイラの父親でもある。

「あのふたりが調べるなら、そっち方面に俺の口出す余地はなさそうだな。議会関係は……宰相では動きづらいだろうし、アゼル様……うーん、第四王子自ら内通者探しをさせるのもなあ。だいたいアゼル様の性格じゃ、おもしろがってさらに引っかき回してしまいそうだ。ルウス殿にでも任せるか」

「ルウスか……」

　ザジが眉をひそめた。その様子にターグは笑みを漏らす。

「ルウス殿は派閥にも関わってないし司祭は常に中立の立場を取っているから、こういうときには打ってつけだろ。多少心もとない気もするけどな。なんだ、相変わらず苦手なのか」

「あいつは最初に会ったときから、なにを考えているのか得体が知れない」

「聖職者の考えてることなんて、聖女様のことだけだろう」

「その生真面目さが苦手なんだ」

　苦々しく言ったザジのほうこそ真面目な顔をしている、と声に出して笑ったターグは、じろりとザジに睨まれた。

　人目のあるところでは国王としてのザジに敬意を払うターグだが、ふたりだけのときは先輩後輩として王立学校で学んだ頃の気安い関係に戻る。

「ま、たしかに聖職者ってのは、毎日毎日聖女様を思って祈ってるだけだからな。あの心境が理解できるようなら、俺だってとっくに坊主になってるよ。だからこそ、祈らせときゃほかになにも望まない奴だから扱いやすい。それはともかく、少しばかり糸口が見えてきたから、俺は俺で内偵を進めてみるよ」

「内通者の手がかりが？」

　驚いたようにザジは、飲みかけた杯から口を離した。

「違うよ。例の組織のことについてだ。うまくいけば、そちらのほうから内通者がわかるかもしれない」

「なにか掴んだのか」

「はっきりとしたら、お前にも話す。まだ調査中だから、うかつなことは言えない」

「わかった。それはタグに任せる。……必ず、あの組織はつぶす。徹底的に」

　低い声で言ったザジは、ターグですら息をのむほどの迫力があった。

　やると言ったら、ザジは絶対にやるだろう。一緒に各国を制圧してきたターグは、身に染みてそれをわかっている。

　初めて会ったときはただの気の弱い子供だと思っていたのに、経験を積むにつれて、ザジは王としての器を着実に身につけていった。

『俺は、王になる』

　前王からの指名を受けた日に、ザジは迷いもなくターグに言った。あの日からずっと、ザジは強い王になるべく走り続けている。ミルザが来てからほどよく緩んできたと思っていたが、強くあろうと願うその姿は、やはり変わってはいないようだった。

　ふとその名前が浮かんだターグは、にやりと笑って話を変える。

「それより、今夜は早く戻ったほうがいいんじゃないか？　ミルザちゃん、どうせ起きて待ってんだろ」

　ふいにミルザのことを持ち出されて困惑するが、その言葉に心あたりのあるザジは渋い顔になった。

　あの部屋に来たばかりの頃のミルザは、恐怖に怯えてろくに眠ることもできなかった。無理もない。自分を殺そうとした男と同じ部屋に閉じ込めて、くつろげというほうが無理な話なのだ。ザジは恐怖に怯えきったミルザの瞳を忘れることができない。

　城に来てからしばらくの間はミルザはずっと緊張したままで、ザジが眠ってからようやく眠りにつくことができるというありさまだった。しかもその眠りは浅く、夜中に悲鳴をあげて飛び起きることも多かった。

　そんなミルザにザジは、本を与え、隠れ家の岬に連れていき、花の庭を見せてやって、なんとか気を紛らわせようとしてきた。それがよかったのか悪かったのかはザジにはわからないが、少なくともミルザが夜中にうなされることはなくなっていた。

　そんなミルザが、最近ザジが部屋に戻ると笑顔で迎えてくれるようになった。緊張がほぐれてきたのは喜ばしいことだが……その笑顔を、ザジは素直に受け止めることができない。

　自分を責めることはない、と言ってくれたミルザの優しさに、これ以上甘えてはいけない。自分は、彼女の自由を奪い、今も監禁という重圧を与え続けているのだから。

そう自分を戒めつつもザジは、ミルザのいる部屋が自分にとって居心地のいい場所であることも自覚していた。

「なんで、彼女を王妃に選んだんだ？　今までどんなきれいなご令嬢を見ても、がんとして首を縦に振らなかったお前が」

　からかうように聞いてくるターグだが、その目は笑っていない。ザジは、表情を変えないまま答えた。

「いつまでも彼女を囲っているのは外聞が悪いとガネルに怒られた。いっそのことその娘を妃にしろと言うので、『では、そうする』と」

「うわあ、うまく言葉尻を捉えたもんだ。その時の宰相の顔が目に浮かぶよ、お気の毒に。まあ宰相たちも、跡取り問題を考えたら背に腹はかえられなかったんだろうなあ。このままじゃ、シャラガの一族が絶えてしまうって心底嘆いていたし。……でも、それは理由じゃなくきっかけだろ。本当の理由はなんだ？」

　ターグは、ザジを真正面から見つめた。ザジも無言のままその目を逸らさない。

　答えないザジの代わりに、低い声でターグが言った。

「例の組織が捜しているのは、彼女、だな」

　ザジは大きくため息をつく。

「いつから気づいていたんだ」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　にやりと笑ったターグをザジは睨みつける。

「ひっかけたな」

「確信が持てなかっただけだ。偶然街で拾っただけの女をわざわざ自分の部屋に閉じ込める理由を考えたら、なにか彼女自身にお前が身近に置いておくだけの意味があるんじゃないか、とは思ってた。ただ、花祭りの時にお前が彼女にひと目惚れした、という色っぽい理由もなきにしもあらずだったから、推測としては半々だったけどな。お前、案外とロマンティストなとこあるから」

　ほかの者はごまかせても、ターグだけは騙されないだろうということはザジにもわかっていた。もともとターグは裏の世界を知る人間だ。ほかの人間のように与えられた情報を頭から信じるほど、のんきな男ではない。

　だが、ロマンティストだけは余計だと思いながら、憮然とした顔でザジは言った。

「議会には、黙っててくれ。例の組織を完全につぶしたら、また静かな村の生活に返すつもりだ」

「は？　王妃にするんじゃないのか？」

「便宜上、ここにいる間の一時的なものだ。これ以上、彼女の自由を権力で奪うことはできない」

「あー……」

　そのことについて責任の一端を感じているターグは、気まずそうに頭をかいた。

「けど、最近の彼女を見ていると、もうあまり気にしてないように見えるがなあ」

「だからといって、傷ついていないわけではあるまい。あの笑顔を、こちらに都合よく解釈するわけにはいかないだろう」

「ま、そうだけどさ。そういうところがお前も真面目だって……」

「あんなこと、言うつもりじゃなかった」

「ん？」

　深くため息をついて口を閉じたザジの杯に、先を促すようにターグはまた酒をつぐ。

「ガネルにはああ言ったが……王妃の話は、俺の胸の内だけに留めておくつもりだった。妻になれなどと、本当は彼女に言うつもりじゃなかったんだ」

　満たされた杯を、ザジは一気に喉に流し込んだ。そんなザジを、ターグはなにも言わずに見ている。だが先ほどと違い、その目は穏やかだ。

「彼女、初めてじゃなかった。そんなこと、俺がどうこう言えることじゃないとはわかっている。わかってはいるんだが……俺の下で乱れて声をあげている姿を見ていたら、それがどうしようもなく苛立ってきて……つい『妻になれ』と」

「嫉妬か？」

　意外なことを言われたように、ザジは顔を上げて瞠どう目もくした。そこにはにやりと笑うターグがいる。

「なんだよ。気づいてなかったのか。自分だけのものにしておきたいって、思ったんだろ？　それ、独占欲。お前、彼女の昔の男に嫉妬したんだ」

　その指摘に動揺するザジを見て、ターグは微笑んだ。堅物のザジがそこまで自分を失うことは珍しい。

　だが、それも悪くないとターグは思う。

「いつでも手に入るなんて思ってたら、大間違いだぞ」

「タグ？」

「チャンスは、一度きりしかない。今がそうだと思うなら、掴んだ手を絶対に離すな。うっかり離したら、もう二度と手には入らない」

　めったにないターグの真面目な眼差しにザジは気圧される。様々な思いが一瞬のうちに頭の中を駆け巡って、ザジはためらうようにつぶやいた。

「俺が、彼女の手を取ってもいいのだろうか……」

「それは彼女が決めることだろう。ただ」

　ぶっきらぼうにも思える口調で言うと、ターグは自分の杯をあおった。

「お前の気持ちがぐらついていたら、彼女自身もその答えを出すのは難しいだろうな」

「俺の……？」

「手を離すにしろ掴むにしろ、まずはお前が自分の気持ちを彼女に示してやらないと」

　その言葉を、ザジは心に深く刻む。額にはじわりと汗が浮かんだ。

　いくつもの国と渡り合ってきたザジだが、それよりもよほど、ターグの提案のほうが難しいように思える。国の大臣や領主が相手なら、どれほど難解な案件でも怯むことなく戦ってきた。だが、ミルザ相手にどうやって向き合えばいいのか、今のザジには見当もつかないのだ。

　真面目な顔でうなり始めたザジを見て、ターグは笑った。

「ほら、わかったらさっさと部屋に帰れよ。あまり女の子を待たせるもんじゃないぜ。夜更かししてミルザちゃんのお肌が荒れたら、お前のせいだぞ」

「う、うむ」

「お前がそんなに悩んでんの、久しぶりに見たぞ。そんな調子で寝坊して早朝練習に遅れんなよ」

「寝坊なんて、俺はしたことはないだろう」

　仏頂面で言い返したザジに、にやりとターグは笑う。

「今までは、な。やわらかーくて甘ーいミルザちゃんの眠っているベッドから出てくるのは、毎日しんどいだろう？」

　珍しく言葉を詰まらせたザジを、ターグは笑いながら部屋から追い出す。

「そういやお前、以前からラートの修道僧のひとりとこっそり連絡取ってただろ。あれって、ミルザちゃんのことを調べてたんだな」

　名残惜しげに酒瓶の底を覗き込みながら、なにげない調子でターグはザジの背中に問いかけた。

　ザジは扉に手をかけたままターグを振り返る。

「……気づいていたのか」

「まあ、一応、な」

「すまん。いずれは話すつもりだった」

　ターグに隠しごとがばれたザジは、少しばかり気まずそうな声を出した。そんなザジを見て、ターグはからからと笑う

「いいさ。お前が自分から言ってこないうちは、まだ俺が聞く必要のないことなんだろうと思ってた。今確認できたわけだし、問題ないさ。それにしても、よく見つけ出したな、彼女のこと。どうやって探しあてたんだ？」

　ザジはターグに背を向けると、少しだけ目を細める。

「探したわけではない……知っていたんだ」

「……なに？」

「また、明日な」

　ターグがそれ以上なにか言う前に、ザジは扉を閉めた。




「おかえりなさいませ」

　部屋に戻ると、やはりミルザは起きていた。以前のような怯えた表情ではなく、どことなく、ほっとしたような感情が読み取れると思うのは、ザジの願望からくる思い過ごしだろうか。

「先に寝ろと言っただろう」

「はい。でも、つい本を読みふけっていて夜更かしをしてしまいました」

　ミルザは恥ずかしそうに笑んで、手にした本を書庫へと戻しに行く。

　そのうしろ姿を眺めながら、ザジは落ち着かない気分になる。

　あの日、ミルザを救うためにザジは、一生彼女に恨まれる覚悟を決めた。怯える彼女を自室に閉じ込めることが、どれほど酷なことかもわかっていた。だが、たとえ城内であろうと城外であろうと、ナトリア国の大臣がレギストリア国内にいる間は彼女を自分から離しておくのが不安だった。そんな思いから憎悪の視線を覚悟で、一番安全だと思う自分の部屋に閉じ込めた。ミルザにどれほどののしられても、それに耐えることが自分の贖罪だと考えていた。

　けれど現実は予想を超えていた。まさか彼女に微笑んでもらえるようになるとは、ザジは思ってもいなかった。

　言い訳に過ぎないが、この部屋に閉じ込めても、誓って手を出す気などなかったのだ。だが、ミルザ本人から自分の腕に飛び込んできたとき、ザジの理性がはじけ飛んだ。自制は慣れていたはずなのに、ミルザを相手にすると、いとも簡単にそんなものは崩れていく。

　書庫から戻ってきたミルザが、じっと自分を見つめるザジに向かって首をかしげながら微笑んだ。

「ザジ様？」

　その笑顔は、以前とは違って穏やかだ。だが時折、その笑顔の中に息をのむほどの色気を帯びた憂いが含まれることをザジは知っている。

　家に帰りたい、と泣いていたミルザの顔がザジの心に浮かぶ。彼女の心からの笑顔を取り戻すためにはやはり家に帰してやらなければと思う一方で、帰したくない、自分の隣にいてほしいという真逆の思いがザジの中で渦巻いている。

　彼女の望み通りこのまま自分がその手を離せば、きっと彼女は生まれた村でもとの笑顔を取り戻すだろう。そして、ザジの知らない誰かと幸せに暮らすのだ。

　そう考えるととたんに、ザジは目眩がするほどの凶暴な熱に体中を包み込まれる。彼女の体に、消えない自分の痕を刻みつけたい。ほかの誰のことも考える隙もないほどに、自分だけで彼女の身も心も満たしたい。

　誰にも渡したくない。

　ターグの言う通り、ザジは生まれて初めて嫉妬という感情を覚えたのだ。

　彼女が結婚すると聞いたのは、もう一年も前だ。その時でさえ、こんなふうには思わなかったのに。ただ、彼女を守ることができれば、それだけで満足だと思えたのに。

　一度解き放たれた欲望は、もうもとには戻せない。

　そうしてザジは手を伸ばす。今のミルザも、未来のミルザもその手に入れようと。

「……来い」

　一瞬だけ立ち止まったミルザには、その言葉に含まれるザジの想いは半分しか伝わらない。今宵もその身を望まれていることに、小さく「はい」と答えると、真っ赤な顔をしてザジの手を取った。




「お呼びでしょうか」

　近衛兵の駐在にいたターグは、遠慮がちに扉を開けたルウスに顔を向けた。

「ああ、悪いな。こんな朝早くに、わざわざ足を運んでもらって。今、少し時間大丈夫か？」

「大丈夫です。まだ城下に出るには早い時間ですので」

「今日は、学校の日か？」

「はい。今日は南地区の二ヶ所の教会を回る予定です」

「そうか。それほど時間は取らせない」

　そう言いながら、ターグはルウスに椅子を勧めた。おとなしくそこに座ると、ルウスは部屋の中を見回す。近衛兵は皆巡回中で誰もいなかった。

「内密なお話なのですね。なにか、あったのですか」

「ああ。今、グラキエ山脈のあたりに得体の知れない集団がうろちょろしている話は、ルウス殿も知ってるな？」

「はい」

　それを聞いて、ルウスの眉がひそめられる。

「罪もない女性の方々が犠牲になっていると聞きました」

「俺たちも全力で奴らを追っている。だが、いつもこちらの隙をついて事件が起こってしまう。これは内々の話だが……もしかしたら城内に内通者がいるのかもしれないと、俺たちは疑っているんだ」

「内通者、ですか」

　ルウスは驚いたように言って、さらに眉間のしわを深くした。

「まだそうと決まったわけではないが、な。だから、今、手分けして秘密裏にその確認をしているところだ。で、ひとつ頼みたいんだが、ルウス殿で議会の関係者を洗いなおしてくれないだろうか」

「わかりました。微力ながら、協力いたしましょう。わが聖女の身を脅かす輩は、どんな理由があろうとも許せません」

　真剣な目で言ったルウスに、ターグは片方だけ眉を上げるがなにも言わなかった。

「まあ、宰相とアゼル様は抜いていいし、近衛関係も別にしていいから……十人ほど、か。本人自身も気づいていない可能性があるから、少し関係を広げて調べてほしい。急せかして悪いが、なるたけ急いで報告してくれ」

「はい。ところで……ターグスト殿」

「なんだい？」

「陛下は……本当にミルザを王妃になさるおつもりでしょうか」

　その名前が出て、ターグは目を見張る。議会ではミルザのことはもちろん知られているが、ルウスの口から出たその名前は、もう少し親近感を持つように聞こえた。

「ミルザを知ってるのか？」

「よく礼拝堂にいらっしゃいます。先日、ひどく沈んだ様子でしたので話を聞いたところ、陛下にかりそめの妻になるように言われた、と。どうやら陛下は、街で拾った村娘を利用しなければならないほど、結婚問題に関してうんざりしておられるようですね」

「あー……バレちゃったか」

「議会の中で知っているのはまだ私だけですが、彼女が平民であるということに不満をお持ちの大臣たちのお耳に入れたら、さぞお喜びになるでしょう」

　恨めしく言ったルウスをごまかすように、ターグは視線を逸らした。ルウスは、身を乗り出してターグを見つめる。

「日頃、婚約者だけでも決めろと口うるさく申してはきましたが、それも、国の安泰のためでございます。そこから逃れるために彼女を利用するなど……もうよいではありませんか。罰に相応する屈辱は十分に与えられました。これ以上の責せめ苦くは必要ございません。どうか、彼女を解放してさしあげてください」

　若干面倒くさいことになったと思いながら、ターグはルウスに苦笑する。こういうところが、ザジがルウスを苦手とするところなのだ。

「でもなー、かりそめとは言うけど、あいつ、ミルザのこと結構本気だと思うぞ。なにせああいう性格だからさ、思っていても素直に口に出すような奴じゃないってこと、ルウス殿もわかってるだろ」

「わかってはおりますが……だからといって、守られるべき女性をいつまでも苦しめていてもよいという理由にはなりません。彼女を大事に思うのならなおさら、自由にしてさしあげるべきです。それとも、そこまで大事にされるのはなにか」

　ふいに視線を自分に戻したターグに、ルウスは言葉を止める。つかの間の沈黙の後、ターグがにやりと笑った。

「人の色恋に首を突っ込むと、馬に蹴られるぜ？」

　その笑顔に応えるように、ルウスも険しい表情を崩して微笑む。

「そうですね。失礼しました」

　ルウスは、優雅な仕草で立ち上がった。

「議会の件、引き受けました。なるべく早いうちに結果を出しましょう」

「よろしくな」

　軽い調子で答えるが、部屋を出るルウスの背中を見送るターグの視線は鋭い。それは、駐在に入ってきた彼を見る目とはまったく違っていた。

「ふーん……」




「ねえ、今日はなにか連絡あった？」

　教会から帰ってきたサーザが、店番をしていたセルマに勢い込んで聞いた。数日前に、近衛兵が『ウェール』を訪れたと聞いたのだ。内容は聞かなかったが、もしかしたらミルザが帰ってくるのかもしれない。サーザの胸は、期待に膨らんでいた。

「ああ、おかえり、サーザちゃん。今ちょうど……」

　棚の陰になって見えなかったが、どうやらセルマは誰かと話をしていたらしい。ひょいと顔を出したのはひとりの近衛兵だ。その顔を見るなり、サーザは目尻をつり上げた。

「ミルザはどうしたのよ。この税金泥棒！」

　いきなり怒鳴りつけるサーザに、ターグは苦笑する。

「税金泥棒、か。なかなか侮れない言葉のセンスしてるね、サーザ。今日はなにを勉強してきたんだい？」

「毎度毎度そうやってごまかそうったって、そうはいかないわよ。今日こそ、ミルザを返してもらうから！」

「もうすぐお返しできると思うよ。だからそんなに、睨みつけないでくれないか」

「……え？」

　きょとんと年相応の顔になったサーザに微笑むと、ターグはセルマに向きなおった。

「では、よろしいですか」

「ええ。今日いらっしゃることは伝えてありますので」

　どことなく腑に落ちない顔で、セルマは店の奥を示した。

「ありがとうございます」

「けど、なんですか。うちのばあちゃんに会いたいだなんて」

「絶世の美女との噂ですので、ぜひひと目お会いしたいと」

　背後でまたサーザが威嚇するのを感じながら、ターグは笑顔で奥へのとばりをめくった。




「失礼します」

　重い扉を開けるターグを、ゲルダはじいっと見つめていた。その視線に気づいて、ターグが顔を上げる。つかの間視線を合わせた後、ターグはひざまずいた。

「初めまして、レイディ。レギストリア王国近衛騎士団総団長、ターグスト・ミリックと申します。本日は、無理なお願いを聞いていただきありがとうございました」

「あたしになんの用だい」

「その前に、よろしければそちらの部屋にいる御ご仁じんもご紹介いただければと」

　ちらり、と視線を横のカーテンに向けたターグに、ゲルダはにやりと笑った。

「さすがに、王国騎士団の総団長を務めるだけあるね。……ロイ」

「はい」

　手にした剣を握りしめたまま、ロイは緊張した面持ちでカーテンをくぐってふたりの前に姿を現した。

「ロイ・ホルトです」

　軽く会釈して、ロイはゲルダのうしろに移動した。ターグも同じように会釈を返して、ゲルダの前に座りなおす。

「早速ですが、最近レギの山沿いに現れる闇の組織について、あなた方の知っていることを教えてください」

「その情報を、あんたはなにと引き換えにする？」

　知らないとはゲルダは言わなかった。情報を引き出すためには、それに見合うだけの対価が必要になる。

　しかしターグは、肩をすくめただけだった。

「なにも。しいていえば、城にいるミルザの安全は保証するから心配しないでほしい、ということくらいでしょうか」

「それは脅迫かい？」

　つまり言うことを聞かなければ、彼女の身の安全は保障しないぞということかと、ゲルダはあえて確認をする。

　ゲルダのうしろから隠そうともしない殺気がターグに吹きつけた。睨みつけるロイにも、ターグは笑顔を崩さない。

「いえ。本当に言葉通りです。城の中にいる限り、彼女には誰も手出しはさせません。それだけは、騎士の名とこの剣にかけて約束します」

　ターグはまっすぐにゲルダを見つめた。その顔にゲルダはにやりと笑みを返す。

「ならば、情報料として足りない分は、キスひとつで許してやろうぞ」

　それを聞くと、ターグはすいっと体を伸ばして、老婆のしわくちゃな唇にキスを落とした。ロイが止める間もなかった。

　一拍ののち、唇を離すとターグはにこりと笑う。

「お気に召していただけましたか」

「物好きよの」

「お望みとあらば、朝までお付き合いいたしますよ？」

「遠慮しておく。まだ命は惜しいでな」

　そう言うと、ゲルダは声を立てて笑った。

「いや、寿命が十年ほど延びたわ。シャラガ王も、なかなかよい部下を得られたものだ。見限るのはもう少し待つとしようかの」

　ターグは片方の眉を上げた。

「陛下は、見限られるところでしたか」

「あたりまえじゃ。己らがなにをしたか、その胸に手をあててよく考えてみるがいい」

　ぎろりと年に似合わぬ鋭い眼光で睨まれて、ターグは深く頭を下げた。

「申し訳ありませんでした」

「ぬしが謝るのは、わしらではない。……だが、彼女は許してしまうだろう。ぬしも、あの王も。『癒やし』はあの娘の本質じゃ。たとえ力がなかったとしても、な」

「ええ。とてもいい娘です」

　顔を上げたターグは、微かに微笑む。

「奴らは、トルシリアにいる」

　不意に、硬い声でゲルダが言った。ターグも顔を引き締める。

　会いたいとターグに言われた時点で、ゲルダは腹をくくっていた。それは、ゲルダの組織のこともミルザの力のことも、とっくにバレていることを意味していた。ただ、自分たちの責任の重さとミルザを彼らにも預けられるかどうか、この人物を見定める必要が彼女にはあった。

　そして、ターグはたったひとりで彼女の前に現れたのだ。

「トルシリア……ナトリアではなく、ですか？」

「さりげなくナトリアをにおわせてはいるが、おそらく無関係じゃろうと我らは判断した。トルシリアも自国の中に奴らがいることには気づいておるまい。あの国は、国王をはじめ国民全体がのんびりとした連中ばかりじゃからな。例の組織は、短期間でトルシリアの中を移動している。連中を見つけ出してからは見失わぬように監視を続けておるが……いまだあの組織を操っているはずの人物が、どうしても見つからぬ。そいつが捕まらないことには、組織の人間を何人捕まえようが同じことじゃ。今我らも総出で調べてはいるが、ようとして行方が掴めない」

「狙いは、やはりミルザでしょうか」

「そうだと思って、まず間違いはなかろう。どこかのうつけが国盗りでももくろんでいるのか、それともほかになにか目的があるのか……いずれにしても、あの力を欲しての仕業には違いない」

「行方不明になっている女性がひとりおりますが、もしや、そちらで保護されているのでしょうか？」

「息があったのでなんとか救おうと思ったのじゃが……亡くなった。ミルザには知らせるな」

　ターグは目を伏せて、わずかに弔意を示した後、淡々と話した。

「ここしばらく被害者がレギに集中していましたが、シャレオの事件を最後に、ぱたりと被害がなくなりました。もしかしたら、奴らはミルザを見つけたのかもしれません。ミルザのなんらかの情報がすでに奴らに入っているとしたら、この先、サーザが危険にさらされる可能性も否定はできません。この家には、気づかれないように常時近衛をふたり以上つけておりますが、どうかお気をつけください」

　視線を向けられたロイは、困ったように首をかしげた。

「実は、私はただの案内役です。剣はあまり得意でないので、ミリック殿が剣を抜いたらどうしようかとびくびくしておりました」

「剣はお得意でない、ということは、なにか別の？」

「口げんかなら得意です」

　真面目な顔で言ったロイに、ぶっとターグが噴き出した。

「し、失礼しました、ホルト殿。さすが『パクス』の参謀様といったところですか。なかなか、肝の座った方とお見受けしました。落ち着いたらぜひ、一杯飲みに行きましょう」

「はい、ぜひとも。それから、わたくしのことはロイとお呼びください」

「では、私のこともターグとお呼びください。なにか協力できることはありますか？」

「それならば、城に出入りできる許可をいただきたいです。ミルザ様に連絡しやすくなりますし、少し、探ってみたいこともありますので」

　その言葉にターグは眉をひそめた。

「探ってみたいこと……ですか？」

「そちらでも問題になってるのではないですか？　内通者のことです」

「まいったな」

　ターグはぼりぼりと頭をかいた。

「城の極秘情報が漏れてるのは、うちの連中がまぬけなのか、それともあなたたちが優秀なのか」

「両方じゃの」

　ふたりのやり取りをおもしろそうに見ていたゲルダが、揶揄するように言った。

「城に出入りする人間の中に、我らの仲間が数名おる。彼らも内通者の可能性を疑って少し前から動いておるゆえ、ぬしらに協力するよう伝えておこう」

「わかりました。私の名前で許可証を出しましょう。ですが、あまり大っぴらにミルザとやり取りするのは控えてください。どこに連中の仲間がいるのか、まだわからない段階ですので」

「心得た。今はその手に預けるが、事が片づいたら必ずミルザを返してもらう。その時まで、あの娘のこと、しかと頼んだぞ」

「もちろんです」

　そう言ってターグは立ち上がった。

「お時間をいただきありがとうございました。また来ます」

「今度はふたりきりがいいかの」

　にやりと笑ったゲルダにターグは微笑みを返す。

「楽しみにしています」

　そう言って会釈をすると、部屋を出ていった。そのうしろ姿を、ゲルダは笑みを浮かべたまま見送る。

「ザジールはおもしろい男を懐に抱えておるの」

「笑いごとじゃないですよ。声が震えないようにするだけで精いっぱいでした」

　ロイは、やっと剣から手を離して大きく息を吐いた。その手は、ずっと力を込めていたため白くなってこわばっている。

「笑顔のままであれだけの緊張感を保ち続けるのは、並の精神力じゃないです。レギの銀狼は健在ですね。私の存在どころか、役職までさっくりとばれてましたし」

「敵に回したら恐ろしい男じゃ。だが、味方にしたら、一騎当千のずば抜けた腕を持つ男。彼が近くにいるなら、ミルザのことはひとまず安心じゃな」

「そんな男相手に、私ひとりだけ伴って会うなんて無謀です！」

「そなたくらいでちょうどいいのじゃ。わしらは、連中と喧嘩したいわけではないからの」

「なんてのんきな……」

　へなへなとロイはその場に座り込む。

「なんじゃ、疲れたか」

「あたり前です！」

「キスしてやろうか？　寿命が延びるぞえ」

　がくり、と今度こそロイは言葉もなくうなだれた。それを見てゲルダは、声をあげて笑った。




「顔色がよくないな」

　数日後の朝食の席で、ザジが言った。顔を上げたミルザは、どことなくうつろな表情で微笑む。

「そうですか？　自分では気づきませんが……」

　それはおそらく嘘だろう。朝の光の中で見たミルザの顔色は、白を通り越して青ざめているようにすら見えた。おそらく自分でもわかっているはずだ。食事の量も減っている。ここしばらくそんな調子だったが、さすがにザジも今日は見て見ぬふりはできなかった。

「そうか。だが、一度医者に見てもらえ。ギル」

「はい」

　ザジが声をかけると、そばに控えていた年配の執事が落ち着いた声で答えた。

「朝食が終わったら、彼女をランスのところへ」

「かしこまりました」

「いいえ、私は……」

　慌てたように言ったミルザを目だけで制して、ザジは続けた。

「自分で気づかない不調もある。なにもないなら、それでいい。ランスは少し変わってはいるが腕のいい医者だ。行って話をしてくるといい」

「……はい」

　やはり今日もあまり食の進まぬままミルザは先に食事を終えると、ギルが呼んだメイドに連れられて食堂を出ていった。

「心配でございますね」

　ミルザが出ていった後の扉を見つめていたザジに、ギルは声をかける。ザジはなにも答えずに黙ったままだ。

「今日は、陛下も心ここにあらずでお食事が進んでいませんよ？」

　言われて、我に返ったようにザジはスプーンに手を伸ばす。スープはすっかり冷めていた。そんな様子を、ギルは密かにおもしろがりながら見つめる。

「よいお話ならばよろしいのですけれど」

「足取りはしっかりしていたし、そんなにたいした病気ではないであろう」

「そういうことでありません」

　含み笑いをするギルを、ザジは怪訝な顔で見上げた。

「もしかしたら、お子様かもしれないということです」

　――ガシャン。

　その手からスプーンが落ちた。ザジは、そのまま固まって動かない。

　ギルは主の足もとに転がり落ちたスプーンをかがんで拾うと、下を向いたままぼそりとつぶやく。

「やることやってりゃ、そういう結果になるって教えただろうが、このエロがき」

　ギルは、もともとは前王の執事でありそのよき友人であったが、前王の死後もそのままザジの筆頭執事としてこの城に残っていた。ザジを含む王子たちは、幼い頃から彼にしつけや教育を施されている。だが、彼がザジたちに教えたのは、お行儀のよいしつけばかりではない。

　王室の生活しか知らなかったザジたちが各地に送られることになったとき、市井しせいの生活を手ほどきしたのはこのギルだ。その手ほどきは、普通の民が触れることもないだろう裏の生活にまで及んでいた。

　代々城仕えのギルが、どこでそんな知識を仕入れてきたのか。ザジはいまだに、彼に関してはわからないことのほうが多い。

「おや。後悔しておいでですか？」

　体を起こすと、言葉遣いをもとに戻してギルは、固まってしまったザジに微笑んだ。

　こんなふうに動揺するザジは、王となってから初めて見る。けれど、まじめな顔でひたすら仕事に打ち込むよりも、その姿はよほど血の通った人間らしい。

「いや……だが……」

「喜ばしいことではないですか。これでようやく議会の皆様も胸をなで下ろされることでしょう」

　ギルは新しいスプーンをザジに渡しながら、いつもよりさらに眉間にしわの寄った主の顔を眺める。

「……俺ひとりの問題じゃない」

　それを聞いてギルは、ふっと目もとをほころばせた。

　どうもこの主人は、人の気持ちを慮りすぎる。嬉しければ素直に嬉しいと言えばいいのに、とあきれるが、それもザジの美点のひとつとギルは評価している。

「まだ、そうと決まったわけではありませんから。最近、暑い日が続きますから、たんに体調を崩しただけかもしれません。それより、陛下が同じように体調を崩されては困ります。しっかりと朝食は召し上がってください」

　促されてバゲットに伸ばした手が、空中で止まる。

「もし……もしも、本当にそうなら……」

「陛下？」

「……いや、なんでもない。それより、今日の予定だが……」

　ザジはゆっくりとバゲットを手にすると、いつものようにギルと公務の打ち合わせを始めた。




「こちらでございます」

　メイドに伴われて、ミルザはひとつの扉の前で止まった。

「ランス様。ミルザ様をお連れしました」

「はいよー」

　声をかけると、中から明るい声が返ってくる。

「失礼します」

　メイドに促されてミルザは、ひとりで中へと入った。すると、ソファに座っていた男性が立ち上がる。薄暗いその向こうの壁には一面、瓶やら壺やらがぎっしりと並んでいた。部屋全体に、薬草独特の香りが漂っている。

　昼間なのになぜこんなに薄暗いのか。見回してミルザは、その部屋には窓がほとんどないことに気づいた。明かり取りのためにいくつかついている窓も、人ひとりが抜けることもできないほど小さい。日の差さないこの部屋は、ほかの部屋よりもいくぶんひんやりと涼しかった。

「君がミルザちゃん？　初めまして」

　ミルザを迎えて微笑むその男性は、年が読めない顔をしていた。見た目は二十代前半くらいと言えないこともなさそうだが、その雰囲気と仕草は落ち着いた四十代くらいにも見える。典型的なレギの濃いブロンドの髪を、無造作に背中でひとつにまとめていた。不思議な笑みを浮かべるその顔を、ミルザはつい、まじまじと見返してしまう。

「なに？　僕の顔に見惚れちゃった？」

　言われて、ミルザは慌てて頭を下げる。

「ミルザと申します。よろしくお願いします」

「はい、よろしくね。僕はランス。この城の主治医をしてる。僕自身は、医者というより研究者だと思ってるけど」

　ゆったりとした服を揺らして、ランスはミルザに座るように勧めた。それから、台の上にあったポットを持ち上げてカップにお茶を注ぐと、ミルザに手渡した。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　受け取ったミルザににこりと笑って、ランスは彼女のはす向かいのソファに腰を掛けた。

　ミルザが手にしたカップの中身は、黒っぽく濁り奇妙なにおいがした。そっと口をつけたミルザは、舌に強烈な味を感じてそのまま動きを止める。その様子をおもしろそうに見ながら、ランスは言った。

「滋養作用のあるハーブティーだよ。僕が調合したんだ。飲みやすいようにはちみつを入れてあるけれど、大丈夫？」

「は、はい」

　一応笑顔で答えたミルザだが、そのお茶は飲んだことのない独特の味がした。薬草についてメビィからいろいろ学んだミルザでも、そこになにが入っているのかはまったくわからない。口の中が痺れるような妙な味わいだったが、大量のはちみつでごまかされて飲めないほどまずくはなかった。

　しばらく黙ってそれを飲み下していると、体がほんのりと温かくなってくる。滋養作用があるというのは嘘ではないようだ。

　ミルザがお茶を飲む様子を、ぶしつけなほどまじまじと見ていたランスは、笑顔で聞いた。

「どんな感じ？」

「はい……なんだか、体の奥からぽかぽかと温まってきました」

　うんうん、とランスはうなずきながら、手もとにあった用紙になにかを書きつける。

「やはり一刻ごとの様子を見ないと……」

　ぶつぶつと独り言をつぶやくランスに、ミルザの手が止まる。

　自分が実験台にされているらしいということがわかって思わずカップを置こうとするが、ランスも同じポットからその得体の知れない飲み物を自分のカップに注ぐのを見て少しだけ安心する。ランスは平気でそれを飲みながら、気軽な様子で話しかけてきた。

「薬草の庭の手入れを手伝ってくれてるんだって？」

「はい」

「あそこには難しい草が多いから、知識と経験のない人間には、まず扱えないんだよね。メビィが君をあそこに入れたってことは、君の腕はたいしたものなんだ」

「そ……そうなんですか？」

「うん。庭師の中でも、決まった人間しか入れない特別な庭なんだよ。だから、もったいないねえ。君が王妃になっちゃったら、もう草むしりをやらせるわけにはいかないし。そういえば、具合が悪いんだって？」

　ミルザは、無意識のうちに持っていたカップを握りしめる。

「それは……」

「ふうん？」

　ふいにミルザの頬を冷たい指がなぞった。びくりとして顔を上げると、ランスが目を細めて探るようにミルザを見ていた。

「なにか、よくない薬を使っているね」

　それは問いかけではなく断定の言葉だった。ミルザは大きく息を吐き出した。さすがに、薬を扱う専門家の目をごまかせるとは思っていない。

「陛下には、秘密にしておいてくださいますか？」

「内容と理由によるね。ただ、君のその症状はとても興味深い。聞かせてくれる？」

　ミルザは、うっすらと頬を赤くしながら口を開いた。




　部屋へ戻るミルザの手には、いくつかの袋が握られていた。いくらか血の気が足りないということで、ランスから滋養の薬を与えられたのだ。

　それを見ながら、ミルザはまたため息をつく。

『長期の使用は、褒められたものじゃないな。君が娼婦のまねごとをすることはないと思うよ』

　口調は軽かったが、目は笑っていなかった。

　ミルザもある程度の覚悟はしていたが、これほどに変調をきたすとは思っていなかった。けれど、これから一週間は使わなくても大丈夫だろうし、城を出る日はそれほど遠くないはずだ。だからそれまで自分が我慢すればいいことだと、心配するランスには答えておいた。

　込み上げる胸のむかつきを抑えながら部屋へ戻ろうと廊下を曲がった瞬間、ミルザはぎくりと足を止めた。

「……っ！」

　息をのんだミルザの目の前には、信じられない光景が広がっていた。

　最初に目に入ったのは、仰向けに倒れている白い服の男。それがルウスだとすぐに気づいたが、ミルザは目にしたものが信じられない。

　その胸には、小ぶりのナイフがまっすぐに刺さっていた。

　白い服の胸もとは真っ赤に染まり、ルウスの横たわる床には今も赤いしみが広がっている。

　一瞬の沈黙の後、短く悲鳴をあげると、ミルザはルウスに駆け寄る。

「ルウス！」

「……ミル、ザ……？」

　薄く目を開けたルウスの声は、かすれて途切れる。

「ひどい……誰が、こんな……」

　隣にひざまずいてその体を助け起こそうとするが、ルウスはそれを止めた。

「いけない……あなたの体が、汚れてしまう……」

「そんなこと言ってる場合ですか！」

　幸い、心臓からははずれているようだが、いくらかナイフを引き抜いてしまったらしく、そこからあふれる血が止まらずにじわじわと傷から流れ出ている。

　このまま放置すればルウスの命が尽きてしまうことを、ミルザは経験上よく知っていた。

　一度大きく息を吸うと、ミルザはルウスの胸に刺さるナイフの柄を片手で掴み、もう片方の手を、刃に切られるのもかまわずその傷口に押しあてた。

「なに、を……!?」

「黙って」

　ミルザは、目を閉じて自分の手に意識を集中する。どうか助かって、と強く祈りながら、少しずつナイフを抜いていった。

　力を抜いて横になっていたルウスは、その様子に目を見張った。ゆっくりとミルザがナイフを抜き取っていくと同時に、息苦しいほどに感じていた痛みが徐々に薄くなってゆく。そうしてナイフが体から離れる頃には、痛みは完全に消えていた。

「これは……」

　そろりと注意しながらルウスは起き上がる。今までその体からあふれ出していた血は、ぴたりと止まっていた。恐る恐る、ルウスは自分の胸をなでる。血で濡れた白い服は真っ赤に染まっていたが、服の間から覗いて見た肌には、なんの傷あとも残ってはいなかった。

「流れた血がもとに戻るわけではありません。しばらくは、安静にしていてください……」

　肩で息をしながらつぶやくように言ったミルザが、ふらりと倒れてくる。その体を、慌ててルウスが抱き留めた。からん、とナイフがその手から落ちるが、ミルザの手にも傷はついていない。

「あなたは」

「お願い。誰にも、言わないで……」

　それだけを言うと、ミルザは意識を失った。




　ふとミルザは目を開けた。見慣れない天井だ。身じろぎしようとして、その身にかけられた毛布に気づく。

　ミルザは、ベッドに寝かされていた。

「気づきましたか」

　声をかけられて顔を向けると、ベッドのすぐわきに、もと通りに白い聖職者の服に身を包んだルウスが立っていた。

「気分はどうですか。具合が悪いようなら、医者を呼びますが」

　心配そうなその顔に、ミルザは自分が力を使って倒れたことを思い出した。

　まだ目眩はいくらかしたが、これは力を使った後の後遺症だ。ミルザは、ゆっくりとベッドに起き上がる。

　かなりの力を使ったが、久しぶりだったおかげで思ったより体力を消耗しなかった。

「大丈夫です。それより、ルウスこそちゃんと休んでくださいと言ったではないですか」

「私は大丈夫です。あなたのおかげで、私はすっかり元気になりましたよ」

　穏やかに微笑むルウスに、ミルザも笑みを返す。

「よかった。ですが、体がきちんと回復するまでは、無理しないでくださいね」

「はい、心得ておきます。それよりミルザ、あなたは」

「あの、いったい、誰があんなひどいことを」

　その言葉を遮るように、ミルザが話題を振った。ルウスは口をつぐむと、小さくため息をつく。

「……わかりません。男だった……と思うのですが、かぶり物を深くかぶっていたので、顔は見えませんでした。様子がおかしい者がいると思って声をかけたところ、いきなり刺されて……あとは、よく覚えていません」

「まさか、城の中であんなことが起こるなんて……すぐに近衛の方に報告を」

「ええ。先ほど報告をしてきました。今、城の中では近衛団が兇きょう徒との捜索をしていますが、まだ見つからないようですね」

「そうですか……」

　ルウスはそのまま深い色の瞳でミルザを見つめている。

「最近、山沿いの村々に現れているという『セイクレッド・フォリストリア』は……あなたなのですか」

　ミルザは静かに目を伏せた。力を使ったところを見られてしまっては、言い訳もできない。

「噂になっているのは、たぶん私のことです。パレに、代々この力を持つ女性の補佐をする組織があります。詳しくは言えませんが、そこで私の力を使うお手伝いをしていただいているのです。私は、そこから指示された場所に赴き、お怪我や病気を治すお手伝いをさせていただいております」

　ルウスはベッドのわきにひざまずいて、そろえられたミルザの手を、そっと握る。

「そうだったのですね……ありがとうございます、ミルザ。あなたのおかげで、私は文字通り命拾いをしました。あなたは……素晴らしい人だ」

　ルウスが、敬虔なフォリストリア教の信者であることを知っているミルザは、その瞳を見返して首を振った。

「そんなふうに言っていただけるほどの力ではないのです。歴代の聖女と呼ばれる方々の中でも、私の力はとくに不安定で……力の大きさは私の体調に左右されますし、傷を癒やした反動を私は逃しきれません。大きな傷になると、私も寝込むことがあるほどです。ですから、私が救えるのは、多くても日にひとりかふたり……。私の力が強ければ、もっとたくさんの苦しむ人々を救えるでしょう……そんな私が『セイクレッド・フォリストリア』などとは、とてもではありませんがおこがましくて名乗ることはできません」

　一家の稼ぎ頭、もしくは親ひとり子ひとりで貧しく医師に診てもらうことのできない家庭……そんなのっぴきならない事情を抱えた怪我人や病人が出た場合、ミルザのもとへと『パクス』の使いが来る。命に差異はないとわかっている。それでも、ミルザの力に限界があるために、どうしても癒やしを行う者を選別する必要がある。それを手助けするのが、ゲルダ率いる『パクス』だ。聖女はその血で受け継がれていくが、『パクス』の長は血統では決まらない。適性があると思われる人物が、次の長になる。だから、ゲルダの娘であっても、セルマはミルザの力のことをまったく知らない。

『パクス』は、ミルザの身の安全のために付き添いも行う。そうやって、ミルザは先代の聖女であった母が亡くなってから、ずっと癒やしを行ってきたのだ。噂になり始めたのは最近だが、癒やしの行為自体は、誰にも気づかれないように古くから脈々と行われてきていた。

「それでも、あなたの力は十分に人を救います。私にその力を差し伸べてくださったように」

「お願いです。どうか、このことは内密に……」

　不安な表情で見つめてくるミルザに、ルウスは穏やかな笑みを見せる。

「わかりました。誰にも言いません。陛下はこのことを？」

　ミルザは、戸惑うように視線を手もとに落とした。それは、ミルザ自身も気になっていたことだ。

「知らない……と思うのですが……少なくとも、私から言ったことはありません」

「そうですか。ですが陛下のことですから、あなたの力に気づいていて、それで身近に置いておいたのかもしれませんね」

「そう……かも、しれません」

　口にすると、ちくり、と胸が少しだけ痛む。心のどこかでは、そうなんだろうとわかっていたことだ。だが、ミルザは思いたくはなかった。必要とされているのが、自分の力だけだということを。

「やはり陛下にとって必要だったのは……私の力だったのですね……」

「ミルザ」

　ルウスは腕を伸ばして立ち上がると、弱々しく微笑んだミルザをその腕に抱きしめた。驚いたミルザは体をよじる。

「あの……！」

「ミルザ」

　ミルザを抱きしめたまま、熱のこもった声でルウスがつぶやいた。

「陛下に必要なのは力だけだったかもしれませんが……私にとっては、あなたはかけがえのない方です。初めて会ったときからずっと……なぜあのように惹かれたのか、今ならその理由もわかります。私はきっと、すべてを救いたいと思うあなたの気持ち……その優しさに惹かれたのでしょう。それこそが、あなたが『癒やしの聖女』であるという証に違いありません」

「いえ、私は……」

「ずっと……あなたを見ていました。私の心はすでにあなたのものなのです。そのあなたが聖女であったとは……ああ。心から愛しております。たとえあなたが陛下の妃であったとしても」

　そしてルウスはミルザの頬に手を添え、その顔に影を落とそうとする。

「い、いけません！　離して……」

　抗うミルザにそれ以上無理をすることなく、ルウスはその手を素直に離した。ミルザは、急いでベッドから下りる。その様子を見て、ルウスはくすりと笑った。

「私は陛下とは違います。力であなたを手に入れようとは思っていません。乱暴なことはけっしてしないと誓います」

　赤くなった頬で、ミルザはあらためて部屋の中を見回した。見覚えのない部屋だ。

「ここは……」

「客室のひと間です。とりあえず、近いところに運びました」

「私……戻らなければ」

「本当なら、帰したくはないのですが……仕方ないですね」

　言いながらルウスは、薄い肩掛けを取り上げた。

「まだ城の中に兇徒がいるかもしれません。部屋まで送りましょう。ミルザ、これを」

　その肩掛けをそっとミルザにかけて、彼女の衣服についた血の跡を隠す。触れられた瞬間、びくりと肩をすくめたミルザの様子に微かに笑んで、ルウスは部屋の扉を開けた。




　その夜、ザジが戻ってきたのは、いつもよりかなり遅い時間だった。

「不審な者は、見つかったのでしょうか」

　不安げなミルザの様子に、ザジはことさらゆっくりとソファに腰を下ろした。ミルザはその横に立ったまま、ザジの次の言葉を待つ。

「聞いたのか」

「はい。……ルウス司祭が何者かに襲われたと」

　ザジは座ったソファに深く背をもたせかけて目を閉じる。

「怪我がなくてなによりだった。幸い、ほかに被害にあった者もいないし、盗まれたものもないようだ」

　ルウスの傷は治ってしまったが、出血の量が多かったため血の跡をごまかすことはできなかった。なので、揉み合っているうちにルウスが不審者の持っていたナイフで相手を刺した、ということにしてあるのだ。残されたナイフは、一般の家でも使われているようなありふれたものだった。

「いったい、誰が……」

「裏の扉で一部壊されているところが見つかった。血の跡がそこまで続いているところを見ると、不審者はそこから出入りしたらしい。城の中は、近衛一団に加えて二団も配置して警備を強化してある。心配するな」

「はい……」

　それでも不安そうなミルザの声に、ザジは閉じた目を開いた。

「この部屋の前には、常に近衛を二名つけている。使用人たちはなるべくまとまって過ごすように指示してあるし、庭にも数人の近衛が交代で見回っている」

　ザジは手を伸ばすと、ミルザの細い手を握ってその目を見つめた。

「俺が必ず、守ってやる」

　澄んだ瞳と握られた手の強さを感じて、ミルザの中にあった不安がいともたやすく霧散していった。

「はい」

　ザジが言うのなら、きっとその約束は果たされる。そう信じられるその言葉に、ミルザはいつの間にか微笑んでいた。

「そういえば、ランスはなんと？」

　立ち上がったザジは、上着を脱ぎなら思い出したように聞いた。

「あ……」

　その内容を話さなければならないことに、ミルザは頬を染めてうつむく。

「あの、少し血の気が足りないと……」

「血が？」

　釈然としない顔で、ザジがミルザを見つめた。遠回しな言い方ではわからないらしいザジに、ミルザはさらに顔を赤らめた。

「……その、今朝から月のものが……」

「ああ……そうか」

　ザジもそう言ったきり、押し黙る。その沈黙はしばらく続いた。

「あの、ですから、今夜は私、こちらで休みますので、ザジ様はどうぞベッドをお使いください」

　恥ずかしさから、ミルザはつい早口になる。

　その状態で、夜の伽とぎはできない。いや、もしかしたらミルザが知らないだけで、それでもできるのかもしれないが、ミルザはしたくはなかった。

　ザジは、うつむくミルザをしばらく見つめた後、背を向けた。

「かまわない。来い」

　びくりとミルザは震えた。

　かまわないということは、それでもザジは伽をする気なのだろうか。ザジに抱かれることは嫌ではない。けれど、今のミルザの体でザジを受け入れることを考えると、さすがに気分が悪くなってくる。

「いや……それとも、そういうときはひとりで眠りたいものなのか」

　寝室に向かいかけたザジが、振り向いてミルザに聞いた。

「……え？」

「ソファで寝ることは許さない。今のお前は、きちんと休養を取らなければならないのだろう。まだ顔色もよくない。しっかりと眠ったほうがいい、が……その、お前が気にするなら、俺はこっちで寝る」

　見上げると、横顔がわずかに赤くなっている。それを見て、ミルザは気づいた。

　伽をさせようというのではない。伽ができなくても〝かまわない〟と言ってくれたのだ。以前は、隣でおとなしく眠るなどと思うな、と言っていたのに。

　ミルザはふんわりと笑った。

「ベッドを、お使いください」

「それは、お前が……」

「ベッドの端でも結構です。伽はできませんが……一緒に寝てもよろしいでしょうか」

　そう言ってザジを見上げていると、ちらり、とミルザに視線を向けてからザジは背を向けた。

「……かまわない」

　寝室のとばりを上げるその背中を、ミルザは微笑みながら見送って、脱ぎ散らかされた服に手を伸ばした。

　ベッドの上に寝転がると、ザジは服を片づけているミルザの気配を感じながら、薄暗い天井を見つめた。

（月のものがきてしまったということは……子供、ではなかったのか）

　ザジは、ひどく落胆している自分の気持ちを自覚しながら、目を閉じた。










対決




　花祭りも終わり、もとの生活を取り戻したパレの都を、サーザはひとりで歩いていた。夕方の日差しに顔を上げて、目を細める。

　ここへ来た頃にはまだちらほらと見えていた山の白い冠も、今ではすっかり消えてしまった。そろそろ、夏物の心配をしなければならない季節だ。

　サーザは、ミルザが帰ってくるまで『ウェール』に世話になることになったため、その近所の教会で行われている学校へと通い始めていた。ザジが国王になってから、一定の年齢になった子供たちは皆学校へ通うことが義務づけられている。

「ミルザ……」

　歩きながらサーザは、年に似合わない大人びたため息をついた。無意識のうちに出てしまったそれに気づいて、気を取りなおすように首を振ると、サーザは人の流れが慌ただしくなってきた夕暮れの都を見回す。

　ミルザがいるときは、こんなふうにのんびりとパレの都を見ることはできなかった。ミルザは賑やかな雰囲気が苦手らしく、都に出てきても人目につかないようにすぐに帰ろうとする。そのわりには、ひとりでパレに出ていくと数日は帰ってこないことが、サーザにとっては不思議だった。

（なにも、あれを買えとかこれを買えとか言うわけじゃない。こうして見ているだけでも、楽しいのに）

　心の中でぶつぶつと愚痴を言いながら通りすがった店先に、きらりと光るものを目にしてサーザは足を止める。そこは、髪留めやブローチなどを売る小物屋だった。種類が多いうえに値段の張らないものが多く、とくに若い女性には人気がある店だ。

「わあ……かわいい」

　ちょうど外に向けて並べられていたのは、夏に向けた小物だった。出始めたところらしく、同じ模様で、ピンやネックレス、指輪など、いろいろな種類がそろっている。

「これ、ミルザとおそろいでつけたらかわいいだろうな……」

　なにをしていても、ミルザのことが頭に浮かぶ。

　あの日、引き離されるときにもミルザは笑っていた。それが、サーザを心配させないために無理をしている笑顔だったということくらい、サーザにもわかっている。

　ミルザはいつもそうだった。サーザの養い親でもあるミルザの父が亡くなり、後を追うように母が亡くなったときも、自分だってどれほどか悲しかっただろうに、『二度も親を亡くしたサーザのほうがつらいでしょう』と、涙をこらえながら慰めてくれた。サーザがエルムと結婚を決めたときも、自分のことのように喜んでくれた。一方的に婚約を破棄してきたジェイドにさえ、幸せになってくれればいいと笑っていた。優しいだけではないミルザの大きさに、サーザはいつでも救われてきた。

　だからこそミルザには誰よりも幸せになってほしいと願っていたのに、今頃どんな目にあっているのかと思うと、サーザの胸はつぶれそうなほど苦しくなる。何度か城へ行ってみようとは思ったのだが、あの時の恐怖を思い出すと足がすくんで、城へ向かう勇気が出なかった。そんな自分も、許せなかった。

「ごめんね……ごめんね、ミルザ……」

　たったふたりで生きてきた。それほど贅沢をしたことはないけれど、いつも家にはふたりの笑い声が響いていた。そんなもとの生活に、いつになったら戻れるのだろう。

「お嬢ちゃん、なに見てるの？」

　うなだれて小物を見ているサーザの背後から、軽薄そうな声がかかった。視界をゆがめていたサーザの涙が、声の主を悟って一瞬にして止まる。

　サーザは眉をつり上げてうしろを振り向いた。

「なんだっていいでしょう。今日はなんの用ですか？」

　睨みつける先には、近衛兵の装備をしたターグがいた。

「たんなる見回りだよ。ああ、これ見てたの。へー、サーザに似合いそう。買ってあげようか？」

「結構です。あなたに買ってもらう理由などありません」

「それもそうか」

　あっさりと引いたターグに背を向けて、サーザはきびきびと歩きだす。

「今日も教会へ行ってたの？　勉強熱心だね」

　つれないサーザにかまわず、ターグは少し離れてその後をついていく。

「あなたには関係ないでしょう」

「そうなんだけどね。ミルザが気にしているから」

「……ミルザは、元気？」

「ああ。ちょっと暑さにやられてるみたいだけど、元気だよ」

　その言葉に、はっとしたサーザは足を止めて振り向く。

「ミルザ、暑さに弱いんです。最近急に暑くなったから、きっと疲れているんだわ。ちゃんと食事はできてます？」

「そこまでは知らないけど……暑いと食欲、落ちるんだ」

　隣に追いついたターグは、不安そうな顔になったサーザを促して一緒に歩き始めた。

「ええ。食事はなるべく温かいもののほうがいいです。あとは、ローズヒップを擦りつぶして飲ませてあげてください。ミルザの体に合うようなんです。熱いお茶にはちみつと一緒に入れてよく飲んでました。本当はおとなしく休んでたほうがいいんですけど、私は大丈夫って言っていつも無理して……結構頑固なんですよ。あ、ローズヒップは『ウェール』で扱ってますから少し持ってってミルザに……あの？」

　勢いよく話し始めたサーザを、ターグは嬉しそうに見下ろしていた。

「なんですか？」

「いや、かわいいなと思って。ミルザのこと、本当に大事なんだね」

「そりゃ、あたり前ですよ！　たったひとりの大事な姉ですもの。その大事な姉を、あなたたちは……！」

「おっと、藪蛇、藪蛇」

　怒りだしそうになったサーザから、ターグはひょいと離れる。

「サーザも元気だった、って彼女に言っておくよ。じゃあね」

「え？」

　手を振るターグにぽかんとして顔を上げると、そこはいつの間にか『ウェール』の前だった。サーザは、ターグがここまで自分を送ってくれたことに気づいた。

　もう日が落ちる。今日はこちらでできた友達と話し込んでしまって、いつもより帰る時間が遅くなっていたのだ。暗くなり始めた街で自分のことを気にしてくれたことに、サーザの胸が少しだけ熱くなった。

「あの！　今ローズヒップを持ってきますから……！」

「大丈夫、城にもたくさんあるよ。ちゃんとミルザに飲ませるようにするから」

　そう言って片手を上げると、ターグは飄々と去っていった。

　その背中を見ながら、サーザは複雑な気持ちになる。

　自分たちを城に連れていったのは、あのターグだ。聞けば、近衛騎士団の総団長だという。そのわりにはいつもへらへらしていて緊張感というものがまるでない。あの男のせいでミルザもサーザもいらぬ苦労をしているのだと思うと、その彼が自分たちを気遣ってくれているのがわかっても、素直に感謝の言葉をかけるのは難しい。

　ラートの家からパレに連れてきてくれたのも、ターグだ。あの家でミルザを待つつもりだったのに、ターグの口車に乗せられて、いつの間にか『ウェール』に世話になることになっていた。

（悪い人じゃないのかもしれない。あの怖い国王にこき使われて、もしかしたらあの人も苦労しているのかも……）

　その背を見送ってから、サーザは店に入る。彼女に気づいたセルマが、お客の相手をしながら声をかけてきた。

「おかえり、サーザ。手紙が届いているよ」

「私に？」

　受け取って差出人の名前を見つけたサーザの顔が、ぱっと明るくなる。それは、エルムからだった。慌ただしくラートを出てきたので、細かい事情はまだ話してはいない。あらためて連絡しようにも、今のミルザの状況を詳しく説明するわけにもいかず、サーザはなんと返事を書いたらいいのか悩んで、ペンを取っては置く、という日々を繰り返していた。結局いまだなにも連絡できていなかったのだ。

　帰宅の挨拶もそこそこに、サーザはそそくさと部屋へ入った。サーザが使わせてもらっている部屋は、春にお嫁にいってしまったセルマの娘が使っていた部屋だ。

　サーザは胸を高鳴らせて封を切る。広げた便箋には、少しくねった字が短めに並んでいた。

「……ええ？」

　読み進めていくうちに、サーザの目が輝く。それは、家の用事でエルムがパレに出てくるという内容だった。

【急だけど、時間をつくるから少しだけでも会いたい】

　そう結ばれた手紙に記された日付は、明日だ。

「明日!?　もう、どうしてもっと早く教えてくれないのよ!?」

　誰もいない部屋で文句を言いながらも、顔はついついほころんでしまう。

　エルムはサーザの幼なじみだ。と言っても、ラートはもともと村人自体が少ない小さな村で、子供たちはみんな幼い頃から顔なじみだ。その中でもサーザとエルムは、とくに仲がよかった。親同士の仲立ちのあったミルザとジェイドとは違い、サーザたちはお互いがお互いを選んで結ばれている。

　丁寧に手紙をたたんでしまうと、サーザはクローゼットの扉を開けた。それほど長い間いるつもりもなかったから、あまり服は持ってきていない。

　この赤いスカートがお気に入りだけど、明日も天気はよさそうだから、もう少し薄いものがいいのかしら。それともこっちの……。

「もっとかわいいの選んで持ってくればよかった」

　ふう、と息を吐いたサーザの頭に、ふと先ほどの店にあった髪飾りが浮かんだ。きらきらとした石細工のそれは、手ごろな値段で今のサーザの手持ちでも十分買える。ターグに話しかけられてそのまま帰ってきてしまったが、あれがあれば少しはおしゃれになるだろうか。

　店の閉店までは、まだ少しだけ時間がある。少しだけ迷うと、サーザは財布を持ってこっそりと『ウェール』を飛び出した。




　幸い、小物屋はまだ開いていた。目あての髪飾りを買って、ご機嫌でサーザは『ウェール』へと戻る。

　エルム、気づいてくれるかな、と明日の再会を思い描いて、サーザの胸は弾み足取りは軽かった。

　だが、浮かれて路地に入ったときだった。

「おい」

　ふいに低い声がして、反射的にサーザは振り向く。そこには、黒っぽい装束に身を固めた男がひとり、立っていた。かぶり物をしていて顔全体は見えないが、一部分だけ開いた隙間から覗く目は、鋭くサーザを射ぬいている。

「お前は、ラートにいた娘か」

　不気味に見えるその姿に気圧され、サーザは数歩後ずさる。背後の気配に顔だけ振り向くと、そこにも同じような様相の男がさらにふたり、サーザの行く手を遮っていた。両側から囲まれたサーザは、逃げることもできずに立ちすくむ。

（誰……？）

「お前は、力を持つ者か」

　じりじりと男が間合いを詰めながら、再び聞いた。サーザの体が、恐怖のあまり細かく震え始める。

　聞かれていることがなんのことだかまったくわからないサーザは、絞り出すように言った。

「……なんのこと……？」

　路地のどちらに抜けることもできず、サーザは壁に背を向ける格好になった。そのサーザに向かって、男たちは前後から少しずつ距離を詰めてくる。すると、男のうちのひとりが、細長い小刀を取り出した。

「答えないなら、その体で確かめさせてもらおう」

「……！」

　息をのむサーザに、男が小刀を振り上げたときだった。

「そんな物騒なもの、かわいい娘さんに向けて見せびらかすもんじゃないよ」

　場の空気に似合わない、のんびりした声が響いた。男たちがいっせいに、声のした方向に顔を向ける。聞きなれたその声に、震えながらサーザも顔を向けた。

「ターグさん……」

「一緒に遊びたいなら、もっと優しく声をかけないと。俺、結構うまいんだぜ。指導してやろうか？　断られないナンパの仕方」

　警戒する男たちに臆することなくのんびりとした足取りで歩いてくると、ターグはサーザと男たちの間に立ち塞がってにやりと笑った。

「ようやく会えたね。君たちには聞きたいことがあるんだ。ちょーっと一緒に来てもらおうか」

「レギの銀狼……」

　ひとりの男がつぶやいた声に、ぴくりとターグが反応する。

「おやあ？　ずいぶんと懐かしい名前を知ってるね。その名前を知ってるってことは、君たちも明るい世界の人間ではないようだな」

「国の飼い犬になったお前など、恐るるに足らず」

　ほかの男ふたりも、腰から同じ小刀を取り出した。

「まあね。俺も最近は団長なんて呼ばれて若いのの指導しかしてないんで、体がなまってんだよ。そっちがその気なら、たまには本気出すかな」

　そう言いながら、スッとターグが腰の刀を抜いた。その姿に、男たちの緊張が一気に高まる。腰を落として独特の構えを取ったターグは笑んだままだった。だが、その視線は鋭く男たちに向けられる。路地はサーザでさえわかるほどの殺気に包まれた。

「サーザ」

　背を向けたまま、ターグが言った。

「目をつぶって、十数えな。いいか、いくぞ……一！」

　……二……三……四……。

　サーザは言われた通り、ぎゅっと強く目をつぶって心の中で数えた。激しくぶつかり合う金属音とうめき声に耐えきれず、サーザは自ら両手でその耳も塞いだ。必死で、なにも考えずにただ数を数えることだけに集中する。

　……十。

　十まで数え終わると、サーザは目をつぶったままゆっくりと手を離す。なんの音もしなかった。けれど、あたりには気持ち悪くなるほどの錆さびた鉄のにおいが充満している。

「もういいよ」

　優しげな声にゆっくり目を開けると、すぐ目の前にターグが立っていた。

「怖い思いをさせて、悪かったな」

　少しだけサーザに覆いかぶさるようにして、ターグは言った。その体にも、赤いしぶきが散っている。

「怪我……」

「ん？　ああ。俺のじゃない」

　その体で視界が遮られて、路地の中は見渡せない。だからその向こうの肉塊も血だまりもサーザが見ることはなかった。それでも、そこであったことは容易に想像できて、カタカタとサーザは震えた。

「遅くなっちゃったね。さ、帰ろう、サーザ」

　サーザの視界を遮るように彼女の肩に手を回すと、ターグは壁に沿って路地を移動していく。ちょうどその時、数人の近衛兵が駆け寄ってきた。

「団長！　これは……」

「ちょっとな。あ、コリン。彼女を『ウェール』まで送っていけ。頼んだぞ」

「はい」

　コリンは、青ざめた顔で緊張気味に答えた。近衛兵としても慣れてきたコリンだが、このような凄せい惨さんな現場に立ち会うのは初めてだ。それでも自分に課せられた使命を果たすべく、ターグからサーザを託されたコリンは、彼女に寄り添って歩き始めた。ふたりが完全に路地から離れたのを確認して、ターグは路地を振り返る。

「こりゃまた派手にやりましたね」

　そこでは、動かなくなった三人の男を見ながら、副団長のグレンが部下たちに片づけるように指示を出していた。

「みんな殺しちゃったんですか。ひとりくらい残しておいてくだされば、口を割らせることもできましたのに。ランスが新しく開発した薬を試したいって、うずうずしてましたよ」

「それは、彼らにとっちゃ死んだほうが幸せだったのかも……一応、手加減はしてやったんだけどさ」

　言いながらターグは、近くに転がっていたひとりを蹴飛ばして転がした。仰向けになった死体は、はずれたかぶり物の下に苦痛でゆがんだ顔を覗かせている。その口からは、緑色の泡があふれていた。グレンが眉をひそめる。

「毒、ですか」

「こいつはな。生かさず殺さずの状態にしといたほかのふたりにとどめを刺して、最後にこれだ。あと、やっぱりこいつらナトリアの人間じゃない」

「そうですね。いくらこんな服を着てても、この面差しは砂漠のほうの……金で雇われた傭よう兵へいでしょうか」

　ターグは、その場に膝をついて念入りに死体を調べ始めた。

　その男たちの着ている黒服は、襟に刺繍で文様を描くナトリア独特の様式が施されていた。何度か近衛兵と応戦してきた男たちも、皆、この様式を持つ服装だった。そのせいで、ナトリアの仕業ではないか、と近衛兵の中ではいわれてきたのだ。

「ナトリアが雇ったんでしょうか」

「ナトリアは砂漠のムズラ族と親交がある。その可能性はないこともないが……わざわざ傭兵を雇っておきながら自国を特定させるようなまねを許すほど、ナトリアは馬鹿じゃないだろう」

「ナトリアとレギを争わせようとしているものがいるということですか」

「被害がトルシリアにも及んでいるところを見ると、ブリア＝バート全体を標的にしているのかもしれない」

「なんにしろ、黒幕はナトリアという可能性は、限りなく薄くなりましたね」

「まだ断定はできないけどな。それより、お前がいるってことは、例の件、調べがついたのか？」

「はい」

　グレンは顔を引き締めた。




　――バン！

　突然の響いた音に、ソファでまどろんでいたミルザは飛び起きた。今夜もザジを待って本を読んでいたのだが、どうやらうとうとしてしまったらしい。

　慌てて振り向くと、乱暴に扉を閉めたのはザジだった。憤りを隠そうともしないザジの様子に、ミルザはただごとではない雰囲気を感じて立ち上がる。

「ザジ様……？」

　足音荒く近寄ってきたザジは、持っていたガラスの瓶をミルザの足もとに叩きつけた。ガラスが飛び散り、透明などろりとした液体が床に広がる。

　それがなにか気づいたミルザは、体をこわばらせた。

「これは、お前のものだな？」

　低く抑えた声が、なおさらにザジの怒りを感じさせた。

「これは……」

「ずっと、これを？」

「……はい」

　その小瓶の中にあったのは、ある杉の木の樹液だった。それには殺精子効果があり、一般に性交の前に女性の膣内に塗布して避妊薬として使われている。ただ、強い効果があるため、女性の体にはけっしてよいものではない。期間を空けて一日二日使う分には問題ないが、長期の使用は体調を崩す原因になる。もっぱら娼婦が使う薬だ。その薬を手配してくれたレイラからも、頻繁な使用は控えるようにミルザはきつく言われていた。

　だが、いずれ別れる身であれば、国王の子供を宿すことは後々の問題に発展することは目に見えている。自分がザジの負担になることだけは、ミルザは絶対に避けたかった。

　内緒で使用していたそれを、夕べはたまたま隠しきれていなかったらしい。朝起きてその小瓶を見つけたザジは、ミルザが使っている薬だと察して、やはりどこか悪いのかと心配になりランスに確認したのだ。

「最近、具合が悪そうだったのは、このせいだったのか」

　どうしてザジがそこまで怒っているのか、ミルザにはわからなかった。だから、震えながら本当のことを言うしかなかった。

「私は、かりそめの妻です。このような下げ賤せんの身で、万が一にもザジ様の種を宿すようなことがあっては……きゃっ」

　ミルザが言いきる前に、ザジはミルザの体を乱暴に抱き上げると、寝室のベッドへと放り出した。起き上ろうとしたミルザの上に、覆いかぶさってその体を押し倒す。

　ミルザが顔を上げると、暗い目をしたザジが見下ろしていた。

「二度と……こんなもの使うな。このまま使い続ければ、具合が悪くなるどころか下手をすると子供を産めない体になる」

「でも……！」

　言い募ろうとするミルザに、ザジの顔がゆがんだ。その顔を見て、ミルザは、はっと気づく。

　怒っているのではない。その表情は……傷ついた者の顔だ。

「自分を傷つけてまで……それほどに俺の子を産むのが嫌か。俺との……」

「え……？」

　言うなり、ザジはミルザに乱暴に口づける。

「ん……んっ」

　ザジは、いつになく荒々しかった。寝衣用の薄物も脱がせないまま、ミルザの下半身を開かせようとする。

「あ、あのっ……明かりが……！」

　あらわにされそうになったその部分を隠そうと身をよじりながら、ミルザは叫ぶように言った。まだ、ろうそくを消していない。

「かまわん」

「でもっ……！」

　ミルザは慌てて起き上ってベッドから下りようとする。その体に手を伸ばしたザジが、ミルザの身を包む薄い衣を掴んだ。急に引っ張られたミルザが、体勢を崩してその場に倒れ込む。

「きゃ……！」

　ふたりの間で、その衣が高い音を立てて裂けた。その瞬間、ミルザは体を硬くする。

　素肌をさらしたミルザの背には、肩から腰まで届くほどの、大きく引きつれたような醜い傷跡があった。

「見ないで！」

　体を縮めて、反射的にミルザは叫んでいた。

　今までは、なにも着ていない状態でザジに背を向けることはなかった。なにより、裸になるのは闇の中だけだったから、見られないで済んでいた。

　だが、薄暗いとはいえろうそくの明かりの中で、その傷跡はザジの目にはっきりと映ってしまった。

「見ないで……ください……」

　震えながら、ミルザが繰り返した。

　なめらかな肌とはほど遠いその傷跡は、とても人目にさらせるようなものではない。

　その傷を負ったときのミルザはまだ幼く、怪我を治すだけで精いっぱいだった。今消そうと思ってできないことはないが、それはミルザにはかなりの負担になる。力が回復しきらないうちに怪我人が出ても、治すことができなくなってしまうのだ。

　ミルザは、ひとりでも多くの人を救いたかった。力の弱い自分なればこそ、できるだけ癒やしの力を必要とする人のために使いたかった。自分のことより他人を優先してきた結果、その傷跡はまだミルザの背中に残り続けていた。そのことを、ミルザは初めて後悔した。ザジに知られる前に、消しておけばよかった。

　こんな傷跡があることを、ザジには知られたくなかった。

　その背に、ばさりと毛布がかけられる。

「どうした」

　ふいにザジが冷静な声を出した。それが自分にかけられたものでないことに気づいて、ミルザは顔を上げる。

「お休みのところ申し訳ありません。例の組織、指示を出していた者の特定ができました。今、近衛に見張らせてあります」

「パレか？」

「いえ。イソラです」

　珍しく硬い声は、ターグだった。どうやら、寝室のとばりの向こうに控えているらしい。彼が入ってきたことに気づかなかったミルザは、かっと頬を染めた。

「わかった。一刻で出立する。侍従を抜いた第一団に準備をさせろ。代わりに二団を城内に配置。俺も出る」

「はっ」

　とばりの向こうで短く返答があった後、扉の閉まる音が聞こえた。そこにいるのがミルザだけと知っていても口調が硬いのは、それだけ緊張を伴う内容なのだろう。

　ベッドから下りて上着を手に取るザジを、ミルザは見上げる。

「ザジ様……」

「出かける」

　ミルザは毛布を体に巻きつけてベッドから下りると、寝室を出るザジを追った。

「例の組織とは、若い女性ばかりを襲っているという……」

「ああ」

　手もとの毛布を握りしめると、ミルザは噛みしめるように言った。

「狙われているのは……私、ですね」

　ザジは振り返ると、ミルザをじっと見つめた。答えはなかったが、否定されなかったことでミルザは確信した。

「やはり、ご存じだったのですね。私の力を」

　だからザジは自分をこの城に留め続けてきたのか。

　ミルザの胸の中で、なにかが音を立てて崩れていった。無言のままのザジに、ミルザは頭を垂れる。

「どうか……無事にお戻りを」

「ああ」

　短く答えると、ザジはミルザに背を向けた。扉を開けて、一度だけ振り返る。

「なにがあっても、お前を守ってやる」

「ザジ様……？」

「この件が終わったら、家に帰してやる。もう嫌々俺に抱かれることもない。何者にもおびえることなく安心して眠れる夜をお前に返そう」

「私は」

　戸惑うミルザの言葉を待たずにザジは部屋から出ていくと、今度は静かに扉を閉めた。残されたミルザは、締めつけられるような痛みを感じて自分の胸に手をあて、うなだれる。

「嫌ではないと……言ったではないですか……」




「おはよう、ミルザ」

　朝になり、いつものようにミルザの部屋へとやって来たレイラは、細くカーテンを開けた窓辺にたたずんでいるミルザを見つけた。

　眠ってはいないだろうとすぐわかる顔で、ミルザはレイラを振り返る。

「陛下は……？」

　不安そうなミルザの様子を見て、レイラはその不安を吹き飛ばすように笑ってみせた。

「近衛と一緒に、イソラへ向かったわ。今頃どこまで行ったかしらね」

　イソラは、トルシリアとの国境沿いにある小さな村だ。パレからだと、馬車で二日はかかる。

　ミルザはもう何度目かわからないため息をついた。

「大丈夫かしら……」

「今回行ったのは、精鋭部隊だからきっと大丈夫よ。それに、おそらく城内にも、もう危険はないだろうし」

「それって……内通者が見つかったってこと？」

　ザジに城内の情報が漏れている可能性は聞いていた。誰がその情報を漏らしているのか、レイラたちが内密に探っていたことも。その結果が出るまでは、くれぐれも注意するようにと、ミルザもザジに言われていたのだ。

　レイラが神妙な顔でうなずく。

「ええ。おそらくは……ルウス様ではないかって」

「ルウス？　ルウスがどうして？」

　予想外の人物が疑われていることに、ミルザは瞠目した。

「以前、ルウス様が襲われたときに、侵入者を見かけた者が、ルウス様のほかにいないのよ。その後も侵入者があった気配もないし。それでターグ様があの事件そのものを疑って……だから、今回イソラに行くにあたって、陛下たちはルウス様を同行させていったわ。疑わしい者を、ここに置いておくわけにはいかないって」

「ルウスが……まさか、あんな穏やかでお優しい方が？　第一」

　彼はその侵入者に刺されて命を落とすところだった。

　その言葉を、ミルザは危うくのみ込んだ。

　あの事件でルウスが実際に怪我を負ったことは、ミルザしか知らない。そのことを知っていれば、ルウスを疑う必要などないのだ。だが、それを話せばミルザの力のことも話さなければいけなくなる。

　不自然に口をつぐんだミルザに気づかずに、レイラは首をかしげている。

「そうよねえ。でも、ターグ様が言うんだから、やっぱりなにか怪しいところがあったのかもしれないわね。まあ、本当にルウス様がそうだとしたら、とりあえずこの城は安全だということになるわ」

　違う。内通者は、まだこの城の中にいる。

　じわりとした不安がミルザを包んだ。

　すべてを話せないことにもどかしさを感じながら、ミルザは深刻な表情になって言った。

「それでも、一応気をつけたほうがいいわ。ほかにも、不審な者がいないとは限らないし」

「そうね」

　話しながら、レイラはほかの窓にかかっていたカーテンを引いていく。初夏の強い日差しが部屋を満たして、ミルザは目を細めた。

「いずれにしても、陛下のいない間は十分に注意するようにとのお申しつけよ。一週間もあれば戻るということだけれど、ミルザのことを頼むと何度も念を押していったわ。陛下は本当にミルザのこと、大事にされているのね」

　笑みすら含ませてレイラは言うが、ザジの思惑がレイラの思いと違うものであると知っているミルザは、曖昧に微笑むことしかできなかった。

「陛下が戻るまでは、なるべくこの部屋から出ないでね。また窮屈な生活になるけれど、ほんの一週間のしんぼうよ」

「……わかったわ」

　それからミルザは、また部屋に閉じこもる日々を送ることになった。外の様子ははっきりとはわからないが、窓から庭を覗けば、常に近衛兵がちらほらと視界に入る。城の中でも、とくにミルザの部屋は用心されているようだった。

　だが、十日を過ぎても、ザジは戻らなかった。




「陛下から連絡は？」

　昼食の用意をしているレイラに、ミルザは聞いた。レイラは困ったように首を振る。

「まだなにも……そろそろ、なにか連絡がきてもよさそうなものだけど。それより、最近のミルザ、あまり食べていないでしょう。ちゃんと食べないと、帰ってきた陛下に叱られるわ。きっと、もうこっちに向かっている頃よ。あまり、心配しないで」

　そう言ってレイラは笑って、ミルザを席に座らせた。

「でも、相手は近衛ですらなかなか捕まえることのできない集団なのでしょう？」

「そうね。でも、私たちにできるのは、ちゃんと健康でいて陛下たちの無事を祈ることだけよ。さ、食事にしましょう」

　いいえ。私にはそれ以外にもできることがある、とミルザは心の中だけで反論する。

　レイラにも言えないその言葉をのみ込んで、ミルザはおとなしく食事を始めた。

　食事が終わると、ミルザは窓際に立って外を眺める。ひとりになりたいから、と言ってあるので、レイラも夕食の時間までは部屋に来ない。この数日で、近衛兵の巡回の時間は頭に入っている。あとは、行動するだけだ。

　ミルザは、庭仕事をするための服に着替える。普段着るように用意されている服は、ザジが用意してくれた少し上等の衣ばかりだ。それでは、目立ってしまう。

　一週間を過ぎても戻らないザジに、ミルザはある決心をした。

　最初から、一緒に行けばよかったのだ。

　この城の中だって、いまだ内通者が潜んでいるかもしれないと思えば、完全に安全とは言いきれない。それならば、危険性という面ではザジのもとにいても同じだろう。

　かの地では、この瞬間にも誰かが傷ついているのかもしれないのだ。誰か、ではなく、ザジが。

　もしそうならば、その傷を自分が癒やそう。とっくに秘密などバレているのだから、今さら遠慮する必要もない。『ウェール』まで行けば、ロイに頼んでいつもの警護をつけてもらえる。なにもなければ、そのまま一緒に帰ってくればいいだけの話だ。

「ザジ様……」

　その名をつぶやけば、ミルザの胸は締めつけられるように痛くなる。

　あの夜、最後にザジが見せた表情が、ミルザはずっと気になっていた。

　ザジを傷つけてしまった。それはわかるのに、なにが彼を傷つけたのか、ミルザにはどうしてもわからなかった。

　心配や後悔が心に渦巻いて、ミルザは、ただ、ザジに会いたかった。

　ミルザは、外が暗くなるのを待った。夕方、警備の近衛兵が交代した直後に、ほんのわずか庭に誰もいなくなる瞬間があるのだ。その隙を狙って、ミルザは裏の門へと抜けるつもりだった。

　ミルザがじりじりとした思いを抱えて、茜あかね色に染まっていく空を見ていたときだった。

　控えめに、扉が叩かれた。ぎくりとしてミルザは振り返る。

　いつもの時間より早い。

「レイラ？」

　だが、静かに扉を開いた意外な人物に、ミルザは目を見張る。

「ルウス？」

「ミルザ、少しよろしいですか？」

「ええ、もちろん。ルウス、陛下と一緒にイソラに行かれたはずでは……」

　するりと体を扉の内へすべりこませたルウスは、まだ埃にまみれた旅装束を着たままだった。扉を閉めるとルウスは深く息を吐いて、緊張した面持ちで顔を上げる。

「あなたに至急お伝えしたいことがありまして、先に早馬を飛ばして帰ってまいりました」

　ルウスのいつになく硬い声が、ミルザの心に不安の影を落とす。ミルザは、無意識のうちに自分の手を握りしめた。

「陛下が、お怪我をされました」

「え!?　どういうことですか？」

　ミルザは、慌ててルウスに駆け寄る。

「陛下たちが向かったのは、例の組織の隠れ家です。うまく囲んで取り押さえようとしたのですが、思わぬ反撃にあいまして……陛下も勇敢に戦われましたが、その際に傷を負いました。倒れた近衛をかばったのです」

「それで、陛下は……！」

「動かせる状態ではなく、今はイソラの民家で休んでおります。薬も効かず、熱が下がりません。陛下をお助けできるのは、ミルザ、あなただけです。お願いです。どうか、私と一緒に来てください」

「もちろんです」

　即答するとミルザは、ルウスと一緒に部屋を出た。

　すると、そこには部屋を守っていた近衛兵がふたり、昏倒している。

　悲鳴をあげそうになったミルザの手を強く握って、ルウスはその叫びを止めた。

「心配ありません。眠っているだけです」

「ルウスがやったのですか？　どうして……」

「ミルザを連れ出そうとしても反対されるでしょうし、今はほかの人間を説得している時間が惜しい。あなたの秘密を守るために、少々強引な手を使ってしまいました。陛下の症状は一刻を争います。ですから、どうかお急ぎを」

　手を取って急ぐルウスについて、ミルザは部屋を後にした。

　城の裏からこっそりと街へ出ると、ルウスは路地裏を急いだ。

「少し行ったところに、馬車が用意してあります」

「陛下の具合は、いかがなのですか」

　ルウスの眉が少しだけひそめられる。

「一昨日から高熱が続いています。薬草などの手は尽くしたのですが、一向に回復しません。うわごとでずっと、ミルザの名前を呼んでいます」

「私を……」

　それは、ミルザならその怪我を治せることを知っているせいだろうか。ミルザは、きりりと痛んだ胸に手をあてた。

　それでもいい。ミルザは一刻も早くザジの体を癒やしたかった。

　しばらく行くと、道端に黒い馬車が止まっているのが見えてきた。

「あれです」

　ミルザが足をさらに速めたときだった。

「ミルザ！」

　ふいに背後から声をかけられてミルザは振り向く。

「コリン」

「ミルザをどこへ連れていく気だ!?」

　大きな布袋を肩に下げ、珍しく私服に身を包んでいるコリンが、ミルザを見つけて慌ててやって来る。近衛兵たちは、ミルザの身を優先して守れと厳命を受けていた。そのミルザが、ルウスとふたりで街の中にいるのをコリンは見逃せなかった。

「やっかいなのにつかまってしまいましたね」

　立ち止まってルウスがつぶやいた。ミルザは、駆け寄ってくるコリンに声をかける。

「心配しないで。これから陛下のところへ行くの」

「陛下の？　でも、陛下は……っ！」

　言いかけたコリンの顔がこわばる。ルウスが、手にしたナイフをミルザに突きつけたのだ。

「てめえ……どういうつもりだ!?」

「あと少しで、誰にも見つからないで消えることができると思ったのですがね」

「ルウス……？」

　驚いてミルザは、自分を羽交い絞めにするルウスを見上げる。ルウスは、そんなミルザに微笑んで、こっそりと耳もとで言った。

「安心してください。あなたを傷つけることはしません。ちょっと、あの近衛を脅すだけですよ」

　ルウスがミルザに向けたナイフをちらつかせるのを見て、コリンは足を止めた。

「彼女に傷をつけたくなかったら、そこから動かないでください」

「コリン、どうし……あ！」

　遅れて、背後からもうひとり、コリンよりも年かさの男が顔を出した。ミルザは、その顔に見覚えがあった。やはり近衛騎士団に所属する男だが、こちらも制服ではなく私服だ。

　ふたりは、『ウェール』の夜の見張り当番のために交代に向かうところだった。たまたま近道をしようと裏通りに入ったところで、ミルザたちに出くわしたのだ。

「ミルザ様！」

「ミルザをどうするつもりだ」

「あなた方には関係のないことです」

　ルウスが、じりじりとミルザを引きずって馬車へと近づく。すると、馬車の扉が開いて、中から黒装束を着たふたりの男が飛び出してきた。その男たちが手にした短刀を見て、コリンたちも、持っていた荷物の中に隠していた刀を緊張した顔で引き抜く。

「コリン！」

　見る間に、四人で激しい打ち合いが始まった。

「やめさせてください、ルウス！　コリンが……」

「こちらへ」

　暴れるミルザの腕を引っ張ると、ルウスはミルザを無理やり馬車へと押し込もうとする。

「コリン！」

「ミルザ！」

　ミルザを乗せると、馬車は勢いよく走りだした。窓からうしろを覗いたミルザは、土煙の中の人影に目を凝らす。コリンにとっては、初めての実戦だ。一緒にいたもうひとりの近衛兵に援護されながら必死に剣を振るっている。その姿が、黄昏の中に見る間に遠くなっていった。

「止めて！　ルウス、車を止めてください！」

　走行中にもかかわらず扉を開けようとしたミルザに、ルウスは懐から布を取りだした。

「やれやれ。本当はこんな薬を使いたくはなかったのですが……あなたには、少し静かにしていてもらいましょう」

「ん……！」

　口もとにその布をあてられたミルザは、ツンときついにおいを感じる。慌てて首を振ってその布から逃れるが、体中の力が抜けてその場に倒れそうになる。その体を、ルウスは抱きかかえるようにつかまえた。

「ルウス……どうして……」

「あなたは、なにも心配することはないのですよ」

　ルウスの声は、いつものように慈しみにあふれたものだった。だから、ミルザにはなにが起こっているのか理解できない。

「言ったでしょう。あなたを傷つけるようなことはしませんよ……私の大切な『セイクレッド・フォリストリア』」

　笑顔で言ったルウスは、ミルザの乱れた前髪をそっと払うと、その視界を遮るように布を巻いた。力の抜けたミルザの体を椅子にきちんと座らせてその肩を抱きながら、くすくすとルウスが笑う。

「ようやく、手に入れました。あの日から……私が聖女に会ったあの日から、どれほどこの日を夢見たでしょう」

「……え？」

　なんとか体を動かそうともがいていたミルザは、その言葉に動きを止める。

「誰も信じてはくれませんでしたが……私は幼い頃、聖女が人を癒やす場面をこの目で見ました」

「私……？」

「いえ。おそらく、あれはあなたのお母様でしょう。偶然でした。誰にも言ってはいけないと言われましたが、聖女は伝説ではなかったと知ったときのあの感動は、今でも忘れられません。そして同時に、私は私の目指す場所を見つけたのです。あの時からずっと、あなたを探しておりました」

　それきり、ルウスは口を閉ざしてしまった。ひとしきりもがいていたミルザだが、どうやっても体が動かないことを知ると、あきらめて馬車に揺られるしかなかった。




　馬車が走っていたのは、それほど長い間ではなかった。揺れが止まると、ルウスはミルザを横抱きにして馬車から下りる。ミルザは、そのまま馬車の音が遠ざかっていくのを聞いた。

　目隠しをされてなにも見えなかったが、どうやらどこかの家に入ったようだ。身を硬くしていたミルザは、ふわりとやわらかい布の上に下ろされるのを感じた。しばらくルウスがあちこちに動いている気配に耳をすましていると、目隠しをされた布の向こうに明かりが灯るのがわかった。

　足音が近づいてきて、丁寧な手つきで目隠しがはずされる。

　ミルザは、ベッドに寝かされていた。ルウスが上から、笑みをたたえた顔で覗き込んでいる。

「ルウス……」

「気分は、どうです？」

　言われて、ミルザはまだ自分がうまく体を動かせないことに気づいた。それでも頭を動かすと、ひとつだけ灯されたろうそくの光で、ぼんやりと部屋の様子がうかがえる。

　ベッドが部屋の真ん中に据えられただけの、それほど広くない部屋だった。板張りの窓の向こうは見えないが、もうすっかり外は暗くなっているようだ。

「ランスが開発した薬です。一時的に、体の神経を麻痺させるものだそうですよ。副作用はないと聞いていますが……苦しくないですか？」

「どうして、こんなことを……」

「そんなに怯えないでください」

　いつもと変わらない穏やかな笑顔を浮かべたまま、ルウスはミルザの動かせない手を両方とも持ち上げる。そうして、その両手をひもでひとつに縛った。ミルザに、まだ抗う力は戻ってなかった。

「なにを……」

「そろそろ、薬も切れる頃合いです。あなたが暴れなければ、これ以上、窮屈な思いはさせませんよ」

　その姿を見上げながら、震える声でミルザは言った。

「陛下がお怪我をされているというのは、嘘なのですか」

「嘘ではありませんよ。今頃陛下は怪我を……いえ、もう亡くなっていることでしょう」

「え……？」

「あなたから引き離すための嘘に、まんまと陛下は乗ってくれました。今頃は、近衛ともども全滅しています」

　その言葉に、ミルザは目の前が真っ暗になった気がした。ルウスの言葉をそのまま信じるわけではないが、連絡が取れない以上、それを疑うだけの根拠もない。

　言葉を失ったミルザに、ルウスは笑顔のまま続けた。

「伝説の聖女が、この世界に現れたのです。あなたの力があれば、この世界を治めることも不可能ではありません。素晴らしいことだとは思いませんか。なのに、その聖なる力をたかがひとつの国に閉じ込めておくなど、この上なく愚かな行為です」

　ミルザを見下ろす目は、あくまで優しい。教会の中で、信者に向けて聖女の言葉を語りかけるときのように。

「この国を見てください。いまだ、くだらない原因で争いを続けようとしています。こんな野蛮な国に、あなたを置いておくことなどできません」

「この地は平和になると言ったのは、あなたではありませんか」

「ええ。たしかに表面上は陛下のおかげで平和になりました。ですが、力で押さえつけた平和など、一時的なものに過ぎません」

「ナトリアとの講和は、けっして力で押さえつけたものではありません。話をし、共存の道を……」

「そんな道化を誰が信じるのですか。ナトリアもレギも、まだ戦をできる力が十分に残っています。きっかけがあれば、すぐに同じことを繰り返すでしょう。ですが、あなたがいれば、世界は本当の意味で平和になるのです」

　勝ち誇ったようなルウスに、ミルザは目を見開いた。

「あなたは……世界を、手に入れたいのですか？」

「私が望むのは、ただ、安穏とした平和な世界だけです。それには、自己主張の強い支配者などいらない。私たちには、『セイクレッド・フォリストリア』、あなただけがいればいいのですよ。ミルザ」

　ルウスは縛ったミルザの両手を頭のほうへと持ち上げ、ベッドの端に結わえつける。傷つけることはない、と言われていても、ルウスのなすがままになるしかない自分の体にミルザは不安を拭い去ることができない。

「私になにができるのでしょう。人ひとりもろくに救えない私が、世界などと……」

「あなたは、なにもわかっていない」

　ゆっくりとルウスはベッドへ腰を下ろすと、ミルザの両側に手をついた。

「あなたのその存在だけで、世界は救われる……難しいことではありません。ただ、そこにいてくださればいいのです。あとはすべて、私に任せてください」

　ツーっと頬を指でなぞられて、ミルザは体を硬直させる。

「ルウス……」

「レギの次は、ナトリアです。この世界を変えていきましょう。ミルザ……私と、ふたりで」

　額に口づけられて、ミルザの全身がそそけ立つ。

「そんなこと……！　陛下が許しません。きっとすぐにここに……！」

　いくらか麻痺の取れてきた身をよじるミルザを見下ろして、ルウスは薄く笑った。

「言ったでしょう。陛下はもういません。あきらめなさい」

「そんなはずありません！　陛下は、必ずご無事で帰ってきます！」

「陛下とて、あなたの力が欲しかったからそばに置いていたのでしょう？　私は、あの王のように力ですべてを屈服させようなどと思ってはいません。平和の象徴であるあなたがいれば、ほどなく世界はひとつとなるでしょう。伝説の理想郷、フォリストリアのように」

　手首のひもをはずそうとミルザは必死にあがくが、ひもは手首にぎりぎりと食い込んでくるだけで一向にはずれそうにはない。

「その理想を掲げるのなら、どうして罪もない女性たちを何人も犠牲にしたのです？」

「ほかの国や人の手に落ちる前に、早急にあなたを見つける必要がありました。仕方のないことだったのです。しかし、その目的も果たせました。少女たちを手にかけた傭兵は、すぐに裁かれることでしょう」

「……彼らは、仲間ではなかったのですか？」

「とんでもない。あんな下賤な者たちなど……あれは、ただあなたを見つけるためだけに金で雇った駒です。仲間などではありません」

「では、城であなたを刺したのは……」

「私です」

　緊迫するミルザとは対照的に、ルウスは場違いなほど幸せそうに微笑む。

「死にそうな傷でなければ、あなたが癒やしの力を使うことはないでしょう？　城の中であなたを刺すわけにはいかなかったので、手っ取り早く自分を刺してみました。あなたならきっと、私を助けてくれると信じていましたよ」

　その笑顔は晴れ晴れと自信に満ちていて、一点の曇りもなかった。まるでいつものバラの庭で世間話をしているようなその様子に尋常でないものを感じて、ミルザの背筋がぞっと冷えた。

「……あなたという人は……」

「すべては、フォリストリアへとたどり着くために必要なことだったのです」

　穏やかにミルザを見下ろしていたルウスは、ふいに熱を帯びた瞳でベッドに上がってミルザの上に覆いかぶさった。

「っ!?　なにを……！」

「あの男に、毎晩抱かれていたのでしょう？」

　カッとミルザが頬を赤くする。

「あなたの体は、あの男の手で汚れてしまった」

　ルウスは愛おしそうに頬をなでる。ミルザは必死にその手から逃れようともがくが、腕を縛られていては顔を背けるのが精いっぱいだ。

「は、離してください！」

「本当に、あなたは美しい。その心も……白い肌も」

　ルウスの指が、じわじわとミルザの肌をなぞっていく。

「やめてっ……！　誰か……助けてっ！」

「叫んでも無駄ですよ。ここは、パレの私の隠れ家です。ここには私とあなたのふたりだけ……私たちを降ろした馬車は、そのままイソラへと向かっています。あなたを追う近衛を連れてね。誰も、ここにあなたがいることなんて気づきません」

　言いながら、ルウスはミルザを抱きしめて、恍惚とした表情でその顔に頬ずりする。ミルザの体に怖気が走った。

「いやああああああ！」

「想像した通りですね、なんとやわらかい……あなたに会うたびに、この肌に触れたいと思っていました。ずっと、こうしたかったのです」

「嫌っ、やっ……やめてー！」

　ミルザの目から涙があふれた。ザジに触れられるのとはまったく違う。そこには安心も快楽もなにもない。ルウスが触れるたびに嫌悪感でミルザの全身に鳥肌が立った。

「安心してください。あの男以上に、私はあなたを満足させてみせますよ。そして満足してくださったら、私の子供を産んでください」

「……こど、も？」

「ええ。その子もまた、聖女の力を受け継ぐでしょう。そうして、私とこの世界を広く統治するのです。争いのない平和な世界が手に入るのですよ」

「そんな……そんなことできるわけがありません。人々を自分の私欲のために動かそうとする、そんなあなたに、平和なんて口にする資格はありません」

「資格なんて必要ない……許すのは、私です。私とあなた、そしてその子供が、この世界の未来をつくっていくのです」

　その瞬間、ミルザの脳裏にある考えがよぎった。

　もしかしてザジは、子供が欲しかったのだろうか、と。

　あの時のザジの傷ついた顔は、子供をつくろうとしなかった自分に落胆したからだったのかと、ミルザはいまさらながらに気づいたのだ。

　子供は、未来だ。たとえそれが子供に受け継がれる聖女の力を求めてのことだとしても……ザジが、少しでも自分との将来を望んでくれたのかもしれないと思うと、ミルザの瞳からは恐怖とは別の理由で涙が流れる。

　ルウスの声が遠くに響く。

「なにも恐れることなどありませんよ。私はただあなたを愛したいだけなのですから」

　首筋にルウスの舌がはって、ミルザは声を限りに悲鳴をあげた――その時だった。

「うわっ！」

　突然、ミルザの上からルウスの体の重みが消えた。ルウスの消えたミルザの視界に映ったのは――。

　大きく肩で息をするザジの姿が、そこにはあった。

「下げ衆すが」

　これほど怒っているザジを、ミルザは初めて見た。

　怒りが、陽炎のようにザジの体を取り巻いているのが見えるようだ。その体には無数の傷がつき、顔や体のあちこちが血にまみれている。

　床の上から呻うめく声が聞こえてミルザが視線を向けると、そこにはルウスが苦しそうに腹を抱えて転がっていた。ザジに蹴落とされたのだ。それを睨みつけるザジの姿は、怒りに満ちた形相と相まって、まさしく鬼神だった。

「へ、陛下……」

　顔をゆがめてザジを見上げるルウスを、ザジはもう一度その足で蹴飛ばした。

「ぐわっ！」と声をあげて部屋の隅まで飛ばされたルウスは、頭を打ってそのまま気を失った。

　無言でその様子を見ていたザジは、ゆっくりとミルザを振り返る。そしてベッドまで歩み寄ると、その手首を縛るひもを力任せに引きちぎった。その手首が赤くなっているのを見て、ザジの眉が悲痛のためにひそめられる。

「遅くなって、すまなかった」

　そう言ってミルザを見下ろしたザジの瞳の中には、先ほどの怒りはもう残っていなかった。聞いたこともない優しい声とその手の温かさに、こわばっていたミルザの体からようやく力が抜けていく。

「ザジ、様……」

「もう大丈夫だ」

　ザジが、ミルザの乱れた髪を、丁寧に払っていく。額に触れるその指の感触に、ミルザはやっとザジの無事を実感した。

「ご無事、だったのですね……よかった……」

「すまない。守ると言ったのに、お前を、こんな目に……」

　小さく言ったザジの額に、まだ血の流れる傷があることにミルザは気づいた。

「お怪我を……」

　ミルザはそっと手を伸ばして、額の傷口に触れた。

　薄暗い部屋の中で、ほわりとその手のひらが光を帯びる。その手が触れた傷は、見る見るうちに消えていった。痛みが消えたことに気づいて、ザジが目を見開く。さらにミルザは頬、肩とその手を動かしていき、体の傷に触れようとする。その細い手を、ザジがそっと掴んだ。

「俺のことはいい。お前は、まず自分の傷を癒やせ」

　ミルザは穏やかに微笑む。

「私は、大丈夫です。……ザジ様が、来てくださったから……あなたさえ、ご無事でしたら……」

　安堵したせいか、それとも力を使ったせいか、ミルザの意識がふいに薄れていく。

　遠くなっていく音と視界に、ミルザの口から無意識の言葉がこぼれた。

「会いたかった……私……私は、ザジ様を……」

「ミリィ！」

　すべてを告げる前に、ザジの腕の中で、ミルザの体から力が抜けていった。










水音




　ミルザが目覚めたのは、城の部屋だった。ザジの部屋ではない。初めて入ったそこは客のために用意された寝室だった。

　ずっとついていたらしいレイラが、目を覚ましたミルザに安堵の涙をとめどなく流し、その話を聞きつけて、城のみんなも次々に顔を出す。あの時男たちに襲われたコリンたちも、街中を巡回していた別の近衛兵たちに助けられて命を取りとめていた。あちこち包帯を巻いた姿でコリンはミルザのもとに現れ、お互いの無事を喜び合った。




「うん、経過はいいようだね」

　手にした器具をしまいながら、ランスは言った。

「ありがとうございました」

　診療の終わったミルザは衣服を整える。両手首にはまだ白い包帯が巻かれていた。

「君が思っているよりずっと精神的に不安定になっているから、まだしばらくは安静にしててよ。じゃあこれ、追加で出しておくから」

　ランスは袋に入った薬をレイラに渡す。レイラは眉をひそめながらそれを受け取った。

「ランス様、これ本当に効果はあるんでしょうね？」

「もちろん。ほら、見てよ。ミルザの顔色つやつやでしょ？」

「たしかにミルザを見ている限りは滋養のよさそうな薬なのですけど……これを煎じているときは誰も厨房にいられません。もう少しにおいと味をなんとかしてください」

「良薬は苦いものなんだよ。はちみつを足せば、問題は解決だ」

「ひと瓶入れてもひどいものです。よくミルザ飲んでいるわね」

「慣れれば、飲めないことはないわ」

　だがそう言うミルザの視線も、わずかに泳いでいた。その薬は、いつかランスにもらったものよりも効用が強くなっているらしいが、比例して味もにおいもきつくなっていた。

「また明日様子を見に来るよ。今日の薬は少し配合を変えてあるから、どんな結果が出るか確かめたいし」

　きらきらとした目で言われて、ミルザは言葉に詰まる。悪い人でないのはたしかだが、自分のことを研究者と名乗るだけのことはあった。

「だから！　ミルザを実験台にするなってあれほど……！」

「おいおい、なにを騒いでるんだ。廊下まで怒鳴り声が筒抜けだぞ。ああ、診察中だったか？」

　扉を開けたのは、大きな花束を抱えたターグだった。その視線が、レイラの持っていた袋で止まる。

「ランス……お前、また怪しげな薬を持ってきたのか。そのせいでミルザが大変な目にあったんだから、誰彼かまわず薬を煎じるのもいい加減にしろよ」

「だってさあ、まさかあの司祭が、そんなことに僕の薬を使うなんて思ってなかったんだって」

　ランスは、武器を持たない自分の身を守るために、というルウスの言葉を疑わずに神経を麻痺させる薬を渡した。そもそも疑う気もなかった。ランスにとっては、その薬の経過さえわかれば、誰に使うとしても関係のないことだ。

「さて、今日の様子も観察できたし、うるさいのも来たから僕はこれで。ゆっくり休んでね、ミルザ」

　自分を睨むターグの視線から逃れるように、ランスは部屋を出ていった。




「ルウスが、死んだ」

　大きな花束をレイラに渡したターグは、椅子に座ると声をひそめて言った。

「ルウスが？　なぜですか？」

「自分で毒を飲んだんだ。一応牢に入れるときに私物はチェックしたんだが……奴を裁くことができなくて、すまない」

　今回の事件の首謀者としてルウスは、ザジから受けた傷が落ち着いたら取り調べを受けることになっていた。だが、その前にルウスは、牢の中で毒を飲んで死んだ。彼が雇った傭兵は近衛騎士団によって掃討され、捕縛した者もルウスと同じように毒を飲んで自害してしまった。

　ルウスが事件について誰にもなにも語ることがなかったために、結局公には、なぜ彼がこんな事件を引き起こしたかはわからないままとなってしまった。

「とんでもありません。ただ、亡くなった罪もない方々がお気の毒です」

　ミルザは、ルウスのやわらかい笑顔を思い出す。彼のしたことは許されることではないが、彼が聖女を信じ、平和な世界を願っていたことは事実に違いない。それが、どこでゆがんだ狂気へと変わってしまったのか。ルウスの穏やかな一面を知っているだけに、ミルザはそれを思うと悲しかった。

「ああ、本当に残念だ。あんたのその怪我にしても、俺たちがあの時もっと気を配っていたら、こんな目にあわせることもなかったんだ。いくら傭兵たちに気を取られていたとはいえ、ルウスがいなくなったことに気づくのが遅れたのは俺の落ち度だ」

　あの家に飛び込んできたのは、ザジとターグのふたりだ。ほかの近衛兵も、遅れて次々とパレに到着した。傭兵の残党を片づけていたこともあるが、そうでなくとも、ふたりが飛ばす早馬の速度についてこられる者はいなかっただろう。

　ザジとミルザを引き離すために、ルウスは半分偽りの情報を流していた。ザジたちが行った先は、たしかにルウスが使っていた傭兵たちの拠点だったのだ。情報の半分が真実だったために、ザジたちもすっかり騙されてしまった。だがルウスは、自分も同行させられるとは、思っていなかった。

　機会を狙っていたルウスは、近衛兵が傭兵たちと戦っている隙にこっそりとその地を離れてパレへと戻った。それにターグが気づいたときには、ルウスがいなくなってから半日が過ぎていた。ザジは後の処理を部下に任せ、取るものもとりあえずターグとふたりでパレへと取って返したのだ。パレにあったルウスの隠れ家は、とっくにターグが目星をつけていた。

「本当に、もう私は大丈夫ですから」

　ふわりと微笑んだミルザに、ターグも困ったように笑った。花束を持ったままミルザとその話を聞いていたレイラが、そこで口を挟んだ。

「ところで、そのお顔はどうなされたのですか？　ターグ様」

　ターグの両頬は、真っ赤になっていた。

「猫にでも引っかかれましたか？」

「いや、ちょっと……お嬢さんに……」

　もごもごと気まずそうに視線を逸らしたターグに、レイラは得心したようにうなずく。

「まあ、お盛んなことで……私もあまり固いことは言いませんけれど、ほどほどになされたほうがよろしいですよ？」

　含み笑いをしながら言ったレイラが窓辺で花を花瓶に活け始めると、ミルザはこっそりとターグに聞いた。

「ターグ様、まさかそれ、ゲルダが……？」

「あのばばあ……もといお嬢さん、ホントにいくつなんだよ。年寄りの力じゃないぜ、あれ」

　お前の名誉をかけた剣と名はこけおどしかと、ミルザをみすみす奪われたターグにゲルダは烈火のごとく怒りまくって雷を落とした。平謝りするしかなかったターグの頬を、今後の話をする会議の間中、ゲルダは両手で思いきり引っ張り続けていたのだ。

「ありがとう。ミルザが口添えしてくれたんだろう？　そうでなければ、俺、あの場で首を飛ばされていたよ、きっと。それにしても、今でも夢に出てくるんだぜ。俺のほっぺたをつねっている間中、ずっと目の前にあったしわくちゃの顔」

「まあ……それは、申し訳ございませんでした……」

　謝りながらも、その状況を思い浮かべたミルザは、頬が緩むのを抑えられない。

　怒っていたのも嘘ではないだろうが、あのゲルダがそれだけで許したのなら、よほどターグのことを気に入っているに違いない。もしも本当にゲルダが心の底から怒っていたなら、そもそもターグは二度とゲルダには会えなかった。ターグも、大変な人物に見込まれたものだ。

　くすくすと笑い続けるミルザを見て、ターグもふっと力を抜く。

「ひどい目にばかりあわせているのに、あんたはまだ笑ってくれるんだな。それで俺がどれほど救われているか、わかるかい？　ザジがあんたに惹かれた気持ちもわかるよ」

　ザジの名前が出たとたん、ミルザが固まる。その様子に気づいたターグが口を開こうとしたとき、ほとほとと扉が叩かれた。レイラが花瓶に花を活けていた手を止めて扉を開ける。

「気分はいかがかな、ミルザ」

　そこに現れたのは、ガネルだった。

「ああ、そのままで。気楽にしててくれ」

　慌ててベッドを出ようとしたミルザを、ガネルはやんわりと止めた。

「どうだね、調子は」

　ターグが席を立ち、ガネルに場所を譲る。そこにガネルは腰を下ろすと、恐縮するミルザと視線を合わせた。

「はい。おかげさまですっかり落ち着きました」

「それはよかった。なにか足りないものがあったら、レイラに言ってくれ。遠慮することはないよ」

「ありがとうございます、宰相様」

　ミルザの笑顔を見て、ガネルも安心したようにやわらかい笑顔を浮かべる。

「思ったより元気そうでなによりだ。その様子なら、じきに帰ることができるだろうね。傷が癒えたら、家まで送らせよう」

　その言葉に、ミルザは目を見開いた。ターグも同じように目を見開くと、身を乗り出す。

「ですが宰相、それは陛下にも聞いてみないと……」

「いや、陛下がそうおっしゃったのだ。十分に療養が済んだらなるべく早く帰してやるように、と。王妃の件はどうする、と聞いたんだが、その件については自分の一存で勝手に決めたことなのでなかったことにするということだ」

「陛下は……」

　ミルザが城へと戻ってから、たくさんの人がこの部屋を訪れた。メビィをはじめとした庭師や顔見知りになった幾人もの近衛兵など、時には部屋にあふれかえるほどで、最後には『怪我人なんだから安静に！』とレイラに怒鳴られる始末だった。

　だが、たったひとり。

　ザジだけは、ただの一度もミルザの前に現れなかった。

　ミルザの震えた声に、ガネルは少し驚いた顔になった。

「あなたに、直接話は？」

「いいえ。こちらへ戻ってから、一度もお会いしてはおりません……」

「そうですか……」

　気まずい雰囲気を悟って沈黙するガネルに、ミルザは弱々しく笑んだ。

「いいのです。もともと私には過ぎた話だったのです。陛下が帰ってよいと言ったのなら、もう私には用がないということなのでしょう。ですが、これからも、もし私の……」

「でもやっぱり、一度陛下とちゃんと話をしてからのほうがいいんじゃないのか」

　突然、ミルザの言葉を遮ってターグが言った。目を丸くしたミルザに、ターグはほんの微か、首を振る。

　その仕草で、ミルザはガネルが自分の力のことを知らないのだと悟って驚く。

　では、議会も力のことを知っていると思っていたのは、ミルザの思い込みに過ぎなかったのか。ザジは、ガネルたちにミルザのことをなにも伝えていなかったのか。

　困惑するミルザの様子には気づかないようで、ガネルはターグの言葉に考え込んでいる。

「やはりターグ殿もそう思うか。たしかに、手こずっていた例の組織を壊滅させたわりには、最近の陛下にはずっと覇気が感じられない。思ったよりミルザの存在は陛下にとって大きいのかもしれないな……」

　うつむき加減で半分独り言のように言ったガネルは、我に返ったように顔を上げた。

「どちらにしろ、一度、家には帰ったほうがいい。妹さんにも長く顔を合わせていないだろう。安心させてあげなさい」

「はい」

　素直にうなずいたミルザともうしばらく言葉を交わしてから、ガネルは部屋を出ていった。




　一週間ほど休むと、ミルザの傷もほとんど回復し、明日は家に帰るという日になった。けれど、夜更けになっても、やはりザジは部屋に現れなかった。

　部屋でひとり考え込んでいたミルザは、おもむろに立ち上がるとろうそくの明かりを消す。

　だがベッドには上がらず、部屋の扉を開けた。

　だいたいの見当をつけて城の廊下を歩いていったミルザは、慣れ親しんだ扉の前に立つと、中に向かって声をかける。

「ザジ様」

　答える声はない。

　もう一度声をかけてからミルザは扉に手をかけて、そっと開いた。明かりはついていたが、中に人がいる気配はない。

　部屋にいないなら、捜しに行くまでだ。

　家に戻る前に、ミルザはどうしてもザジに聞いておきたいことがあった。




　ほどなくミルザは、中央庭園にある噴水の近くのあずまやで、縁台に腰掛けてうつむくザジを見つけた。

　さく、と芝を踏む音に気づいて、ザジが顔を上げる。目を合わせても、その顔になにがしかの表情が浮かぶことはなかった。そのことに、ミルザの胸はずきりと痛む。

　本当に自分はもうザジにとってなんとも思われていない存在なのか。そう思うとミルザは、それ以上近寄るのをためらい、足を止めた。

　だが、その場に立ちすくむミルザをつかの間見つめた後、ザジは低い声で言った。

「起きて、大丈夫なのか」

「はい。ザジ様こそ、お怪我の具合は……」

「お前が、癒やしてくれた。心配ない。ここは冷える。早く部屋へ戻れ」

　そう言ったきり、ザジはまた固く両手を握りしめ顔を伏せた。

　大きく息を吸って気持ちを落ち着けると、ミルザは少し離れてザジと同じ縁台に腰かける。

「あの、ザジ様」

「なんだ」

「ひとつ、お聞きしてもよろしいでしょうか」

　ザジはなにも言わなかった。返答のないことを是と取ることにして、ミルザは口を開く。

「あの時……私を助けてくださったとき、ザジ様は、私を『ミリィ』と呼んでくださいましたか？」

　ぴくりとザジの肩が揺れた。

　ミリィはミルザのありふれた愛称だ。だが、ザジがそう呼んだことは今まで一度もない。愛称どころか、名前すらミルザは呼ばれたことがなかった。覚えがあるのはたった一度、ミルザが矢にあたりそうになったときだけだ。

　もしザジが、力のことだけでなく少しでも自分を気に入ってくれていたのだとしたら、そしてその気持ちがあの愛称を呼ばせたのだとしたら。

　かなわぬ思いなら、せめて嫌われてはいなかったことをザジの口から聞きたかった。

　どうせ明日には城を出る。おそらく、ザジに会うことは二度とないだろう。だったら、ここで嫌われようが怒られようが、どうということはない。いとわれるのを覚悟で、聞くだけ聞いてみようとミルザは開きなおってザジの姿を捜したのだ。

「なぜ、ですか」

　ザジが口を開くまでには、かなりの沈黙があったが、ミルザは辛抱強く待った。むしろ、この隣に座っている理由になるならば、その沈黙すら、長く続いてほしいと願った。

「俺は」

　ふいに重いため息と共に、ザジの声が聞こえた。

「以前、お前の村に住んでいたことがある」

「……え？」

「ペリア領主と当時の財政議員の癒着の証拠を固めるために、ペリア領に近いラートに身を置いていた。……そこで、幼いお前に会った」

「私に？」

　思わず声をあげるが、ザジは相変わらず顔を伏せたままだ。

　自分の村にいたことがありうるとしても、まさか自分がザジに会っていたとは思わなかった。少なくとも、ミルザ自身は彼に会ったことを覚えていない。

「たった数ヶ月……俺の住んでいたのは、お前の近所の家だった。お前は、まだ、八歳だった。俺の話を、お前はいつでも嬉しそうに聞いてくれた」

　それを聞いて、ミルザは、はっと遠い昔を思い出す。

　ほんのわずか、村にいた男の子。ミルザの中に、淡い思いと共にいつも残っていた優しい少年。

「……タ……ジル？　タジルなの？」

　ゆっくりとザジが顔を上げる。

「覚えていたのか」

「でも……でも、彼は金の髪だったし、年だって……」

「この髪では、目立つのでな。人に知られずに内偵を進めるために、生まれも年も、名前すらも、本当のことはなにひとつ言えなかった」

　紫の髪を持つということは、この国では支配者を意味する。自分の身分を偽るのなら、まずはその髪から隠さねばならなかったことだろう。

　ミルザは、淡い金髪の少年の、穏やかな笑顔を覚えていた。

　ほんの数ヶ月、越してきたと思ったらいつの間にかいなくなっていた。一緒にいたのは祖父だと言っていたが、そういう事情からすると城の人間だったのかもしれない。

　のんびりした性格のミルザは、おとなしいその少年と気が合って、よく一緒に遊んだものだ。

「まさか……」

　タジルとザジの共通点といえば無口なことくらいだろう。とても、目の前にいるこのいかつい男があの穏やかな少年と同じ人間とは思えない。

「あの頃のお前は……」

　ザジが遠い目をして、わずかに笑んだ。

「なんで、どうして、が口癖だったな。目を輝かせてそう聞いてきたお前を、今でもはっきりと覚えている。お前に会うまでの俺は、数々の書物を読みあさり、世界のすべてを知った気になっていた。なのに、お前の他愛もない質問には、俺が自信を持って答えられるものはなにひとつなかった」

「私……なにを……」

「熱を出した朝のミルクはどうしていつもよりおいしいのかとか、いたずらをして転げるように逃げた後笑いが止まらなくなるのはどうしてだとか、そんなことだ」

「はあ……」

　聞きながら、ミルザはわずかに頬を染める。八歳にもなって、どうしようもない質問をしたものだ。

　けれどそんな質問にも彼は一生懸命考えてミルザに答えをくれていた。小さな村しか知らないミルザにとって彼の話は、たくさんの不思議が詰まっているまるで宝箱のようだった。なにより、ミルザのことを馬鹿にもせずまっすぐに受け止めてくれる彼と過ごす時間は、彼女にとって特別なものだったのだ。

　だがザジにとっては、ミルザが繰り出す数々の疑問は衝撃的なものばかりだった。

「結局俺の知っていることは、紙の上でのことでしかない。なんでも知ってるつもりでいたが、それは所詮、教えられて覚えたこと。自分で考え経験し体で理解したことではなかったんだ。そのことに気づいた衝撃は大きかった」

「ザジ様……」

　呼ばれて、ザジはミルザを振り向く。

「お前に、そう呼ばれたかった。村を去る最後の日まで、俺はお前に本当の名を名乗ることができなかった。それがずっと、心残りだった」

　言いながら、ザジはミルザの背に視線を向ける。

「それは、俺のためについた傷だったな」

　はっとミルザは息をのむ。サーザですら知らなかったミルザの傷の原因。たしかにそれを知るのは、自分とジェイドのほかには、あの少年だけだった。

「くだらない賭けだったんだ」

「え？」

「もうお前に近づくなと、お前の幼なじみが文句を言ってきた。そんなことはできないと言ったら、それなら賭けよう、ということになったんだ。まさか、そのお前をひどい目にあわせるなんて、俺たちは思ってもみなかった」

『ごめん、ごめんなさい……』

　泣きながら謝り続けるタジルに、ミルザは大丈夫と笑ってみせた。泣きやまない彼のために、内緒だよと言って、初めて人前で癒やしの力を使った。とにかく彼の罪悪感を消したかったのだ。

　秘密を持ったふたりは、以前よりもさらに親密になっていった。

　だが、彼がなにも言わず村から去っていったのは、それから間もなくのことだった。心にぽかりと穴があいたような寂しさを、ミルザは今でも覚えている。

「あの時、俺は誓った。お前を必ず守る、と」

　ミルザは、淡々と語るザジの瞳を見つめる。

「俺だけに教えてくれたな。お前がその体に宿す力のこと。いずれ、その力を使っていれば、悪い輩がお前に近寄ってくるだろうということは簡単に想像がついた。だから、いつかくるだろうその時にお前を守れるように、誰にも負けない力が欲しかった。王という力が」

　ミルザを守りたいという気持ちが、幼かったザジを変えた。王子のひとりという立場にはあったが、そのことがなければ彼は王座を望んだりはしなかっただろう。

　城に帰ったザジは王となるために積極的に知識を身につけ、力で負けないように体を鍛えた。その結果が前国王に認められ、彼が兄弟たちの中から国王に選ばれたのだ。

　ふっと力を抜いて、ザジが笑った。

「『セイクレッド・フォリストリア』の補佐をする集団……『パクス』。長老と会議を持ち、以後、彼らの活動をレギストリア王国で支持することになった」

　それを聞いて、ミルザは顔をこわばらせる。

「……私は、国のものになるのですか」

　それはミルザが……ゲルダをはじめとする『パクス』が一番危惧していたことだ。だがザジは、こともなげに答えた。

「いや、支持すると言っても、経済的な援助を行ったり交通に関して手配を手伝うくらいのものだ。国の中でも、お前のことを知っているのは俺とターグだけだ。俺や近衛のためにお前を縛りつけるつもりはない。今までよりは、いくらか動きやすくなる、それだけだ。お前は、お前が思うように生きればいい」

　やわらく微笑むザジを、ミルザは、じっと見つめる。珍しく冗舌なその姿は、どこか投げやりにも見えた。

「今回の闇の組織は、すべて根絶やしにした。もともと、危険が迫ってくれば保護するつもりでそれとなく近況は探っていたが……まさか、お前のほうからあんな形で俺の前に現れるとは思ってもいなかったぞ。俺の近くにいれば、またお前の力に気づく者も出てくるかもしれない。ここはお前にとって安息の地とはなりえないのだ。……約束通り、家に帰してやる。帰って……幸せになれ。俺はここで、お前のために平和な世界を守っていく」

　王の座にいるザジなら、ルウス以上に、ミルザのその力をわが物にしようと考えてもおかしくない。彼女がいれば、どんな怪我を負ってもたちどころに治すことができるのだから。

　だが、ザジは――。

　その力の秘密を自分の内だけに守り、約束通り、ミルザに自由を返してくれた。権力者なら当然望むだろうミルザの力よりも、ミルザ自身の幸せを優先させてくれた。そして今、ミルザの幸せを願い、その手を離そうとしている。

　ミルザの気持ちを確かめようともせず。

「私がおそばにいなくても……かまわないのですね」

「……なに？」

　ぽつりと漏らしたミルザは、座っていた縁台から立ち上がると、ザジの前にひざまずいて深々と頭を下げる。

「私の力が必要ならば、いつでもお呼びください。あなたのために、私の持てる力をすべて尽くしましょう。どこにいようとも、私はこれからもザジ様のためにあり続けます」

　ひと呼吸して気を落ち着けたミルザは、微笑みと呼べる表情をつくってその顔を上げた。最後の言葉を告げるために。

「ザジ様と過ごした日々、私は幸せでした。この幸せを生涯忘れることはないでしょう。あなたを……心から愛しております」

　失礼いたします、と付け加えてもう一度頭を下げた後、ミルザは立ち上がって身をひるがえした。

　その手をザジが掴んだ。

「……！」

　振り返ったミルザの瞳から、涙の粒が飛び散る。ザジが驚きに目を見張っているのが見えた。ミルザは睨みつけるようにその瞳を見返す。

　あたりに響く噴水の水音の中に、ザジの静かな声が聞こえた。

「なぜ、泣く」

「泣いてなど、おりません」

「俺を……愛している、と？」

「……離してください……」

「嫌だ」

「え？」

「もし……」

　言いながら、ザジはゆっくりと立ち上がった。ミルザの手を、掴んだまま。

「もし、俺が望んだら……このままこの城に……残ってくれるか？」

「私の力が必要でしたら、呼んでくださればすぐにまいります」

「いや、違う。そうではなくて、俺は……」

　言葉を選ぶように、ザジが言いよどむ。しばらく考えあぐねてから、ザジははっきりした声で言った。

「お前が欲しい」

　濡れた目もとを拭うこともなく、ミルザは表情のない顔でザジを見つめ続けていた。彼女が望むのは、そんな言葉ではない。

「私はすでにザジ様のものです。どうぞ、この力はあなたのお好きなときにお使いください」

「俺の……。その心もか」

　口下手の自覚はある。だが、これほどまでに自分の心を言葉にするのが難しいと思ったのは、ザジは初めてだった。

　その問いには答えずに、ミルザはただ、ザジを見つめる。

「その力を、俺のために使わなくてもいい。ただ……ただ俺のそばにいてほしいと言ったら、お前はこの城にいてくれるか？」

「私は、なんのうしろ盾もないただの村娘です」

　ミルザは、ザジを試すようにわざと不利な条件をあげつらう。

「知っている」

「王妃としての美しい体も、清らかな純潔も持っていません」

「必要ない」

「寵ちょう妾しょうなど嫌でございます」

「俺もだ」

「……どうして、ここにいろと、いつものように命令なさらないのですか？」

「お前に自由を返すと約束した。だから、命令することはしない」

「私に、選べと……？」

「そうだ」

　ミルザは、きゅっと唇を結んだ。

「ザジ様は」

　震えた声で言ったミルザは、さっきからずっと怒っていた。

「それほどに私のためを思ってくださりながら、どうして、私の気持ちを確かめようともせずに、私の幸せを勝手に決めつけて家に帰そうとするのですか」

「お前の……気持ち？」

「嫌ではないと、言ったはずです。なのに……もう必要ないと……こんなひどい拒絶がありますでしょうか。今までさんざん私のことを振り回しておいて……どうして、こんなときばかり私に選ばせるのです？　そんなの、卑怯です」

　思いがけない言葉に、ザジは目を見開いた。

「……卑怯、か。卑怯な男は嫌いか」

「嫌いですと言ったら、私をあきらめますか？」

「いや。……あきらめ方など、知らない。きっと俺は、あきらめることなどできずに、死ぬまでお前にとらわれ続けるだろう。今までと、変わらずに」

　ひたとミルザを見据えたまま、ザジは言った。

　ひそやかな水音だけが、ふたりを包む。

　唇を結んだミルザの頬に涙がひと筋流れた。それはとめどなくあふれ、ミルザは自由な片手で口もとを覆う。

「……ミルザ」

「ザジ様は……本当に、ずるい……」

　ザジの行動のすべてが、自分のためのものであったと知った今。

　そんなふうに言われたら、あとはもうミルザが折れるしかないではないか。

「私も……望んでも、よいでしょうか……？」

「なにを」

「癒やしの力を持つ女は、けっして権力者のものになってはいけないのです。それは、古いにしえにあったような国の混乱を繰り返さないための絶対的な掟……私の力は、権力のためにあるものではないのです。それは、わかっております。わかっていても、私は」

　ミルザは、濡れた瞳でザジを見つめる。

「ザジ様のそばに、いたい……。私はザジ様と共に生きたいのです。一緒に海を、花を見て、いつかあなたの子を……」

　言い終わるか終わらないかのうちに、掴んだ手をザジが思いきり引いてミルザを抱きしめた。

「ミリィ……」

　耳もとでザジがつぶやく。その胸に顔をうずめて嗚咽を噛み殺しながら、ミルザは思い出す。

　あの少年も、優しい目をしてそう呼んでくれた。ミルザは遠い昔を思い出しながら、震える声で言った。

「妻になれと言われて、不快ではない自分が不思議でした。……帰りたい、という思いは常に胸の中にあります。ですが……いつの間にかそれと同じくらい、帰りたくないとも思うようになっていました」

　ザジは抱きしめた腕を緩めて、濡れたミルザの瞳を見つめる。

「今度こそ、約束しよう。死ぬまでお前を守ってみせる。だから……このままここで、俺の妻でいてくれ」

「はい……このような私でも、それを許していただけるのでしたら……」

「かまわない」

　言うが早いかザジは、その顎を取って口づけた。激しいその仕草に、強く求められていることを感じて、ミルザは静かに目を閉じる。

（愛しております）

　先ほどの言葉を、唇を塞がれたミルザは心の中で繰り返した。声にならないその言葉は、おそらくザジにも聞こえていたのだろう。その言葉をのみ込むように、ザジは角度を変えて何度もミルザに深く口づける。

　どれくらいそうしていたか、膝から力が抜けて座り込みそうになったミルザの体を、ザジが片手で抱き支えた。

「ん……」

　ザジのもう片方の手が落ち着きなく動き、ミルザの長衣の中へとすべり込む。それに気づくと、ミルザは慌ててその手を止めた。

「ザ、ザジ様……」

　必死にその手を押しとどめる。

「だめです、ここでは……」

　ふたりのいるあずまやは、中央庭園の真ん中だ。回廊が周りを覆っているこの庭園は、どこの回廊を通ってもふたりの姿が丸見えになる。

「かまわない」

「私はかまいます！」

　慌てて後ずさったミルザの背が、あずまやの柱にぶつかる。そこに押しつけられる形でザジに抱きしめられて、また唇を甘く噛まれた。

「ん……んん……」

　身動きできないミルザの片足を、ザジが持ち上げる。そこに熱いものが押しあてられた瞬間、ミルザの全身が粟立ち、その快感に思考のすべてがさらわれた。

　そこにあるのは、肌と心になじんだ安心感。枷のはずれた心の行き場を求めて、ミルザは目の前の体を、初めて抱きしめた。硬い体の感触を、そのぬくもりを、ミルザは体中で感じる。

　ザジに対する愛おしさがあふれて、ミルザは甘い吐息を漏らした。

「……はぁ……」

「ミリィ……」

　頬に髪に口づけながら、ザジが幾度もミルザの名前を呼ぶ。耳もとで熱っぽくささやかれて、ミルザは溺れるような幸福の中で全身を震わせた。

　愛していると互いに言葉にはせずとも、吐息で感じ合うことができた。そこには、今までのふたりの情事にはなかった心のつながりが存在した。

　急速に湧き上がってくる快感に、ミルザは目の前がちかちかと光りだす。見られたら、という羞恥も、すでに彼女の頭からはかき消えていた。

「あ、ザジ、様……あっ……！」

　余裕がないのは、ザジも同じだ。じらすこともせずに、一気に上りつめていく。そのまま、あっというまにふたりは達した。抱き合ったまま、ふたりで荒く息をつく。汗ばんだ肌に、夜風が気持ちよく吹いていった。

「ザジ、さま……」

　くたりと力の抜けた細い体を、ザジは強く抱きしめる。

「ここでは、だめなのか？」

　今さらのように聞くザジに、ミルザは苦笑する。

「だ、だめもなにも、もう……」

「まだだ」

「……え？」

　ぼんやりとしたミルザの目を、ザジの目が射る。

「まだ、足りない」

「え、ちょ……」

　また体を押し上げられて、ミルザは白い喉をさらして声をあげた。

「ああっ……だ、だめです、てば……」

「だめか？」

「い、いけません……んっ……」

「そうか。では、続きは、部屋でするとしよう」

　簡単に身支度を整えると、ぐったりとしたミルザをひょいと横抱きにして、ザジはすたすたと歩き始めた。

「あの、ザジ様……？」

「お前がいいというのなら、俺はもう今までのように我慢しない」

「我慢……していたのですか？」

　ミルザは、今までの夜を思い出してわずかに驚く。許してからはほとんど毎晩、ザジはミルザを抱いていた。だから、それで満足していると思っていたのだ。

　ミルザの表情を見て、ザジは少しばかり視線を逸らした。

「お前に無理をさせている自覚はあったからな。それに……もう何日も、お前に触れていない」

　だったら自分から会いにくればよかったのに、と思っても口には出さないまま、ミルザはまだ火照りの冷めない体を預ける。

「無理していたわけではありませんでしたが……我慢しないと、どうなるのです？」

「覚悟しておけ。今夜は……いや、しばらくは、眠れない夜が続くぞ」

　ザジの宣言にあきれながらも、ミルザは我慢しないというザジの言葉が嬉しかった。それはもう、遠慮という垣根がふたりの間に存在しないことを意味していたからだ。

「大丈夫ですわ。私に対して、我慢などなさらないでください。……私は、ザジ様の妻ですもの」

　そんなミルザに、ザジは目を細める。

「ミリィ」

「はい」

「俺もだ」

「はい？」

　噛み合わない会話にミルザは怪訝な顔をするが、視線を前に向けたままのザジの顔が、赤く火照っていくのを見てさらに困惑する。

「だから、俺もだ」

「あの……なにがですか？」

『妻』と言ったことだろうか。だが、ザジは男だ。それなら俺は夫だという意味だろうかと、ミルザは首をかしげる。

　しばらく黙った後、赤い顔のままザジは言った。

「俺も、愛している」

　予想もしなかった言葉に、ミルザは目を丸くする。その目に再び涙がたまっていった。だがそれはもう、怒りや悲しみの涙ではない。

「二度は言わないからな」

「はい」

「今ので最後だぞ」

　念を押すように繰り返すザジに、ミルザはたまらずに声をあげて笑った。片手で涙を拭う。

「はい。一生、忘れません……ザジ様」

「なんだ」

　いつも以上にぶっきらぼうな言い方だが、真っ赤に染まっているその顔に心の内は表れていた。

「下ろしてください」

「うん？」

　ミルザは、自分を抱え上げている逞たくましい腕を、そっと押した。

「自分で、歩けます」

　わずかにためらった後、ザジはミルザをそっと立たせる。

「私は」

　支えてくれるザジの腕に寄り添いながら、ミルザはその顔を見上げた。

「一緒に、歩きたいのです。抱えられるのではなく、これからもずっとあなたの隣で、あなたと一緒に」

　そう言って、ミルザは晴れやかに微笑んだ。それは今までザジが見てきた中で、一番幸せそうな笑顔だった。

「あまり煽るな。部屋まで待てなくなる」

　真面目な顔で言って腰に手を回してきたザジに、ミルザは困ったように頬を染めた。

「だめですってば」

　そうしてふたつの足音は、夜の闇の中に次第に小さく消えていった。










望む未来へ




　――バン！

　勢いよく開け放たれた扉に、ソファに横たわっていたミルザは反射的に体を起こした。ミルザに付き添っていたレイラも、彼女をかばうように振り向く。息を切らしてそこに立っていた男を、ふたりはぽかんとして見つめた。

「ザジ様、ですか……？」

「この部屋に入る男が、ほかに誰かいるのか」

　屁理屈を返したザジは、毛布を掛けられたミルザに足音も荒く近づいた。

「倒れたと聞いたが……」

「あ……はい、あの……」

「ランスには診てもらったか？　顔色がよくないな。なにか薬は……」

「陛下、落ち着いてください」

　ミルザよりも先に我に返ったレイラが、噛みつくようにミルザを見下ろすザジをまじまじと見つめた。

「それよりも、どうされたのですか？　そのお顔」

　今日は、ナトリアとの講和式典が開かれる日だ。そのために、ザジは正装をしていた。まだ昼前の清々しい日の光に、その服に飾りつけられた装飾品がきらきらと輝いている。だが、見慣れないのは服装だけではない。

　ザジの顔には、まるきり髭がなかった。

「ターグだ」

　言われて思い出したのか、ザジも急に落ち着きをなくす。

「ミルザがあまりにくすぐったがると話のついでにターグに言ったら、ちょうどいいからすっきりしろと、さっき無理やりそられた」

　しきりに自分の顔をなでるザジに閨の睦言を持ち出され、ミルザは頬を染めた。

「はあ……久しぶりに見ました、陛下の素顔。どのくらいぶり……そういえば、ご即位なされてからですよね、髭伸ばし始めたの」

「もともとは若すぎることを侮られないように伸ばしてたんだが……もう、いい加減いいだろう。いちいち染めるのも面倒くさい」

　それは、王族だけが知る極秘事項だ。

　シャラガの血統のみに現れるといわれている紫の髪の色。それは生まれつきのものではない。初代シャラガが王になったとき、手っ取り早く王族をほかの人間から区別するために染めたのが始まりだ。それがいつの間にか、聖女に認められた王族だけに現れるものだと神格化してしまったため、やめるにやめられず今日にいたる。

「似合わないか？」

　珍しくザジが、ミルザに意見を求めてきた。

「いえ……とても、お似合いです……」

　髭のないその顔は、実に精悍で凛々しかった。髭があったときには曖昧だった輪郭がくっきりと浮かび上がり、引き締まった頬と顎が生命力あふれるその瞳を際立たせている。見事な美丈夫だった。

　ソファに座ったままでザジを見上げていたミルザは、初めて見るその素顔から視線をはずすことができない。

　いわゆる「見惚れている」という状態だ。

「そうか。なら、いい。それよりも、お前……」

　どうしてもミルザのことが気になるザジに、レイラは静かに言った。

「ランス様には、もう診ていただいてあります。倒れたのは事実ですが……今日の準備のために忙しくしていて、少し疲れが出たようです。ご心配なさりませんよう」

「だが……」

「それよりも、式典の準備は進んでいらっしゃるのですか？　今日は式典の前に叙任式もありますし、こんなところでのんびりしている暇など、ありませんでしょう？」

　たたみかけるようにレイラに言われて、ザジは言葉に詰まる。レイラは苦笑しながらミルザを振り返った。

「ミルザなら、大丈夫です。というか……この調子では、陛下のほうが心配だわ。ねえ、ミルザ」

　顔色は悪かったが、微笑むミルザの顔は穏やかだった。

「そう……かしら、ね」

「もういいんじゃない？　こんな状態じゃ、今日の式典でなにをやらかすかわかったもんじゃないわ」

「なんの話だ？」

　女ふたりでわかり合っている様子に、ザジは不機嫌そうに眉をしかめた。

「陛下、そんなに睨みつけていては、話したいことも話せません。どうか、お心静かにお聞きあそばして？」

　仏頂面のザジに向かって意味ありげに笑うと、レイラは部屋を出ていった。あとには、どこか困惑したような笑みを浮かべるミルザと要領を得ないままのザジが残される。

　ミルザは、自分を見つめてくるザジの真正面に向かうように、ソファに座りなおした。今日のために新しく仕立てられたドレスが、微かな衣きぬ擦ずれの音を立てる。深紫色のゆったりとしたそれは、細かいレースや刺繍が全体に施された贅沢なものだった。髪はレイラとメイドたちによって複雑に編み上げられ、いつもとは違う大人びた化粧を施されている。

　この国の王妃として、申し分なく美しい姿だ。

「まだ足もとがおぼつきませんので、このままでお話しすることをお許しください。本当なら、式典が終わってからご報告しようと思っていたのですが……」

　ミルザは、言いながら頬を染めてうつむく。

「私の不調は、病気のせいではありません」

「どういうことだ？」

「その……しばらく前から月のものが止まりまして……ランス様のお見立てでは、おなかに赤ちゃんが」

　沈黙が落ちる。その静けさにミルザが恐る恐る視線を上げると、先ほどと同じ姿勢のままでザジがミルザを見つめていた。

「……あの、ザジ様？」

　ザジは、はっと我に返る。

「そ、そうか」

　だが、またそう言ったまま固まってしまう。

　喜んではもらえないのだろうか。

　なにも反応のないザジに、ミルザの抱えていた不安はさらに膨らむ。

　いつか見たザジの傷ついた顔を、ミルザは忘れることはなかった。子供ができれば、ザジの期待に応えられると思っていた。だが、もしやそれはミルザの思い違いであったのだろうか。

　表情を曇らせたミルザに気づいたザジが、目を細めて噛みしめるように繰り返した。

「そうか……」

　ザジはミルザの隣に座ると、その細い体をいたわるように手を回して抱きしめる。その逞しい体に体重を預けて、ミルザは少しかすれた声で言った。

「もしこの子が女の子なら、きっとザジ様のお役に立てます」

　不思議なことに癒やしの力は、女性にしか発現しない。生まれたのが男の子であれば力は発現せず、その子のさらに子供が女の子だった場合にようやく癒やしの力は現れる。

　ザジは驚いたようにミルザを見下ろした。

「なぜ、そんなことを」

「え？　あの……癒やしの力を持つ者が増えれば、ザジ様にも喜んでいただけるかと……」

　戸惑うように言ったミルザに、ザジはしばらく考え込んでから、おもむろに口を開いた。

「言っただろう。俺は癒やしの力ではなく、お前自身が欲しいと。この子にしても、同じだ」

　ザジは視線をミルザの手もとに下ろした。下腹部を押さえる手を見つめるその目は、静かに凪いでいる。

「むしろ、力などないほうがいらぬ苦労をさせなくて済むだろうが、そういうわけにもいかないのだな」

「ザジ様は、この力を受け継ぐ子が欲しかったのではないですか？」

　ミルザの問いかけに、ザジは驚いたように顔を上げるが、自分でもミルザと同じことを思い出したようだ。少しばかりばつの悪い顔になって視線を逸らす。

「力のある子を望んだわけではない。あの時は……子ができれば、お前をつなぎとめておけると思っていた。かりそめだった俺たちの関係が、確固たる夫婦という形になると……ああ、だからといって、お前を手に入れるためにけっしてこの子を利用しようとしたわけでは……ただ、俺たちをつなぐ証としてだな……いや、だから……」

　珍しくあたふたとするザジを、ミルザは目を丸くして見つめる。

「だから……その……嬉しく、思う」

　顔を覆う髭がない分、その顔が真っ赤に染まっているのがよくわかった。

「喜んで……いただけるのですか？」

　戸惑いながら口にした言葉に、ザジは、ふっと笑った。それほどに晴れやかなザジの笑顔を見たのは、ミルザは初めてだった。

「もちろんだ」

　その言葉を聞いて、ようやくミルザにも実感が湧いてくる。

　ふたりの子供が、今このお腹の中にいる。

　もしかして、と思いながらランスを訪ねた。期待が確信に変わったとき、あまりの幸福に声もなく泣いた。

　そして今、ザジも同じ気持ちでいてくれるという事実に、ミルザはまた泣きそうなほどの幸せを感じる。

　うっすらと涙ぐみながら微笑むミルザをさらに引き寄せて、ザジは紅で色づいたその唇に口づける。ミルザは、穏やかな気持ちでそれを受け止めた。ついばむような口づけは、次第に深いものに変わっていく。ザジの頬にミルザは自分の手をすべらせた。

「もう、くすぐったくないだろう」

　その仕草に気づいたザジが、唇をつけたまま薄く目を開いて言った。

「はい。ですが、なんだか変な感じです」

　ぼんやりとした表情で、ミルザもまた至近距離のザジを見つめる。

「気に入らなければ、また伸ばしてやろう」

「いいえ、私はどちらでも。どちらのザジ様も好きです」

　そう言って笑んだミルザに、少しだけザジの熱が上がった。ミルザの腰に回した手に力を込めてもう一度口づけると、逃げるミルザの舌を自分のそれで追いかける。そうしている間に、もう片方の手でミルザの胸の膨らみをなぞった。ミルザは、慌ててその手を止める。

「あの……ザジ様……」

「なんだ」

「もうすぐ、式典が……ん」

　その唇を塞がれて、ザジの手を阻もうとした手も彼に絡め取られた。ゆっくりとソファに押し倒されたミルザは、それでも抵抗する。

「ザジ様……だめです……」

「まだ時間はある」

「いえ、せっかくレイラが……あん……」

　髪の乱れとザジに移る紅を気にして、ミルザが身をよじる。

「後で直せばいい」

「でも……ん……あ」

「お義姉さまー！　ご機嫌うるわしく！」

　ばんっと勢いよく扉が開いたかと思うと、陽気な声がザジの部屋に響いた。すると、今までミルザの上に覆いかぶさっていたザジが、すさまじい勢いで扉へ向かい、開いたばかりのそれを再び勢いよく閉めた。閉じた扉の向こうで、ひぃっと悲鳴があがる。

『ちょっとー！　なんてことするんですか、ザジ兄上。なんと素晴らしく熱烈な歓迎かと感動しかけたのに……もうちょっとで僕の鼻を挟むとこでしたよー！』

「帰れ」

『冷たいなあ。せっかく講和式典のお祝いに駆けつけたというのにー』

「祝いもなにも、式典はお前も出席者のひとりだろう。ミルザには近づくなと、言ったはずだ」

『残念でしたー！　僕たち、もうすっかり仲良しですぅ！　だからここ開けてくださーい！』

　馬鹿にしたような調子のその言葉に目をむいて、ザジはソファに起き上がって身繕いをしていたミルザを振り返る。ミルザは、困ったように苦笑してうなずいた。

「こちらのお部屋にいらっしゃったのは初めてですが、城内では何度か……ザジ様に怒られるから、と口止めされておりました」

「ね？　だから、いーまーさーら。ところで兄上、そのお顔は？　おわっ、お義姉様、今日はいつにもましてお美しいですね。そのドレスも素敵ですが、やはりなんと言っても、義姉様自身が光り輝くように美しい」

　もう一度扉を開けたのは、ふわふわと明るいブロンドの髪の男性だった。光の加減で、その髪の色は紫にも見える。

「なにしに来た」

　苦々しく言ったザジに、青年はひょいと持っていたかごを差し出した。

「義姉様、リンゴ好きでしょ？　今朝市場に行ったら、新鮮なのが入ってたからさ。具合悪くても、これなら食べられるかと思って、差し入れ」

　そう言われてザジが受け取ったかごの中には、ぶどうやリンゴなど、様々な果物が詰め込まれていた。

「具合って……」

　近寄ってザジの持つかごを覗いていたミルザが、驚いたように青年を見つめた。たしかにここしばらく気分はすぐれなかったが、そう何度も会っているわけでもないこの青年に、気づかれているとは思わなかったのだ。

「そりゃ、見ていればわかりますよ。それに、そろそろいい報告が聞ける頃ではないかな、と思いましてね」

　器用に片目をつぶって挨拶すると、青年はさっさと部屋に入って扉を閉めた。ザジは、さらに仏頂面になって言った。

「お前、なんで知っている」

「というより、どうして毎日一緒にいて気づかないのさ、兄上。もっと女性はよく見て……」

「アゼル様ー！」

　閉めたばかりの扉が、再びばんっと開け放たれて、扉の前に立っていた青年が思いきり突き飛ばされた。その勢いで床に転がった青年に気づくと、レイラは眉をつり上げて怒鳴る。

「やっぱりここにいたんですね！　ガネル様がお待ちです。さっさと支度して議会へ行ってください。それに、この部屋には入るなとあれほど……」

「あたたた……レイラ、その前にごめんとかなんとかさ……。いいじゃん、ちょっと顔を見に来るくらい」

「ミルザのこと、口説いてませんよね？」

「……もちろん」

　立ち上がって目を泳がせたアゼルは、へらへらと繕ったような笑顔を浮かべた。

「これでも僕、妊婦とか人妻とか彼氏持ちとか、倫理に反するような相手は口説かないんだよ？　愛しているのは、いつでもレイラひとりだけだ」

　妙に胸を張って言ったアゼルに、レイラはほんの一瞬だけ傷ついた顔になった。だが、すぐにまたむすりと怒った顔に戻る。

「そうやって誰にでも調子のいいことを言うから、世の女性たちが勘違いなさるんです」

「やだなあ、勘違いだなんて。僕は……」

「さきほどから城門前で若いお嬢様がどなたかをお捜しですが、お心あたりは？」

「……サラ？　それとも、ダイアナかな？」

「ラミア様と名乗っておられました」

「ああー……僕はいないって、言っておいて」

　ミルザとザジは、ぴきぴきとレイラの額に青筋が浮くのを見た。だが、レイラは数度深く呼吸してから自分を落ち着かせると、にっこりと笑ってみせる。ふたりの心の中に、同じ言葉が同時に浮かんだ。

　お見事。

「もうすぐ式典が始まります。アゼル様も早くお着替えを」

「じゃあ、レイラ手伝ってよ」

「アゼル様ももう二十一歳におなりでしょう？　ご自分でなさってください」

「式典用の正装って、ごちゃごちゃ飾りがついてて難しいんだよ。手伝ってくれないなら、この服で出る」

　負けずにアゼルもにっこりと笑って両手を広げる。それは、庶民のものだったとしてもあまり上等とは言えない服装だった。アゼルの言葉が冗談ではないことを経験的に知っているレイラは、根負けして大きくため息をつく。

「わかりました。お手伝いしますから、早くお部屋へ」

「ありがとう、レイラ。愛しているよ」

　言うなりアゼルは、身をかがめてレイラの額にキスを落とした。ぼん、と音がしそうな勢いでレイラの顔が真っ赤になる。

「な……！　アゼル！」

「唇のほうがよかった？」

「いい加減にしてよ！　あんたももういい年なんだから、いつまでも甘えていないで！　ほら、着替えるんでしょ!?　さっさと来なさい！」

　真っ赤な顔をしたままそう言うと、レイラは踵を返してさっさと部屋から出ていってしまった。それについていこうとするアゼルの背中にザジが声をかける。

「アゼル」

「なに？　兄上」

「お前も、いつまでもそんなことをしていると、レイラに見放されるぞ」

　顔だけ振り向いたアゼルは、その言葉にふっと笑った。

「大丈夫だよ。僕は兄上と違って、うまくやるから」

「チャンスは一度きりしかないそうだ。その時には、絶対に手を離すなよ」

　アゼルが、驚いたように目を見開いた後、その目を細める。

「ふうん。あのザジ兄上からそんな助言を聞けるなんてね。ずいぶんとやわらくなったじゃない。なるほど、そうやって義姉様をものにしたんだ？」

　苦虫を噛みつぶしたような顔のザジに、アゼルは薄い笑みを浮かべた。さっきまでの天真爛漫な笑顔と違って、それはどこか妖艶な笑みだった。

「ふふ、そうだね。兄上も落ち着いたことだし、そろそろ僕も本気出そうかな。今の状態も結構楽しいんだけど。それと兄上、やっぱり兄上は、髭がないほうがずっとかっこいいよ。素顔で十分だから、その化粧は必要ないと思うけどね」

　そう言ってふたりに向かってわざとらしいほど大おお仰ぎょうに礼の形を取ると、アゼルは静かに扉を閉めた。慌てて近くにあった布でザジの唇を拭きながら、ミルザはザジを仰ぎ見る。

「ザジ様、もしかしてアゼル様は……」

　ザジは憮然とした顔のまま、ため息をついた。

「どれだけ多くの女に手を出そうとも、アゼルは子供の頃からたったひとり、レイラしか見ていない。レイラも、とっくにアゼルに落とされていることに、早く気づけばいいのだが」

「そうですね。素敵なおふたりだと思います」

　ふわりとほほ笑むミルザに、ザジは目を細める。

「ミルザ」

「はい」

　呼ばれて見上げたミルザは、思いきり眉間にしわを寄せて額に脂汗を浮かべているザジに首をかしげる。

「ザジ様？」

「……きれいだ」

　かなり長い沈黙の後でなんとかそれだけを絞り出すと、ザジは赤い顔で横を向いてしまう。

「ええと……ありがとうございます……」

　同じように真っ赤になって、ミルザも視線を落とす。

「アゼルにばかり言わせておくのは業腹だからな。俺だって、さっきお前を見たときにそう思った」

　どうやら弟に張り合ったらしいザジに、ミルザはつい噴き出してしまう。

「アゼルは関係ないぞ」

「はい」

「お前に会ったのは俺のほうが先なんだ。だから、そう思ったのは俺のほうが先だ」

「はい。わかっております」

　すると扉が叩かれて、ひょいっとターグが顔を出した。

「お、そろってるな。ミルザ様、叙任式の準備ができました。よろしければ、大広間へおいでください」

「わかりました。それとターグ様、以前に言いましたけれど、今まで通りでよろしいのですよ？」

「ま、一応な。人前で近衛が王妃様になれなれしくしたら、示しがつかないだろう。だから、ミルザも俺に様なんてつけるなよ？」

「が、がんばります……」

　ターグの言うことは十分に認識できるのだが、だからといって簡単に切り替えることのできないミルザである。

　真面目な顔つきになったミルザに、ターグは笑いながら言った。

「さて、じゃ行くか。それとももう少しコリンの奴、あのままにしておくか？」

「あのまま……と言いますと？」

「おもしろいぜ？　背中にぶっとい枝でも突っ込んでるみたいに直立不動でカチンコチン。超緊張しまくってる」

　講和式典の前に、ミルザにはひとつ役目があった。王妃として新たな騎士を任命する叙任式だ。

　通常、騎士は国王が任命するが、王妃となったミルザにも、今後彼女に忠誠を誓う騎士が必要となる。その最初の騎士となる名誉がコリンに与えられたのだ。

「大丈夫か？」

　一度倒れたミルザを気遣って、ザジは彼女を支えるように腰に手を回す。

「はい。大丈夫です」

「具合が悪くなったら、すぐに言え。行くぞ」

「はい」

　視線を合わせて微笑み合うと、ターグが開けた扉に向かって、ふたりは歩きだした。
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あとがき




　初めまして、いずみです。この本を手に取っていただき、ありがとうございました。

　この作品は、昨年開催された『ムーンライトノベルズ×ベリーズ文庫＆マカロン文庫ラブファンタジー大賞』というコンテストで大賞をいただいたものです。

　レギストリア王国の田舎に住む少女、ミルザにはある秘密がありました。その秘密があるゆえにひっそりと人生を送る彼女が、とあるきっかけで国王・ザジに出会います。穏やかな出会いではありませんでしたが、その出会いによってミルザは、国民のほとんどが知ることのない、国王の冷酷な仮面の裏を知ることになっていくのです。

　そんなふたりの出会いから結末までを、お楽しみいただけましたでしょうか。




　現代日本以外を舞台にしているお話って、土台づくりが大変です。レギストリア王国は、ヨーロッパの内陸あたりをぎゅっと凝縮したような地域を想定しているのですが、この国の気候は人口は産業は政治体系は……とお話をつくるにあたってひと通り設定したんです、一応。社会科を大の苦手とする私が、今になってまさか国家形成についてこれほど勉強することになろうとは！　人生とはホントわかりません。あとは、中世から近世を舞台にしているので、その時代にないものは使いませんでした。わかっていて、あえて使ったもの、使わなかったものもありますけどね。

　そうやって苦労して考えた設定、お話の中には出てこなかったものもたくさんあります。もったいないような気もしますが、見えないところが大事！




　最後に、初めての刊行に際し、右も左もわからない私を丁寧に指導してくださった編集の鶴嶋様に心からの感謝を申しあげます。そして、つたない文章に的確な指示を入れてくださった佐々木様をはじめ、この作品に関わっていただいた皆様、素敵な表紙を描いてくださったShabon様、本当にありがとうございました。

　そしてなにより、この本を読んでいただいたあなたにありったけの感謝を！　このお話が、あなたの時間を少しでも楽しいものにしてくれますように。
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この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。

なお、本書は株式会社ナイトランタンが運営する小説投稿サイト「ムーンライトノベルズ」（https://mnlt.syosetu.com/）に掲載されていたものを改稿の上、書籍化したものです。
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冷酷王の深愛


～かりそめ王妃は甘く囚われて～
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